

[image: ]















外交官と仮面夫婦を営みます～赤ちゃんを宿した熱情一夜～

未華空央










目次




外交官と仮面夫婦を営みます～赤ちゃんを宿した熱情一夜～


プロローグ

１、クリスタルブルーの海の国で

２、異国の地での秘密の夜

３、お見合い反対同盟の結束

４、思いがけないバースデー

５、マタニティブルーとネモフィラブルーと

６、土砂降りの雨の中で

７、ふたりだけの優しい時間

８、巡り合えたのはきっと運命



特別書き下ろし番外編


思い出の地で再び



あとがき
















外交官と仮面夫婦を営みます～赤ちゃんを宿した熱情一夜～










プロローグ




　広いベッドの上で、甘美な時間はゆっくりと流れていく。

　胸を喘あえがせながら見た彼の表情が艶っぽくて、高鳴りっぱなしの鼓動は落ち着くことができない。

　さっきまできっちりとセットされていた髪もいつしか乱れ、前髪が激しい行為に揺れるのを涙の膜が張る視界の中で見ていた。

「ぁ……っ、んっ、っ……」

　自分の意志とは別に甘い声が漏れ出てきて、必死に口の中に留めようとする。

　体を繋げたまま、覆い被さってきた彼は私の耳元に唇を押し当てた。

「なぜ声を抑える？」

　その低い囁きにさえぞくりと体が反応する。

　真上から覗き込んだ綺麗な顔には、私を見透かすような微笑が浮かんでいた。

「恥ずかしい、から……」

　なんとか答えた私をクスッと笑う、悪戯いたずらな薄い唇。そして、再び耳元へと近づく。

「そう言わずに、可愛い声をもっと聞かせてほしい」

「可愛い、なんて……そんな、こと」

　そんな風に言われてしまうと、余計に羞しゅう恥ちが押し寄せる。

　小さく横に首を振る私をまた微かに笑い、「それなら……」と吐息混じりの声が聞こえた。

「あぁっ……！」

　一際深く腰を打ち付けられ、抑えていた声が部屋中に響き渡る。

「我慢できなくするまでのこと」

「やっ、あっ、あぁっ――」

　何度となく押し寄せる波のような快感の中で、心も体もとろけていく。

「きっと、この先もうない。あなたのような人といられるこんな夜」

　耳元でそんな声が聞こえたとき、私は元に戻れるのかと不安になるくらい恍こう惚こつとしていた。










１、クリスタルブルーの海の国で




「美み鈴すず、聞いてるの？　こら、ちょっと待ちなさい」

　私、嘉か門もん美鈴は、今非常に困っている。

　金魚のフンのようについてきて、聞きたくもない話を延々としてくるこの母親に。

「今、最終チェックに忙しいの。お母さんのせいで忘れ物したらどうするの」

　絶対に忘れちゃいけない仕事道具は二度確認しているからもう大丈夫だけど……。あとは、スマホにパスポートに……。

「美鈴。お母さんはね、あなたのカメラマンとしての仕事への情熱は買っているし、誇りにも思ってるわ。自慢の娘よ」

　バッグの中身を確認する私の後ろで、母は諭すように話し始める。この調子だと、まだまだ先は長い。

「でもね、あなたももう三十歳間近なの。あと二カ月もしたら三十歳よ？　仕事は一旦休んで、女性の幸せを考えてほしいのよ。いい人と結婚して、子どもを授かって――」

「結婚して子どもを産むことだけが女性の幸せって、お母さんの考え方が古いよ」

　結婚して、妊娠出産し、子育てをする。確かに、それは素敵な人生かもしれない。

　だけど、結婚しなくても、子どもを産まなくても、幸せに生きていく女性はたくさんいる。幸せの形はいくらだってある。

「古くなんてないわ。だって、お母さんは今すごく幸せよ。お父さんと一緒になって、あなたみたいな可愛い子に恵まれて」

　そういう言い方をされると、どうも強く返せなくなる。

　しかし、黙った私に母は今がチャンスとばかりに畳みかけてくる。

「だから美鈴、お見合いはしなさい。次は会わずに断るなんてだめよ」

　ちょうど一カ月前、お見合いの話を勝手に進められ、絶対に会うのは嫌だと断固拒否をした。

　そのタイミングで仕事が入り、急きゅう遽きょニュージーランドに飛ぶことになった私は見事お見合いを断ることに成功。母はそのことを根に持っているのだろう。

　しかし、またお見合い話なんて、よくもまぁ熱心に探してくるものだな……。

「あのときは仕事とダブルブッキングして、仕方なかったんだよ。知ってるでしょ？」

「そうだけど、その前から行かないって散々騒いでたじゃない」

「だから天の神様がいいタイミングで仕事を入れてくれたのかもね」

　かわすように言い、荷物を持って背後に立つ母を避けるように自室から出ていく。

　母は「美鈴！」と引き留めるように私の名前を叫びながら、後をついて階段を下りてきた。

「おとなりの七な央おくんだって結婚して、幸せそうだって聖せい子こさんが言ってたわよ」

「何でここで七央の話が出てくるの。私には関係ないでしょ」

「関係なくないでしょ？　置いていかれたって思わないの？　七央くんも結婚したんだし、私だってって」

　ここのところ急に結婚を急かされ始めたのは、私が三十歳目前だからという理由に加え、この家のとなりに住んでいた幼なじみ、桐生きりゅう七央が結婚したことが大きい。

　親同士の仲がよく家族ぐるみの付き合いをしてきたというのもあるけれど、七央の結婚はうちの両親を激しく刺激してしまったようだ。

　七央の母親である聖子ママのことは、私自身も幼い頃から第二の母のように慕っている存在。

　だから、聖子ママが七央の結婚を喜び祝福していたのはよく知っている。

　七央の結婚はおめでたいこと。

　だけど、その波に乗ろうとする最近の我が家の空気はいただけない。

「美鈴、ちょっとは焦る気持ちはないの？」

「何、焦る気持ちって。どうして私が焦らなくちゃいけないの？」

「もう三十歳目前で、周りは既婚者ばかりになってるでしょ」

　また始まった。この話が始まると、この後の流れはもう読める。

　玄関を目前にして、つい「ハァ」とため息が漏れ出た。手に持ってきたダウンジャケットの袖そでに腕を突っ込む。

「『結婚はスタートラインでしかない。妊娠出産、育児だってあるのに、年齢を重ねれば重ねるほど大変なのは自分なのよ？』でしょ？」

　言うであろう台詞セリフを先読みして口に出すと、母はハッとしたように目を大きくする。

　言い負かしたところでちょうどパンプスに足先を突っ込み、玄関にまとめて置いていたキャリーバッグを手に取った。

「もう！　わかってるなら、次こそお見合いの話を断るのはだめよ」

「はいはい。タイミングが合えばね」

「タイミングって！　ちょっと、まだ話は終わってないわよ」

「飛行機の時間に遅れたらまずいから、その話はまた今度」

「美鈴！」

　逃げるように荷物を持って玄関のドアに手をかけた私に、母は「気をつけて行きなさいよ！」と慌てて声をかける。

　海外を飛び回る仕事を続ける娘を送り出すのももう慣れただろうが、必ず「気をつけなさい」と言ってくれるのは密かにありがたく思っている。

「行ってきます」

　閉まっていくドアに向かって声を返し、足早に自宅をあとにした。

　キンと空気が凍いてつく二月初旬。どんよりとした寒空の下、『東とう京きょう国こく際さい空くう港こう』へと到着し、搭乗手続きに向かう。

　フリーカメラマンになって今年で五年目。

　写真を撮ることに興味を持ち始めたのは、高校に入学してからだった。

　校内に掲示されていて何気なく目にした、『全国高校写真コンクール』の参加作品募集のポスター。

　そこに掲載されていた前回グランプリを受賞した写真に、自分でも驚くほど心を動かされたのだ。

　雨粒のついた花びらを青空に向け、ピンと背を伸ばす何本もの向日葵ひまわり。澄み切った空には、大きな虹が架かる。

　向日葵も虹も知っているはずなのに、こんなにも美しいものだったのかと惹ひき付けられ、心動かされたあの感動は今でも忘れない。

　当時、担任に無理を言って、掲示後にポスターを譲ってほしいと申し出たくらいだった。そのポスターは、今でも大事にとってある。

　その写真との出会いから、私のカメラマン人生がスタートした。

　まずは高校の写真部に入り、カメラや撮影の基礎を学んだ。

　何が撮りたいとか、どんな写真を残したいとか、初めは目標なんてなかったけれど、ただ漠然と〝誰かの心に響く作品を撮りたい〟と思っていた。

　誰かの心を震わせ、もしかしたら人生を変えるような、そんな作品。

　まさに、私自身がそんな写真に出会ったからだ。

　その思いを胸に写真を撮り続けた高校時代。きっかけとなった写真と出会ったあの全国高校写真コンクールで、私の作品が見事受賞した。

　受賞は私の進路決めの後押しにもなり、大学は写真が学べるデザイン学部に進学。大学卒業後はフォトスタジオに就職を決め、雇われカメラマンとして働き始めた。

　その頃から自身のウェブサイトを立ち上げた。仕事とは別で趣味で撮り続けている風景や生き物、時には人物などの作品を公開していくと、個人的な依頼が舞い込むようになってきた。

　そして就職して三年が経った二十五歳のとき、フリーランスとしてやっていこうと決意して、会社を辞めた。

　雇われていた頃よりも収入は大幅に落ちるだろうという覚悟の上、すべて自分の責任において請け負っていくフリーランスというスタイル。

　初めの二年は予想通り収入は大幅に減少した。

　それでもカメラが好きで、少しずつでも自分の撮った作品を使いたいと思ってくれる人が増えていけばいいという思いを胸に、貯金を切り崩し地道に活動し続けた。

　私の情熱が結果を出し始めたのは、フリーランスになって三年目からだった。

　一度仕事の依頼を受けた相手の口コミをきっかけに新規の案件が舞い込むようになり始め、今ではありがたいことに当面のスケジュールまで埋まっている。

　その仕事は、雑誌や書籍の旅関連のものが大半を占めていて、私が得意とする風景や動物の撮影を主に行っている。

　時たまスタジオでの人物撮影などもやるけれど、フリーランスになってからは海外に出ていることが多くなった。

　今回向かうのは、モルディブ共和国。有名な旅行情報誌の一部の撮影を依頼されている。

「美鈴？」

　搭乗ゲート付近のソファに座り手帳を広げていると、近くから聞き慣れた声に名前を呼ばれる。顔を上げて見えた姿に、思わず「あっ」と声が漏れ出た。

「七央」

　私の顔を見た制服姿の七央は、こんなところでバッタリ会っても特ににこりとすることもなく、表情を変えずに近づいてくる。

　さっき母が話題に出した幼なじみの七央は、航空会社『ＪＳＡＬジャパンスターエアライン』で機長を務めている。

　数カ月前に結婚をしたと突然聞き驚かされたけれど、相手の女性とはまさに運命のように出会い、結ばれるべくして結ばれたようだ。

　大学病院の産婦人科で助産師をしている彼女とは、私もすでに何度も会っている間柄。私としてはもう友人になったつもりだ。

「よかった。声をかけといて人違いだったらまずいと思った」

「え？　ああ、この髪？」

「ああ。佑ゆ華かから話は聞いてたけど、確かに全然印象が違う」

　心機一転のつもりで、ずっと同じだった黒髪ロングのワンレングスに、前髪を作り少し明るいブラウンヘアにカラーチェンジした。

　これまで髪型を変えたことがなかったから、明るい髪色や前髪をつくった姿が自分自身しばらく見慣れなかったくらいだ。

　自分では変えないほうがよかったかもと思ったけれど、これが意外と好評で『すごくいい！』とよく言われる。

　前髪を作ったことで、実年齢より若く見えるらしい。

「そう？　まぁ、たまには気分転換？心機一転？みたいな感じかな。佑華さんは元気？　一週間くらい前に会ったけど」

「ああ、変わらず」

「そう。七央は、フライト？」

「今さっき戻った。シンガポールから」

　そう答えた七央は、私の傍かたわらにあるキャリーバッグをちらりと見遣る。そして、「またどっかに仕事か」と訊きいた。

「うん。モルディブにね。でも、今回は一週間で戻ってくるけど」

「そうか」

「帰ってきたら、お土産持っていくって佑華さんに伝えておいて」

「わかった。気をつけて行けよ」

　母と同じく、私が海外に行くことは七央にとってももう普通のことで、ちょっとその辺に出かけるような見送り方が当たり前。

　七央は「じゃ」と短く言って、ターミナルを歩いていった。

　あ……言ってやればよかった。あんたのせいなんだからね、って……。去っていく制服の広い背中をぼんやり見送りながら、心の中で毒づく。

　このタイミングでバッタリ七央に会ったなら、母にお見合いを勧められて困っていると愚痴を言ってもよかった気がする。七央くんも結婚したんだからって、うるさいって。

「ふぅ」と息をつき、開いていた手帳をパタンと閉じ立ち上がった。

　七央は幼なじみであり、私の初恋の相手。幼い頃から一緒にいて、自分でも気づかぬうちに恋心を抱いていた。

　だけどその想いを伝えることはなく、七央に彼女ができれば、幼なじみという立場で見守り、自分自身も七央とは違う人と付き合ったことは何度もあった。

　あくまで〝幼なじみ〟という関係でそばにいる。その関係と距離間が居心地いいのもあったけれど、それはいつか終わりが来るだろうと思っていた。

　そして、七央の結婚という転機でそれは突然訪れた。

　これからは今まで通りとはいかないけれど、幼なじみとして引き続き付き合っていきたいし、その大切な幼なじみが選んだパートナーとも仲良くできたらと思っている。

　もう完全に割り切れているし、今は全く考えることもない。七央の結婚は、私の中で自分を見つめ直すいいきっかけとなった。

『置いていかれたって思わないの？　七央くんも結婚したんだし、私だってって』

　出がけの母の言葉が耳の奥で蘇よみがえり、窓の外の景色を目にしながらまた小さく息をつく。

　離陸を始めたジェット機からは、どんどん遠ざかる地上が見えていた。

　そう言われたって、別に置いていかれたなんて全く思わないんだよね……。私は私だから。

　七央が結婚を決めたのは、佑華さんという運命の相手にめぐり会ったからだ。焦って慌てて結婚をしたわけではない。

　出会ってお互いを知っていき、この人と生涯添い遂げたいと思ったから結婚したのだ。

　そういう相手に出会って初めて、結婚したい気持ちが芽生えるのだと思う。だから、お見合いをして結婚したって、その先に待っている結婚生活が幸せだとは私には思えない。

　このまま帰国したくないな……。帰ったらまたお見合いお見合いって、うるさく言われるだろうし。

　日本を離れていくジェット機の中、私は小さなため息と共に静かに目を瞑つむった。




　モルディブへは日本からの直行便はなく、今回はスリランカのコロンボで乗り継ぎ、目的地まで向かうことにした。

　日本からコロンボまでは約八時間半から十時間。コロンボからモルディブの首都マーレへは約一時間半かかる。

　日本時間午前十一時過ぎに出発し、マーレの『ヴェラナ国際空港』には現地時間の午後九時過ぎに到着した。

　東京の二月は雪がちらつくこともある真冬だけど、モルディブは年間を通して平均気温が二十六度から三十三度。今はちょうど乾季にあたる。

　現地で荷物がかさばらないように薄手のダウンジャケットで家を出たので震えるほど寒かったが、マーレはそれが嘘のような暑さだった。

　今回の仕事の滞在予定は一週間。旅行情報誌に掲載するダイビング特集ページの撮影依頼で、モルディブの海で見られる魚たちを撮影する。

　元々、風景や動物の撮影を得意としてきて、フリーランスになってからはその類の仕事を多くもらえるようになった。

　今回は、長年付き合いのある出版社のベテラン編集者さんからの案件。メイン依頼である動物たちの写真以外にも、滞在期間中に撮影したもので使える写真があれば買い取ってくれるという。

　到着日はそのままホテルへと向かい、移動の疲れを癒いやした。そして、翌日は早速空港のあるフルレ島に近いダイビングスポット『ヴィクトリー』のダイビングセンターを訪ねた。

　フリーランスは、撮影に必要な手配は自分自身で行うのが基本。

　今回は海に潜って撮影をするため、数か所のダイビングセンターに事前に問い合わせ、撮影協力を依頼している。

　撮影の幅を広げるため、フリーランスになる少し前にダイビングライセンスは取得していた。

　海の中の動物を撮影する際、ライセンスの有無で撮影の幅が大きく変わってくる。ライセンスを取得していれば潜れる水深も深く、潜っていられる時間も長いからだ。ダイビングライセンスを持っているというだけでも売りになるし、仕事の依頼も舞い込みやすくなる。

「うわぁ……」

　これまで様々な国で多くの海を見てきた。

　オーストラリアの世界自然遺産、グレートバリアリーフの珊瑚礁の海は圧巻だったし、イタリアのランペドゥーザ島の海は船が宙に浮いているように見えるほど透明度が高くて感動した。ギリシャのミコノス島は海の美しさはさることながら、建ち並ぶ白い建物が青い海に映え最高のロケーションで、日本から比較的短時間で行けるミクロネシアの小国パラオの海でのダイビング撮影では、巨大魚ナポレオンフィッシュが人懐こくて可愛かった。

　絶景は数多く知るけれど、モルディブの海の透き通った青さに感嘆のため息が漏れる。

　荷物を地面に下ろし、首にかけているカメラを手に取った。

「最初の一枚、と……」

　ファインダー越しにクリスタルブルーの海を見つめながら、モルディブ上陸後初のシャッターを切る。

　記念の一枚に、最高の撮影ができるようにと祈りを込めた。




　到着した翌日は空港から近いダイビングスポット、ヴィクトリーにて数時間撮影を行った。

　ここは一九八一年に沈んだ七十メートル級の大型貨物船を目的に潜るダイビングスポットで、体高が高く平べったい形のツバメウオや、青色の体が美しいサザナミトサカハギの群れの撮影に成功した。

　三日目の今日は早朝から、同じく北マーレ環かん礁しょうのダイビングスポット『マンタ・ポイント』へ。

　乾季になると姿を消してしまうマンタが、ここなら見られるかもしれないという情報を得て期待を込めて潜ったけれど、この日はマンタに会うことはできなかった。

　四日目である明日、再度同じ場所でマンタとの遭遇チャンスを狙おうと思う。

　お昼過ぎに海から上がり、一度滞在中のホテルへと戻る。

　今回宿泊しているのは、首都マーレ中心部にある小さなホテル。値段もリーズナブルな上、客室に無料Ｗｉ‐Ｆｉが完備されているのが選んだ決め手だった。

　それに、訪れてみると清潔で綺き麗れいなフロントや部屋に加えて、スタッフもとても気さくで大満足。これなら一週間快適に過ごせそうだとホッとした。

　客層を見ると、どうやら私と同様ビジネス利用が多いように見受けられた。

　せっかくモルディブに来たのだから、旅行情報誌に載っているような水上ヴィラやシーフロントの極上リゾートホテルに一泊くらい泊まりたい気持ちもあった。けれど、ひとりで泊まるのは持て余してしまうだろうし、何よりそんな寂しいことはないと思って即却下した。ああいうところは、カップルや夫婦で宿泊する場所だろうから。

　ホテルに到着し、大きな撮影機材を部屋の奥にまとめて置いて再び街に繰り出す。

　一年中日本の夏季のような気温のモルディブだけど、私の装いの露出は少なめ。イスラム教の国なので、リゾート以外、女性は肌を出しすぎないことがマナーだからだ。

　南国に仕事に行くときはキャミソールや短パンなんて格好もよくあるけど、今回は肩や膝ひざを出さない服装を用意してきた。

　今だって、オーバーサイズのＴシャツにマドラスチェック柄のロングスカートという装いだ。

　地図を片手にのんびり歩き、時折足を止めてカメラを構える。マーレの街並みにはところどころヤシの木が茂り、南国にいることを実感させる。赤や黄、青などのはっきりした色の建物が多く独特の風景だ。

　宿泊中のホテルから近いところに、美味おいしい手作りパンのお店と、フルーツジェラートを食べられる人気店があると、日本語が話せるホテルスタッフから情報を入手した。

　地元の人からのおすすめならそれはぜひ訪れてみたいと、早速お昼に行ってみることに。

　明日もマンタを求めて北マーレ環礁には滞在する予定だけど、撮影のタイミングによっては今日のようにお昼に海から上がっているとは限らない。

　滞在期間後半は南マーレ環礁のほうに足を延ばして撮影を行う予定だから、今日のように首都をじっくり散策できる日は限られているのだ。

　商店の軒先には、パイナップルの実が支柱にぎっしりと飾られていて目を奪われる。

　向こうから歩いてきた地元の男性が手にカツオを一本ぶら下げていて、つい振り返って見てしまった。日本では見られない光景に、すぐにカメラを構えてその手元を撮影する。

「あ。あれ、かな……？」

　ホテル従業員の話では、ベーカリーショップは黄色い外壁のお店で、店前にウッドボードが立っていると言っていた。ウッドボードにはパンの絵が描かれ、微かすかにパンのいい香りも漂っている。

　そのとなりに水色の外壁のお店があり、それがジェラートのお店だというから見えている二軒がきっと目的の店だろう。ちょうどジェラートを持ったお客さんが出てきたから間違いなさそうだ。

　黄色い外壁の店は予想通りベーカリーショップで、入り口のガラスドアから中を見てみるとガラスの対面ショーケースが並んでいた。

　フランス人のご夫婦が経営しているというベーカリーショップは、フランスパンやクロワッサンなど定番のパンから総菜パンまで種類が豊富で、特にサンドイッチが充実していた。

　店主におすすめされたチキングリルのホットサンドをテイクアウトで買い求め、お店を後にする。

　次にとなりのジェラートのお店を覗のぞくと、こちらもガラスの対面ショーケースに色とりどりのアイスが取り揃そろえられているのが見えた。

　ビタミンカラーのアイスと、カラフルなトッピングの載ったラズベリー系のアイスが見えて楽しい気分にさせられる。

　ワクワクした気分でお店のドアノブに手をかけようとした、そのとき。すぐそばで大声が飛び交い始め、引き留められるように足を止めた。

　目を向けると、そこにはふくよかな中年女性がひとり。私と同じアジア人だと姿を見てすぐにわかったけれど、話している言葉はどうやら中国語だ。

　どこか興奮気味で、怒鳴るような口調で連れの男性に言葉を投げかけている。

　男性も同い年くらいのアジア系で、見たところ夫婦か恋人という関係のようだ。

　何かトラブルだろうか。そんなことを思いながら改めてお店のドアノブに手をかけたとき、女性の視線がカッと私の姿を捕らえた。

「嘿ヘイ、你ニ！」

　こちらに向かって〝ちょっとちょっと！〟といったジェスチャーで手招きする女性。明らかに私に向かって声をかけている。

　どうしようかと悩む間もなく、女性は引き留める男性を振り切りこちらに向かってどすどすと近づいてくると、まくし立てるような口調で中国語を話し始めた。

　でも、残念ながら私に中国語を聞き取る能力がない。もちろん話すこともできないため、英会話を試みる。

　しかし、「どうされましたか？」と訊いてみたものの、女性は眉み間けんに深く皺しわを刻み、更に声を荒らげて中国語で何かを言い返してきた。

　どうやら英語は話せないらしい。

　言葉が通じないのではどうすることもできないと諦あきらめ、両手を合わせて〝ごめんなさい〟のポーズで頭を下げる。

　そのまますっとお店に入ってしまおうと思ったけれど、なんといきなり腕を掴つかまれてしまった。

「えっ、ちょっ」

　さすがに驚いて日本語が口から飛び出す。

　驚く私の様子などお構いなく、女性は相変わらず何かを言いながら掴んだ私をグイグイと引っ張る。

「あのっ、すみません、私――」

　この事態をどうしようか。そう困り果てたときだった。

「怎ゼン么了ムァラ？」

　背後から落ち着いた男性の声が聞こえ、興奮状態だった女性が一瞬静止する。

　掴まれた腕が離され〝よかった！〟という思いで振り返ると、そこにはすらりとした上背のある男性がひとり立っていた。

　中国人だろうか、さらりとした艶つやのある漆黒の髪はミディアムショートのツーブロックで、ビジネスマンなのかカッターシャツにスーツのスラックスというクールビズスタイル。年齢はたぶん三十代前半くらいだ。

　目を引いたのはその顔立ちで、印象的な奥二重の瞳に高い鼻び梁りょう、薄い唇というすべてが整っている美しい顔の持ち主だった。洗練されたその佇たたずまいについ見み惚とれる。

　中国語で声をかけてくれたおかげで、女性はどこかホッとしたような様子で現れた男性に何かを話し始める。身振り手振りのジェスチャーも激しく、声も大きい。

　そんな女性とは対照的に、男性は黙って彼女の話を聞き、時折静かに頷うなずく。

　そして流りゅう暢ちょうな中国語で話しだすと、女性はやっと納得したのかその顔に笑みを浮かべた。

　男性は道を教えるように手振りを交え、女性と連れの男性に何か説明を始める。

　そばで黙ってそれを見守っているうち、女性はさっきの不機嫌が嘘のように機嫌よくその場を立ち去っていった。

　まさに嵐のような人だったなとその後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送っていると、対応を代わってくれた男性が振り返るのが目に映る。

　ハッとして彼に視点を移し、すかさず頭を下げた。

「I'm sorry……that I cannot speak Chinese. That was a big help. Thank you very much.」

　この男性なら英語は通じるかもしれないと思い、英語で中国語が話せないこと、困っていたところ助けてもらってありがたかったと感謝を伝える。

　改めて意識して見た男性はやはり長身で、顔を少し上に向けないと視線が合わない。私の身長が一六〇センチあるかないかだから、この感じだと余裕で一八〇センチ以上はありそうだ。

「そうでしたか。それはタイミングがよかった」

「え……日本語？」

　なんのなまりもなく出てきた日本語に、思わず目を見開く。

「もしかして、日本の方ですか？」

　当たり前のように中国語を話していたから、てっきり中国人だとばかり思っていた。

　私の質問に、男性は「ええ」と短く答える。

「通りがかりに、一方的な中国語と困っているような日本語が聞こえてきたので、これは仲裁に入ったほうがよさそうだと思って、つい」

　どうやら英語が通じず困っているところを見ていたようだ。だとすれば、彼が言うように本当にタイミングがよかった。

「そうだったんですね。英語が通じなかったので、どうしようかと思っていたときで。なので、本当に助かりました」

　そう言った後、さっきの女性は一体何を言っていたのだろうと気になる。

「あの、さっきの方、何か困っていたんですか？」

「ご主人がパスポートを紛失されたそうで、警察に行きたいから道を知りたいと。届いていなかったらどうしたらいいのかと心配もされていたので、中国大使館の場所も教えておきました」

「パスポートを……それは大変な事態ですね。無事に見つかればいいですけど」

　旅行に来てパスポートを紛失したというなら、きっと落ち着いてはいられない。かなり焦っていたのは、そういう事情だったからだ。

「ご旅行ですか？」

　突然なんの前振りもなく質問をされ、「えっ」と素すっ頓とん狂きょうな声で反応してしまう。

「あ、私は、仕事で滞在中で……」

　そう答えると、男性の視線が私が肩にかけているカメラバッグに注がれる。そして、「カメラ……」と呟つぶやくように言った。

「そうなんです。これでも一応カメラマンやってまして」

「カメラマン。それは素敵な仕事に就かれている」

　出会ってから終始クールな表情を見せていた男性の表情に、わずかに柔らかな笑みが浮かぶ。

　不覚にもその顔にどきりとしてしまい、誤魔化すように「いえいえ、そんなことは」とお世辞に首を横に振った。

「治安は悪くない国だと思いますが、近頃旅行者に対しての被害が相次いでいます。女性のひとり歩きはいつでも気をつけてください」

「はい、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げた私に向かって再び微笑した男性は、「では」と踵きびすを返してその場を立ち去っていく。

　その姿を見送っていると、数歩歩いたところで彼が振り返った。

「ここ、私の同僚も美味しいと気に入っているお店です。チキングリルのホットサンドが絶品だそうですよ」

　思わぬ情報にワンテンポ遅れて「ホットサンド……！」と返す。

　そのときには男性は前に向き直り、私は突っ立ったまま遠ざかる背中を眺めていた。




　男性におすすめされたチキングリルのホットサンドを店主からも薦められて偶然買っていたことにラッキーと思いながら、その後、となりのお店でオレンジのジェラートを買い求め、店前に設置してあるベンチに腰を下ろす。

　チョコがけのオレンジジェラートは柑かん橘きつの爽さわやかさに、濃厚なチョコのコクが絶妙で思わず「んん……！」とひとり唸うなってしまった。

　上にトッピングされているカラフルな砂糖菓子が楽しい気分にしてくれる。

『治安は悪くない国だと思いますが、近頃旅行者に対しての被害が相次いでいます。女性のひとり歩きはいつでも気をつけてください』

　アイスに舌鼓を打ちながら、ふとさっきかけられた言葉を思い出す。

　さっきのあの言い方だと、このモルディブに在住ってことだよね。スーツだったし、海外赴任か何かで住んでいる感じなんだろうな。同僚、なんてフレーズも出てきてたし。

　親切にしてもらった男性のことを思い返し、ひとりうんうんと頷く。

　暑さのせいもありジェラートをぺろりと平らげ、買い求めたホットサンドを手に宿泊中のホテルへと舞い戻った。

　さっきお店を薦めてくれたスタッフの姿があれば、そこでお昼を買ってきたとお礼を言おう。

　そんなことを思いながらこぢんまりとしたホテルの入り口を入っていくと、出がけとは違った雰囲気がフロント前に見られ足が止まる。

　警察と思わしき男性がふたり、ホテルスタッフと話をしていて、その近くでは客と思われる男性がひとり、別のホテルスタッフに興奮状態で詰め寄っていた。

　ただ事ではない空気に、邪魔にならないように部屋へと向かう。が、警察の対応をしているスタッフに呼び止められた。

　神妙な面持ちのスタッフと、険しい表情の警察官からただならぬ緊張感が伝わってくる。

　このホテルで唯一日本語を話せ、宿泊時からお世話になっているスタッフのアリシャさんが私へと近づいてきて、部屋に向かおうとしていた足を止めた。

「アリシャさん、何かあったんですか？」

「嘉門さん。実は……」

　アリシャさんは何か言いづらそうに重い口を開いた。

「客室に、空き巣が入ったようで……何件かお客様に被害が出てしまったのです」

「えっ、空き巣、ですか？」

「はい。まだ確認中なのですが、被害に遭った部屋は、金庫内の貴重品は持ち去られてはいないものの、部屋に置いてあった物品が何品か……。大変申し訳ないのですが、嘉門さんもご確認いただきたいのです」

　逸はやる気持ちを抑えて「わかりました」と答え、足早に自分の滞在している客室へと向かう。

　後方からアリシャさんと警察官ひとりがついてくるのを感じながら、部屋の鍵かぎを開け中に入った。

　海外に仕事に出る際、貴重品の管理は徹底してきている。だからこれまで、盗難に遭って困る事態になったことは一度もない。

　ベッドのそばに設置してあるセーフティボックスは出がけと変化はなく、開くと中身も変わらず被害に遭っていなかった。

　ホッとしたのもつかの間、すぐに部屋の中が大きく変わっていることにハッとする。

「え……ちょっと待って……？」

　部屋の端にまとめて置いている、仕事用の機材。そのバッグのひとつがない。

「え、嘘でしょ？　盗まれたの……!?」

　水中撮影用の機材が入る大きなカメラバッグは残されているものの、なくなっているのは私が仕事でもプライベートでも長年使ってきた思い入れのある一眼レフカメラを入れたバッグ。

　自分史上一番高価なものでもあり、それに、なくなっては困る理由もあるカメラだ。

　勘違いや早とちりで済んでと願いながら、部屋を隅々チェックする。しかし、どこにも見当たらない。

　ショックのあまり気が遠くなりかけたとき、客室入り口のドアがノックされてハッと我に返る。

　アリシャさんと警察官が待っていることを思い出し、すぐに入り口に向かった。

「嘉門さん、どうでしたか？」

　申し訳なさそうなアリシャさんの様子に、心配をかけないよう浮かべた笑みはどうしても引きつる。

「それが、貴重品は無事だったんですけど、一部、カメラがなくなっているようで」

「お仕事で使うカメラ!?」

「はい」

　盗難を知らせるとアリシャさんは深く頭を下げて再度謝り、横に控える警察官にその事情を話す。

　そこからは慌ただしく警察の事情聴取が始まり、カメラがなくなってしまったショックに沈む暇もなかった。




　警察も部屋に入り調べ直した結果、なくなっていたのはやはりカメラバッグひとつだった。

　他の客室の被害状況と照らし合わせたところ、空き巣は白昼堂々犯行に及んだようで、私の滞在する部屋の他に三件ほどの被害が出ていた。

　これまで多く海外に滞在してきたけれど、犯罪被害に遭うのはこれが初めてのこと。

　モルディブは夜道を歩いても大丈夫だと言われているほど治安がいい場所なのに、そんな穏やかな国で空き巣被害に遭ったことにまさかと信じられない思いばかりだった。

　現地に来ていた警察官たちは現場を確認後、忙しそうに次の現場へと向かってしまった。どうやら近辺のホテルでも同様の被害が起きているらしい。

　盗難に遭った物品については盗難届を警察に提出する必要があるため、大使館に行って書類作成のサポートをしてもらったほうがよいと勧められた。

　ホテルが気を遣って手配してくれたタクシーに乗り込み、在モルディブ日本国大使館へと向かう。

　十分もしないで着くと言われたけれど、多くのバイクで道は混み、気持ちだけが逸る。

　たくさんの路地が碁盤の目のように走るマーレは、人々の足としてバイクが多く活躍している。近年は車も増えてきたというが、まだまだバイクが圧倒的だ。

　日本大使館がある場所は、官庁関係の建物が集まる海沿いで、建ち並ぶ大きなビルのそのひとつの中にあった。

　タクシーを降り、重い足取りで館内エレベーターへと向かう。

　これまで、海外滞在中に大使館を訪れるようなトラブルに巻き込まれたことはなかった。そのせいか少し緊張にも襲われ始める。

　何より、大切なカメラがなくなってしまったことが相当ショックで立ち直れない。

　セーフティボックスに入れていた貴重品が残されていただけでもよかったと思うべきかもしれないけれど、なくなったあのカメラはそれと同等に大事なものなのだ。

　八階に到着し、領事窓口へと向かう。

　先客の姿はなく、顔を出した私に気づいた女性が窓口へと奥から向かってきたのを目に、とりあえずぺこりと頭を下げた。

「こんにちは。今日はどのようなご用件で？」

　肩下セミロングのゆるふわなブラウンヘアの女性は、私と同じ日本人女性のようだ。

　ブラックのタイトスカートが映えるしなやかな脚に、私が絶対に履かないピンヒールのパンプスを当たり前に履きこなしているのが格好いい。

　私だったらあんな風にサクサク歩けず、ぐきっと足首を捻ひねってしまう。

　目の前で対面するときっちりと完かん璧ぺきなメイクをしていて、できる女のオーラをビンビンに放っていた。

「あ、えっと、盗難に遭いまして……」

「届の作成ということで？」

「ああ、はい、そうです」

　事務的な対応に緊張は落ち着いていくものの、笑顔のない真面目な姿勢は温かみが欠けてどこか寂しくも感じる。自分が傷心中だから余計そう感じるのだろうけど。

「お待たせしました。こちらが盗難届です。被害に遭われた物というのは……？」

「カメラです。一眼レフの」

「カメラ。パスポートなどではないのですね？」

「はい。それは大丈夫で――」

　窓口でそんなやり取りをしていたときだった。対応してくれている女性の向こうに人影が現れ、「小こ阪さか」と声をかけた。

　あっ……。目にした姿に釘くぎ付づけにさせられる。

　瞬きも忘れてじっと凝視している間に、彼は「代わろう」と彼女に声をかけた。

「何かあった？」

「小阪宛てに電話だ。先日の件で弁護士から」

「ああ、じゃあお願い」

　知らせを受けた女性は私に、「代わりますね」と言って窓口を離れていく。

　その姿を見送っていると、目の前で「盗難、か……」と呟かれた。

　ハッとして対面する彼に目を向け、改めてじっと観察する。やっぱり、間違いない。

「あの、さっき……」

「先ほどはどうも」

　彼も私のことを覚えていたらしく、これが再会だと証明する言い方をする。

　まさかこんなところでまた会うなんて思いもしなかった。

「治安は悪くない国ですが、なんて言った矢先でしたね」

　別れ際、確かそんなことを言われた覚えがある。

「作成のお手伝いをします。こちらへどうぞ」

　窓口からすぐの応接スペースに案内され、「どうぞ、おかけください」と着席を促される。

「担当します、大おお河こ内うちです」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　対面して腰を落ち着かせると、彼は丁寧に名乗る。届を私の前に広げてすっと出し、その上に置かれたペンがコトッと音を立てた。

「さっき窓口で話しているのが少し聞こえてきましたが、なくなったのはカメラだと」

「あ、はい。宿泊中の部屋に置いておいたものだったんですけど」

「少し前に、警察の方からマーレのホテルで空き巣が多発していると情報が入ってきたところで。あなたのカメラも、その被害に遭われた可能性がありますね」

「はい、そうみたいです」

「一緒に仕事で来ている仲間には、被害はなかったのですか？」

「仲間？　あ、仕事には私ひとりなんです。フリーでカメラマンをしているもので」

　複数人でモルディブに滞在していると思われていたのだろう。

　単身で滞在中だと言われた大河内さんは、「おひとりだったんですね」と意外そうな反応を見せた。

「でもまぁ、考えようによっては、カメラでよかったのかなって。パスポートとか、お金だったら大変なことになってましたから」

　努めて明るい口調で答えてみせる。

　笑顔を見せて「不幸中の幸いです」なんて言い、落ち込む気持ちを誤魔化した。

「よくはないでしょう。カメラは大事な仕事道具なのでは？」

「あ、それは、そうなんですけど……。いや、でも、今回メインで使っている機材は無事で、なくなったのは趣味で使っているカメラなので、その辺は全然！」

　正面からじっと見つめてくる大河内さんの目が私の隠している心境を見透かしているように思えて、私の説明はペラペラと無駄に早口になる。

　間が持たなくなり、出されたペンを手に取り書面に視線を落とした。

「そうですか。無事に見つかればいいですが、こういった被害の物品は出てくることが少ないので」

　そんな事情を知らされて、書面から思わず顔を上げる。あからさまにショックが顔に出てしまったことに動揺し、鼓動が速くなるのを感じた。

「ですよね。仕方ないです」

　取り繕いながらも〝やっぱりそうなんだ……〟と落胆する。

　高価なカメラということもあるけれど、それだけならまた仕事を頑張って買い直せばいい。だけど、それだけじゃないから落ち込んでいる。

　あのカメラは、これまでたくさんの撮影をしてきた相棒であり、数々の思い出がある。それに、そこにつけていたストラップはプレゼントでもらった大切なものだったのだ。

　お金を出せばどうにかなるものではないものだから、喪失感は大きすぎる。

「でも、わかりませんから。盗難届を提出して、もしかしたら見つかるかもしれない」

「はい。ありがとうございます」

「では、こちらに盗難に遭った場所と、時間帯を書いていただきます。宿泊中のホテルの名前で構いません。その下に個人情報を――」

　初めて書く盗難届の記入方法をひとつずつ教えてもらいながら、わかる範囲で書き込んでいく。

　大河内さんは仕上がった書類を上からざっと読み直し、「では」と届をテーブルの上ですっと滑らせた。

「書類はこれで不備はないので、警察へ提出してください。それから、帰国はいつ頃になりますか？」

「帰国は、五日後の予定です」

「五日後、わかりました。その日までに盗品が返還されればよいのですが、嘉門さんが帰国後に見つかった際は、こちらで対応させていただきます。うちで情報を保管させていただくために、この書類もご記入いただけますか」

「あ、はい。わかりました」

　望みは薄いかもしれないけれど、しばらくして見つかった場合も対応してもらえるとわかり、わずかながらホッと安あん堵どする。

　必要事項を書き終えると、内容を確認した大河内さんが「では、こちらでお預かりします」と書類を受け取った。

「何かありましたらご連絡させていただきます」

「はい。よろしくお願いします」

　腰を上げながら「ありがとうございました」とお礼を口にする。

「見つかるといいですね」

　不意にかけられた言葉に、椅子をしまっていた顔を上げる。

　涼しげな大河内さんの目がじっと私を見つめていて、不覚にもどきりと心臓が跳ねた。切れ長の目には、よく見ないとわからない程度に優しさを滲にじませている。

　被害に遭ってからずっと気を張ってきたので、こうして人の温かさに触れるのはグッときてしまう。

　これまで事務的に話していた相手からの気遣いは、余計に私の涙を誘った。

「ありがとうございます。お世話になりました」

　でも、こんなところで涙を見せるわけにもいかず、込み上げるものを誤魔化すように呑のみ込む。椅子を直し、最後にぺこりと頭を下げてその場をあとにした。




　大使館を出た後、特に目的もなく港沿いに走っている通りを歩いていった。

　そのうちに見えてきたのは、立派な屋根のついた白い突とっ堤てい。バッグに入れたままにしていたガイドブックを見れば、それは大統領専用桟橋『No. 1 Jettyジェッティ』と記されている。

　手持ちのカメラで海をバックに白い屋根を入れて何枚か撮影し、またふらりと歩きだした。

　手元に戻ってくる可能性は……たぶん、二十パーセントもないよね、きっと。

　大河内さんには気遣いの言葉をかけてもらったけれど、ほとんどが見つからないと言っていた。

　こんなことになるなら、部屋に置かずに持ち歩いていればよかった。置いておくにしても、ワードローブに仕舞っておけば狙われなかったかもしれない。

　たらればの話をいくら考えても仕方ないけれど、まさか宿泊中の部屋に空き巣が入り、その中であのカメラを持っていくなんて思いもしなかった。

　No. 1 Jetty の正面に位置する共和国広場に入っていくと、夕方に差しかかる時間でも多く人の姿が見られる。

　木陰になっているベンチを見つけて腰掛け、近くで母親に連れられ遊んでいる地元の子どもに目を向けた。くりくりとした目の三歳くらいの女の子は、集まっている鳩を触ろうと追いかけている。

　微笑ましい光景を目にして再びカメラを構えたとき――。

「嘉門さん」

　近くから名前を呼ばれ、構えたカメラを下ろした。

「あっ……」

　振り向いた先に立っていたのは、さっき大使館でお世話になった大河内さん。仕事帰りだろうか、片手には黒いビジネス鞄かばんを下げている。

「よく会いますね」

「確かに。あの、先ほどはお世話になりました」

　大河内さんは「いえ」と短く返事をすると、私の掛けているベンチのすぐそばまでやってくる。

「何してるんですか、こんなところで」

「あ……特に、何もしてないんですけど、気が向いたら撮影しつつ」

　問われて初めて、自分が相当ぼんやりと過ごしていたことに気がつく。

　手元の時計にちらりと目を落とすと、大使館を出てからもう一時間以上が経過していた。

「大河内さんは……お仕事帰りですか？」

「ええ、そんなところです」

「お疲れ様です」

　私もいつまでもぼうっとしてないで、ホテルに戻って仕事のメールチェックをしなくちゃ。

　あ、でもその前に……。

「あの、この辺りでおすすめのお店ってありますか？」

「おすすめの店、というのは？」

　あ……唐突すぎた。

「お昼会ったときに、ホットサンドが美味しいって教えてくれたじゃないですか。またおすすめがあれば教えてもらいたいなって」

「ああ。どうでしたか？」

「え、あっ、はい！　美味しかったです。鶏がジューシーで、すごく」

　そう答えつつ、実はあまり食べた心地のしないランチだった。

　昼食を取ろうと戻ったホテルでは、警察が来ている騒ぎ。事情聴取などを受け、その後、大使館に向かう前に思い出したように食べたのだ。

　チキンがジューシーだったのは感じたけれど、じっくり味わって食べることは叶かなわなかった。

　だけど、せっかく教えてもらった手前、あまり味わって食べられなかったとは言いにくい。

「なので、またレストランでも、テイクアウトでもいいので教えていただけたらなって。きっとお詳しいでしょうし」

「それなら、いいところがあります」

「ほんとですか？　それはぜひ！」

　即答で返ってきた言葉に勢いよく食い付く。

　すると大河内さんはなぜだかフッと笑い、「では、行きましょう」と歩き始めた。

「助かります。ありがとうございます」

「いえ。知り合いのレストランなのですが、私も顔を出そうと思っていて、まだ伺えていなかった店で。ひとりで行くのも雰囲気的に場違いなところなので、同行してもらえて逆に助かります」

　広場を出たところで、大河内さんはボディに〝ＴＡＸＩ〟と書いてある流しのタクシーを捕まえる。

　先に乗るように促され、言われるがままタクシーに乗車した。

「あの、大河内さん」

　彼の話を聞いて途端に落ち着かなくなった私は、タクシーが発車したと同時に後部座席のとなりに掛ける大河内さんに体を向ける。

　軽い気持ちで何かおすすめのお店を紹介してもらえたらと、そういうつもりでした質問だった。

　それなのに、どうやら『一緒に食事をしませんか？』というニュアンスに大河内さんを勘違いさせてしまったらしい。

　見ず知らずの私なんかと食事なんて行きたいわけがないのに、外交官という職業柄の親切だろうか。

「すみません。食事を誘ったわけではなくて、その、お店を知りたかっただけで」

「ご迷惑でしたか？」

「え？」

　進行方向を見つめていた大河内さんの顔が私へと向き、バチリと視線が重なり合う。

　奥二重の形の整ったシャープな目元に、密かにどきりと鼓動が跳ねた。

「いや、私が迷惑とかは全然！　ただ、気を遣わせてしまったと思って申し訳なくて」

「気を遣う？」

「慣れない国で困っている日本人を助けようと、仕事柄の正義感なのかなと」

　そう言うと、大河内さんはさっきのようにまたフッと薄い唇を緩めて笑う。

　何が面白かったのだろうかと思った矢先、「嘉門さんは面白い方ですね」とやっぱり言われてしまった。

「別にそういうつもりはありません。この国へはおひとりでの仕事と伺っていましたし、一緒に食事をする相手がいないのなら、付き合っていただけたら私も都合がよかったというだけで」

　私が単身でモルディブに来ていると大使館でちらりと話したけれど、どうやらそれを覚えていてくれたらしい。

「そうですか。あの、でも、お知り合いのお店に私が同行しても大丈夫でしょうか……？　一緒に行く相応ふさわしい方がいるのでは？」

「そんなことは気にしなくて結構です」

　ぴしゃりと言い返されてしまい、「そう、ですか……」と思わず声が小さくなる。

　私が心配する筋合いはないことだけど、やっぱり気にはなってしまうもの。

「プロのカメラマンをされていると伺って、個人的に興味があります」

「え、写真お好きなんですか？」

「ええ。今は全くですが、昔はカメラを扱っていた時期もあって」

　そんな話をしているうちにタクシーは大河内さんが指定した場所へと到着する。

　降り立った先は海を目の前にした三階建ての建物で、一階は船が離発着するフェリーターミナルになっていた。

　大河内さんは真っすぐに二階まで延びる外階段をゆったりと上がっていく。その後に続いていくと、デッキ席が多い開けたレストランが現れた。

　陽が落ち始め、紫色に変化していく空にピンク色の夕陽が溶けるように淡く輝きを放っていて美しい。

　真っ青な海と幻想的な夕陽のコントラストに見惚れているうち、スタッフと話していた大河内さんが「嘉門さん」と私を呼びかける。

　スタッフに席へと案内されていく大河内さんの後に続き、二階デッキ席へと向かった。目の前に広がる海が開放的で、風が気持ちいい席だ。

「あの、お店の方って……？」

「ええ、経営者は日本人のご夫婦なんですよ」

　日本人？と思って訊いてみると、やはりそうだったようだ。案内をしてくれた男性スタッフが、大河内さんと日本語でやり取りをし、私にも「こちらの席へ」と笑顔で接客してくれた。

「日本で早期退職をされて、こっちに来てご夫婦でレストラン経営を始められたんです。新婚旅行で来たモルディブが忘れられなくて、いつかこの国で一緒にお店を始めたいと」

「へぇ……素敵ですね。夢が叶ったんですね」

「そうですね」

「あ、それでお知り合いだったんですか？」

「まぁ、そんなところですね。開業する際に手続き等のお手伝いをさせていただきました」

　日本人夫婦の経営するレストランは、開店してまだ半年なので、木造りのナチュラルモダンテイストな店内は綺麗で新しさを感じる。

　まだ一周年を迎えていなくてもレストランは盛況で、多くの観光客で賑にぎわいをみせていた。

　様々な国や地域の食文化を組み合わせたフュージョン料理を提供していて、アイディアに驚かされる美味しい料理がいただけるという。

「料理はコースで頼みました。とりあえずスパークリングウォーターでお願いしましたが、何かお好きなものがあれば注文します」

「ありがとうございます。スパークリングウォーターで十分です」

　私の返答に、大河内さんは薄い唇に微笑を浮かべる。

「ここが日本なら、ワインでも頼むところですけど」

「あ、確かに。そうですね」

　モルディブは宗教上、飲酒は禁止されている。

　リゾート島や空港のホテル、クルーズ船上などは特例で飲酒ができる場所もあるけれど、それ以外は観光客だとしてもお酒を飲むことはできないのだ。

「カメラマンになられてからは、もう長いのですか？」

　互いのグラスにスパークリングウォーターが注がれ、彩の美しい前菜プレートが置かれていくと、向かいに掛ける大河内さんが口を開いた。

「仕事として始めてからは、今年で八年目になります」

「八年。もうベテランですね」

「いえ、全くそんなことは。フリーになってからはまだ五年目ですし、まだまだです」

　大河内さんはナイフとフォークを手に取ったところで小首を傾かしげる。目が合うと私にも「食べてください」と促した。

「ということは、その前は下積み時代が三年？」

「はい。雇われカメラマンとして三年ほど。それから独立して、今のフリーでの仕事をしてるんです」

　ナイフで切ったかぼちゃの生ハム巻きをフォークに載せた大河内さんは、「へぇ」と感心したような声を漏らし、上品にそれを口へと運ぶ。

　私も「いただきます」とフォークとナイフで丁寧にひと口目を口へと運んだ。

　かぼちゃの優しい甘味が生ハムの塩気とよく合い、中に一緒に包まれているクリームチーズが更にまろやかな味をプラスしていて絶品だ。

「でも、独立してやっていくのは大変ではないですか？　撮っていればいいだけではないですし、すべてのことを自分で処理しなくてはいけない」

「そうですね。スケジュール調整から、事務処理までいろいろ。でも、自分のやりたいようにはできるので、やっぱりフリーでの仕事はやりがいがあります」

　確かに、雇われている頃よりも自分でやらなくてはならない仕事は格段に増えた。

　依頼の窓口から、先方とのやり取り。時にはスタジオの手配もするし、会計関連や税務処理まで。

　カメラを手にシャッターを切っていればいいだけではないのが大変だけど、それももう五年やってきて大分慣れた。

「この国には何の撮影で来られたんですか？」

「今回は、旅行情報誌の中に載せる、ダイビング特集ページの撮影です」

「ということは、海に潜っての撮影を？」

「はい。今回は魚の撮影が主なので、基本潜って水中での撮影をしています。今日はマンタ・ポイントに行ってきたんですけど、マンタには会えずで。乾季は運がよくないと会えないんですね。ここなら結構な確率で会えると聞いたので、明日また再チャレンジしようと思ってるんですけど――」

　こんなに私の話ばかりしてしまっていいのだろうか。話しながらハッとしたものの、大河内さんは穏やかな表情で私の話を聞いてくれている。

　写真に興味があると言っていたから、退屈はしていないかな……？

「すごく、生き生きされてますね」

「え……？」

　突然何を言いだしたのかと、ついキョトンとしてしまう。

　そんな私を前にしても、大河内さんは微笑を浮かべるだけ。

　じっと見つめられてしまい、顔に熱が集まっていくのを感じた。

「いや、すみません。話してくださる姿がとても楽しそうで。きっと、今のお仕事が大好きで、充実しているからこそなんだろうと思ったので」

「あ……」

　そんな風に思いながら話を聞いてもらっていたのかと知ると、嬉うれしい気持ちと恥ずかしい気持ちが入り混じって赤面してしまう。

　誤魔化すようにスパークリングウォーターの注がれたグラスを手に取り口をつけた。

「写真をただの記録だと言う人間もいるけれど、私は芸術だと思うんです。嘉門さんの撮ったもので心を動かされた人は、きっとたくさんいるんでしょうね。だから、素敵な仕事をされていると言いました」

「いえ、そんな風に言ってもらえるものが撮れているかはわからないですけど、でも、私も写真は記録ではなく、芸術だと思ってます！」

　大河内さんが同じ考えを持っていることに内心驚いていた。写真の位置付けは人それぞれで、ただの記録だと言う人も少なくない。

　さっきちらっと聞いた話だと、大河内さんはシャッターを切っていた時期もあったと言っていた。だから、写真を芸術だと思ってくれているのかもしれない。

「カメラを仕事にしたいという夢は、学生時代から？」

「はい。高校に入学してすぐに写真に興味を持ち始めて、写真部に入部して。それから、自然と写真関係の仕事に就きたいと思うようになりました」

「では、カメラに興味を持ったきっかけというのは？」

　誰かにこの質問をされるたび、あのポスターの写真が脳裏に蘇る。まるで自分で発光しているようなキラキラした向日葵と、それを温かく見守るような大きな虹。

　大切に保管してあるポスターは、今の私の原点だ。

「高校に入学して間もない頃、校内に掲示されていた写真コンクールのポスターが目に留まって。そのコンクールで大賞を取っていた作品に魅了されて」

「受賞作……？」

「はい、とにかく惹き付けられたんです。それまで写真に全然興味がなかった私が。雨に濡れてキラキラした向日葵の向こうに、虹が架かってる写真なんです。先生に無理言って掲示後にそのポスターをもらって、今でも大切に保管しています」

　そんな話をしながら前菜を食べ終わったとき、「ビジソワーズスープです」と、店主の男性が次の料理を運んできてくれた。

「なので、入部のきっかけはその写真ですね。高三に上がる頃、そのきっかけになった写真が掲載されていた同じコンクールで、私も賞をもらうことができて。それで、写真を仕事にしようと決意が固まって――」

　質問されてついペラペラと話してしまっていたことに気づき、またハッと我に返る。

　自分の性質上、誰にでも臆することなく話せるほうだけど、今日出会ったばかりの人にさすがに自分のことを喋しゃべりすぎだ。

　興味があって聞きたいと言ってもらったとはいえ、こんな私の歴史まで聞きたいはずがない。

「あ、すみません。またベラベラと話してしまって……」

「いえ、そんなことないですよ。むしろ初対面でいろいろ訊きすぎてしまって申し訳なかったと。それなのに、快く話してもらって」

「いえ！　私の仕事の話なんかでよければ全然！」

　つい声のボリュームが上がってしまい、慌てて周囲を見回す。

　周りの食事客も賑やかに歓談していて、特に自分が目立っていることもなくホッとした。

「あの、大河内さんは、モルディブに来てどのくらいになるんですか？」

　私の話ばかりしているのも何だから、今度は彼のことを聞いてみようと質問してみる。

　外交官の仕事については全く無知。

　各国の大使館に勤務して、今日の私のように困っている日本人を助けたり、国家を代表してあらゆる交渉を行ったりする仕事、というぼんやりした知識しかない。

　決まった勤務地には、どのくらいの期間勤めることになるのだろう？

「この国に来て、二年になります」

「二年。そうなんですね。やっぱり、いろいろな国に行かれるものなんですか？」

「モルディブに勤務する前には、少しの期間日本で本省勤務をして、その前はフランスに行っていました。五年近く」

「へぇ……フランスに。もしかして、中国語と英語以外も話せたりしますか？」

　ふと、今日の昼間の出来事を思い出し訊いてみる。

　英語に中国語、フランスにも長くいたようだからフランス語も話せそうだ。

「いえ、そんなことは。十か国語ほどしか話せないです」

「えっ、十か国語!?」

　驚きのあまり、スープをすくい上げたままの状態で動きが止まる。

「英語と中国語以外にも話せるんですか？」

「英語、中国語、フランス語、スペイン語、ドイツ語、ヒンディー語、アラビア語――」

　大河内さんは淡々と当たり前のように話せる言語を挙げていき、私は静止したままそれを呆然と聞く。

「ロシア語、韓国語と、それにこの国で使われているディベヒ語ですかね……嘉門さん？　スープが、ぽたぽたと」

「あっ！　す、すみません」

　私も仕事上、フリーになってからは海外に出ることが多く、しばらく住み着くような生活も送ってきたため、語学は勉強してきたほうだ。

　学生時代に英会話は取得したし、フリーになってからは仕事で滞在する地で必要だったフランス語と韓国語を勉強した。

　英語に加え二か国語を扱えると言うと、よく「すごい！」と人から言われ、自分は外国語を扱えるほうなのかと思っていたけれど、大河内さんを前にして恐れ多いと思ってしまった。

　これはとんでもない人と食事している。

「やっぱり、それくらい話せないと外交官という仕事には就けないんですね……恐れ入りました」

　気を取り直してスープを口に運び、感心した思いを口にする。

「いえ、外交官には英語が扱えればなれます。そんな難しいことではない」

「え、そうなんですか？」

「ええ。私は好きで学んだだけですから」

　さらりと出てきた『好きで学んだ』の言葉に、再び感服する。

　外務省に勤めるなんて、きっといい大学を出てエリート街道を直ひた走はしってきたのだろう。私とは生きてきた道が違いすぎる。

「すごいです、本当に。それを聞いて、今日の昼間のことも納得がいきました」

　英語が通じず、中国語が話せないで困っているところをスマートに助けてもらった。

　大河内さんが通りがからなかったら、対応できないまま困り果てていただろう。

「いや、あれは運がよかっただけですよ。もし私も取得していない言語で話されていたら、仲裁に入ったところで困ったはずですから」

「いえいえ、十か国語も話せるなら無敵ですよ！　世界中の誰とでも話せちゃいそうです」

　実際そう思っただけなのに、大河内さんはフッと笑って「嘉門さんは面白い方ですね」なんて言う。

「あのときの方がもし韓国の方なら、話すことができたんですけど」

「韓国語は話せる？」

「はい。でも、やっぱり今後のためにも中国語は勉強したほうがいいですね」

　一時期、仕事で長期韓国に滞在することがあり、なるべく生活に困らないように韓国語を学んだ。

　そのときに、中国語も利用率が高いと勉強を勧められたけど、またの機会にと先延ばしにしたままだ。

　知っていて損はないし、次に勉強するのは中国語でもいいかもしれない。

「そうなんですね。もしかして、他にも……？」

「あとは、フランスにいた時期があったので、フランス語は一応」

「何だ、嘉門さんこそすごいじゃないですか」

　恐れ多すぎて「いやいや！」と顔の前で手をぶんぶんと振る。

　十か国語を習得している大河内さんからすれば、こんなの微々たるものだ。

「生活に困らない程度ですから、全然ですよ」

「英会話に加えて、韓国語にフランス語。お世辞ではなく、すごいと思います」

「いえ、すごいっていうのは、十か国語扱う大河内さんみたいな方を言うんですよ」

「私は仕事上、習得して当たり前の立場ですから、すごくもなんともないですよ。むしろ、まだ足りないと思っていますから」

　サラリと出てきた言葉に驚きょう愕がくし、ついじっと彼の端整な顔を見つめてしまう。

　私にはすごいなんて言ってくれるのに、自分のことになると手厳しい。

　まさに、人に優しく、自分に厳しい。きっと、ストイックな人なんだろう。

　なめらかなビジソワーズをいただき終えると、大きなホタテをグリルした魚料理が登場する。

　緑やオレンジ色のソースが白いプレートに絵を描くように垂らされ、添えられている野菜や食用花が鮮やかで美しい。

「綺麗ですね。食べるのが勿もっ体たいないくらい」

「ええ、芸術的ですね」

　そんな和やかな食事の席に、スマートフォンの着信が鳴り響き始める。

　それは私のバッグの中からで、「すみません」と慌ててバッグに手を突っ込んだ。

「どうぞ、出てください」

「あ、はい。ありがとうございます」

　大河内さんの気遣いの言葉に返事をしながら見た画面には、なんと母の名前が。

　着信は〝早く出なさいよ〟と言わんばかりに鳴り続けている。

「すみません、少し外します」

　断りを入れて席を立ち、通話しても迷惑にならなそうなバルコニーの端へと向かった。

「はい、もしもし？」

『美鈴？　よかった、出たわね』

「何、どうしたの？　そんな時間に」

　モルディブの現地時刻は午後六時過ぎ。日本とは四時間ほどの時差があるから、向こうは午後十時を回ったところだ。

『モルディブはどう？　仕事は順調なの？』

「え？　まぁ、順調だけど」

　普段、母は十時を過ぎればベッドに入ってしまうことが多い。これまでそんな時間にわざわざ電話をしてくることなんてなかったのに。

　まさか。嫌な予感が頭をよぎる。

『来週頭には帰国してるのよね？』

「うん。それが何？」

『言ったでしょ？　お見合いの話。葉よう子こさんがね、いい話があるからって』

　嫌な予感は見事に的中。

　葉子さんとは父の姉で、私にとって伯母にあたる人だ。

　両親よりもはるか前から私の結婚について気にかけていて、親しん戚せきで集まる機会があれば『美鈴、結婚は？』と訊かれていた。

　そんな葉子伯母さんに両親が私の結婚について持ちかければ、喜んでお見合いの席を用意してくるだろう。

　葉子伯母さんの夫である私の伯父にあたる人は代議士で、葉子伯母さんはいい見合い相手を探してくると意気込んでいるらしい。

「やっぱり……またその話か」

　ため息混じりにそう言った私に、電話の向こうの母は『またって！』と声を張る。

『帰国したらすぐの予定で段取ってもらうから、次は逃げられないわよ』

「もう勘弁してよ。私にだって都合と気持ちの問題があるんだから」

『美鈴の都合と気持ちの準備を待ってたら、私たちあなたのドレス姿も孫も見られないわよ』

　そう言われると反論する言葉に詰まる。

　私だけの気持ちを主張するのなら、結婚や出産だけが女の幸せではないと思っている。

　そうは言っても、やはり両親にとっては、娘の花嫁姿を見ることや孫を抱くことは、夢であり幸せなのかもしれない。

　だけど……。

『とにかく、帰国したら一度お見合いの席があるということ、忘れないでね』

「…………」

　どうしても〝わかった〟とは返答できず、黙り込む。

　そんな私を電話の向こうの母は優しい声で『美鈴』と呼んだ。

『じゃ、仕事頑張ってね』

「ありがと」

　通話が終わり、耳元からスマートフォンを離す。無意識に「はぁ」と深いため息が出た。

　モルディブから帰国をすれば、お見合いの席が用意されているという自分の未来はどんよりと暗い。

　こんな風に予告の電話を寄よ越こすくらいだ。もう次は逃げられる自信がない。

　一体、どうしたら……。

「すみませんでした」

　通話を終えて席に戻ると、大河内さんは食事の手を止め闇にのまれ始めた海の先を眺めていた。

「いえ。大丈夫ですか？」

「あ、はい。ちょっと日本にいる母からで」

「お母様から。そうでしたか」

　席に座り直し、スマートフォンをバッグに戻す。

　いただこうとしていた魚料理がそのまま私が戻るのを待っていて、ナイフとフォークを手に取った。改めて「いただきます」と口にする。

　正面の大河内さんに目を向けると、どうやら私が戻るのを待ってくれていたようで、料理は手を付けていない状態のままだ。

「何かありましたか」

「え？」

　言葉なく再開した食事の席で、大河内さんがポツリと訊く。

　私は大きなホタテの身をナイフで切り、フォークに刺したところでプレートから顔を上げた。

「戻ってきてから、表情が浮かないので」

　ズバリ指摘され、大河内さんを見ていた視線がテーブルの上であからさまに泳ぐ。

　そんな私を前に、大河内さんはすぐに「すみません」と謝りの言葉を口にした。

「立ち入ったことを訊きましたね。流してください」

「いえ、全然！　ご名答だったので、やっぱり顔に出てるのかって」

　へへっと笑って浮かないと言われた顔に笑みを浮かべる。

　大河内さんは手を止め、プレートに向けていた視線を再び私へと寄越した。

「あ、実は私、両親からお見合いをしろと言われていて。今もその件で電話が来ました」

「お見合い？」

「はい。このモルディブでの仕事を終えて帰国をしたら、今度こそお見合いの席に連れていくわよって、母が」

　浮かない顔の理由をそこまで話して、「あっ」と気づき声に出る。

　こんな話、面白くもなんともない。初対面の人に話すネタではなかった。

「すみません、つまらない私の話を」

「いえ。まさに自分と同じ境遇だなと、逆に親近感を覚えていたところです」

「え？　同じ境遇って……大河内さんも、お見合いするんですか？」

　思わぬ話の展開になり、食事の手は相変わらず止まったまま。

　私の視線を受ける大河内さんはフォークに載せたホタテを口へと運び、咀そ嚼しゃくを終えてから「ええ」と短く返事をした。

「三十四にもなって独身でどうするんだ、と言われています。なので、日本にいたときには何度か。また戻れば、話が待っていると思っています」

「そうだったんですか……」

「でもその様子では、お見合いはしたくないといったところでしょうか？」

「はい」

　私からきた即答に、大河内さんはフッと笑う。そして、「あなたはハッキリとしている方だ」と言った。

「だって、初対面の、よく知りもしない相手と会わされて、結婚を前提にだなんて……私には考えられなくて」

　そんな風にして出会って結婚したとしても、果たして幸せになるのだろうか。

　私には、お見合いをして結婚相手を探す人の気が知れない。

「そもそも、結婚ってそんな無理をしてまでしなくちゃいけないのかなと思ってるくらいで」

「わかります。あなたの意見に同意ですね、私も」

　そう言ってくれた大河内さんに、つい「ですよね!?」と声を弾ませる。

　どうやら大河内さんもお見合い反対派のよう。ひとりきりの戦場で、仲間を見つけたようなそんな気分だ。

「私、三十歳目前で、いつまで独身でいるつもり？って、両親が心配をするのもわからなくはないんです。だけど、どうしてもお見合いは……」

　そう言ってハハっと笑い、「って言っても、結婚に発展するような相手もいないんですけどね」と付け加えた。

「そうですか。頑かたくなな意志なので、てっきり想う相手がいるのだと思いました」

「いえ、残念ながらそれは。もしいるなら、もっと強く拒否できるんですけどね。大河内さんは、なぜお見合い反対派なんですか？」

　私と同じように周囲に結婚を勧められ、乗り気になれない彼の理由は何だろう。

　すごく気になる。

　ハイスペックなだけに、舞い込むお見合いも好条件で選びたい放題だろうに。

「私は仕事柄ですかね。相手には落ち着かない生活を強しいることになりますし」

「それは、海外に滞在したり、日本に戻ったりがあるからですか？」

「はい。結婚しても、日本と海外で離れて暮らすことになるかもしれないですし。もし子どもが生まれたら、住まいがあちこちに変わるのは可哀想だとも思いますから」

　なるほど……。

「そういう理由で、進んで結婚しようとは思えないですね。たとえ海外転勤が多くてもいいと言われても、相手に不満が募るのは確実です」

「一緒にいられないのが嫌だとか言われたり？」

「ええ、負担ですね」

　きっぱりと〝負担〟だと出てきた様子から、大河内さんの結婚に対して拒否している姿勢がビンビン伝わってくる。

　話し終えた大河内さんが食事を再開するのを目に、私も止まっていたフォークを口へと運ぶ。

　グリルされたホタテは香ばしく、噛かむと中はぷりぷりで食べ応えが抜群。バルサミコソースが効いている。

「自分には独り身が性に合っているので、このまま気ままに生きていこうと思ってますけど、周囲はなかなか納得してくれないですね」

「わかります！　私も全く同じです。気ままに生きていきたいです」

　思わぬ場所とタイミングでこんな話になり、同じ思いの人に出会えて何だか嬉しい気持ちになっていた。

　グラスを手に取り、大河内さんに向かって掲げる。

　大河内さんは私の仕草にやりたいことを察してくれたようで、微笑を浮かべて同じようにグラスを手に取った。

「これからもお互いに、気ままに生きていけますように」

　私の言葉に続いて大河内さんは「そうですね」と言い、ふたりのグラスがカチンといい音を立てて重なり合った。




　その後、肉料理、デザートとコース料理を堪能して、レストランを後にしたのは午後八時を少し回った頃だった。

　チェックの声をかけた大河内さんはスマートに支払いを済ませてしまい、慌ててお財布を取り出した私に支払いを断った。

　自分が同行してほしいと頼んだのだから当たり前だと言い、「ご迷惑でしたか？」と丁寧に聞かれてしまうと大人しく「ごちそうさまでした」と頭を下げるしかなかった。

　タクシーに乗る前、大河内さんに、空き巣が入ったホテルに戻るのは心配だろうから他のホテルを取る、と言われた。

　その心遣いが嬉しかったが、犯人が捕まるまでは警察が常時いるようにする、と出がけにアニシャさんが言っていたことを思い出し、丁重にお断りした。

　それならせめて、滞在中のホテルまで送ってくれると言う大河内さんとタクシーに乗り込み、運転手にホテル名を告げる。

「私がおすすめのお店を伺ったのが、こんな、レストランでご馳ち走そうになってしまうという展開になってしまい……なんか、すみませんでした」

「いえ。お気になさらず。こちらこそプロから興味深い話も聞けましたし、有意義な時間を過ごさせていただきました」

「そんな、全然！　私なんかの話でよければいくらでも話しますし」

　後部座席で並んで掛ける大河内さんは、私にちらりと視線を寄越してクスッと笑ってみせる。

　そして「確かに……」と振り返るように視線を進行方向に泳がせた。

「話の振り幅が大きくて、写真の話は物足りない感じはありますね」

「あ、言われてみれば……。私が電話に立ってから話の方向がおかしくなっちゃいましたからね。すみません」

「それなら、帰国される前にもう一度食事でもどうですか？」

　あまりにさらりと言われて、心の中で「えっ」と声を上げる。

　でも同時に、それなら今日のお返しができることに気がついた。やっぱり、ご馳走になったままでは気が引ける。

「あ、じゃあそのときは私がご馳走させてください」

　今日ご馳走になってしまっても、次があるならそれで割り勘のようになる。

　私にそう言われた大河内さんは、なぜだか小さくフッと笑った。

「そういう約束にしておけば、また会ってもらえますか？」

「え？」

　どこか意地悪なニュアンスが含まれた言い方をされ、どきりと鼓動が跳ねる。

　思わず目が離せなくなったようにじっと大河内さんを見つめてしまうと、「なんて言うのは冗談で」と元通りの彼に戻った。

「では……」

　大河内さんは黒いレザー製のブリーフケースから、それと同じ黒い革製の名刺ケースを取り出す。

　そこから一枚名刺を抜き出し、裏面にささっと走り書きを残すと、その名刺を私へと差し出した。

「気が向いたら連絡してください」

「はい……ありがとうございます」

　大河内……晶あきらさん。

　下の名前は晶さんっていうんだ。

「お仕事の都合もあるかと思いますし、無理のない範囲で」

「わかりました」

　約束を無理に取り付けない辺りが紳士だし、大人の余裕を感じる。

　名刺を受け取りバッグにしまったところで、タクシーが宿泊中のホテルの前に停車した。

「今日は、ありがとうございました」

　タクシーを降車し、開いたままのドアに振り返りお礼を口にする。

「こちらこそ。貴重な話を聞かせていただきありがとうございました」

「いえ！」

「カメラ、何か進展がありましたら連絡させていただきます」

「あ、はい。よろしくお願いします」

　大河内さんはドアを閉め、私へと小さく頭を下げる。タクシーはすぐに発車し、前の道路を走っていった。

　予想もしない展開だったけど、なんか、楽しい時間だったな。曲がっていくタクシーを見つめながら、そんなことを思っていた。










２、異国の地での秘密の夜




　いただいた連絡先に、その晩すぐに食事のお礼を送った。

　それから何度かやり取りをして、改めて会うのは私が帰国する前日の夜にしようと決まった。

　モルディブ滞在四日目、五日目と順調に仕事をこなし、六日目。

　この日も朝からマーレ近郊のダイビングスポット『オールド・シャーク・ポイント』で潜り、お昼過ぎまで撮影を行った。

　その後、一度ホテルへと戻りシャワーを浴びて、写真のチェックと事務作業をこなし、気づけば時刻は午後四時過ぎ。

　大河内さんとの約束は五時で、この場所まで迎えに来てくれるという話になっている。

【ドレスコードのあるレストランを予約しましたが、スマートカジュアル程度の装いは可能でしょうか？】

　食事の約束のやり取りの中で、そんな質問のメッセージが届いた。

　何が起こるかわからないため、仕事で海外に渡航する際には一応正装と呼べるコーディネートは持参してきている。

　今回持ってきていた、アイスグレーカラーのスカラップレースワンピースを身につけ、靴はつま先の開いていないブラックのシンプルなパンプスを用意。

　久しぶりにこういう華やかな格好をすると気持ちがシャキッと引き締まった。

　支度を終えて五時五分前にホテル前に出ていくと、すでにタクシーが一台待っていた。

　大河内さんの迎えなのか確認するより先に、後部座席のドアが開いて綺麗な黒髪の頭が覗く。私の姿に気づき降車してきた大河内さんは、顔を合わせると「こんばんは」と穏やかに挨あい拶さつを口にした。

「こんばんは。すみません、お待たせしました」

「いえ。着いたばかりです。それに、約束の時間より前です」

　相変わらず丁寧な話し方だと感心しているうち、目の前に近づいた大河内さんに「どうぞ」とタクシーに乗車することを促される。

　この間と同じように後部座席にふたりで並んで乗り込むと、タクシーは静かに発車した。

「素敵な装いで来ていただき、ありがとうございます」

「いえ！　この服装で大丈夫でしたか？」

「すごくいいと思います」

　よかった、とホッと胸を撫なで下ろす。

　オシャレをする予定は元々なかったけれど、念のためにスマートカジュアル程度の用意はしておくものだなとしみじみ思っていた。

　大河内さんは今日もスーツ姿。でも、今日はネクタイを締めベストを身につけている。

「空港から二十分ほどスピードボードに乗りますが、大丈夫ですか？」

「え、そうなんですか？　それは全然問題ないです」

　想定外のことを言われ、鼓動が落ち着きなく音を立て始める。

　マーレ近郊のレストランで食事をするとばかり思っていたのに、空港からスピードボードに乗って目的地に行くらしい。

　マーレ以外の島に移動するということは、どこかのリゾートに向かうのだろう。

　モルディブにリゾートで訪れる人の多くは、ヴェラナ国際空港からリゾートが用意している水上飛行機やスピードボードに乗ってそれぞれの目的地へと向かうのがメジャー。日本でいうホテルが用意している送迎バスのようなものだ。

　ドレスコードもあるというし、もしかしたらすごく素敵なレストランを予約してもらったのかもしれないと思うと、緊張とワクワクが同時に増していく。

　仕事で訪れたモルディブといえど、自分にはリゾートは無縁だと思っていたからだ。

　ヴェラナ国際空港で乗船してから二十分ほど。

　大河内さんが見えてきた島を指さし「あの島です」と目的地が近いことを教えてくれた。

　百四十ものリゾートアイランドが点在すると言われているモルディブ。

　憧あこがれの一島一リゾートに自分が訪れることになるとは思いもしなかった。

　スピードボードが島へと到着し、大河内さんの案内で島からクリスタルブルーの海に真っすぐ長く延びている桟橋を進んでいく。

　わずかに吹いている潮風が気持ちいい。

「こういうところに来られるなんて、思いもしませんでした」

「そうでしたか。お仕事で滞在中、一泊くらい泊まってみようとか、検討されなかったのですか？」

「憧れるなとは思いましたけど、そこ止まりですよ。だって、ひとりで来るようなところじゃないですし」

　となりを歩く大河内さんが私を見下ろす視線を感じて顔を上げる。

　大河内さんは目が合うと「確かにそうですね」と微笑と共に同意してくれた。

　桟橋の先端には真っ白な外壁の建物があり、到着すると大河内さんは受付カウンターのスタッフとやり取りを交わす。

　入り口ドアのガラス窓に映った自分の髪が潮風で乱れているのに気づき、手て櫛ぐしでささっと整えた。

「行きましょう」

「あ、はい」

　スタッフの案内で、大河内さんと共に建物の中へ進む。すぐに下へと向かう階段が現れ、そこを下っていった。

「うわっ……ここって」

　階段を下りた先に広がった景色に思わず声が漏れる。

　アーチ形にガラス張りになった縦に延びる空間は、左右や頭上を見ても美しく海の中に潜ったかのよう。

　それはまさに、海の中をくり抜いたような光景で、様々な魚たちが優雅に泳ぐ姿をダイビングをしているような感覚で眺められる。

　圧巻のレストラン内に呆然としているうち、席へと案内され腰を下ろした。

「まさか、水中レストランに来られるなんて……」

　リゾートアイランド以上に訪れることはないと思っていた。それ以前に、縁がなさすぎて存在が頭に浮かびもしていなかった。

　アーチ形をしたレストラン内は、波に揺れる海水が反射し、テーブルや床までがゆらゆらと水中にいるように見える。

「綺麗……」

　幻想的な光景に呟き、無意識にバッグからカメラを取り出してハッと大河内さんに目を向けた。

「あ、撮影しても大丈夫でしょうか？」

「ええ、構わないですよ。お店にも事前に確認してあるので問題ないと思います」

「ありがとうございます」

　許可が出たところで数枚シャッターを切っていく。

　レストラン内の雰囲気を収め終えると、向かいの席に掛ける大河内さんがクスッと笑った。

「ああ、すみません。本当に好きで今のお仕事に就かれたのだなと思いまして」

「あ……すみません、ついいつもの癖で」

「いいですよ。気にせずに」

　レストランのスタッフが席へとやってきて、大河内さんに革張りのメニューを手渡す。

　大河内さんがディベヒ語と思われる言語で話しかけると、スタッフも英語ではなくディベヒ語で応え会話が始まる。

　本当にいろいろ話せることに感心して見守っていると、大河内さんからメニューを差し出された。

「もしよければ、ワインやカクテルなど頼めますが、嘉門さんアルコールは？」

「あ、はい、飲めます。でも、何でも大丈夫なので、お任せします」

　答えながら、ここがリゾートアイランドだからか、と気づく。

　本来であれば、飲酒はできないモルディブ。渡航してきてからはお酒を一滴も飲んでいない。

　リゾートを訪れる予定が今回の仕事ではなかったため、お酒を飲めることもないと思っていた。

「わかりました。では、何か飲みやすいものからオーダーします」

「はい。ありがとうございます」

　大河内さんにお任せでアルコールのオーダーをしてもらうと、すぐにスタッフがワインボトルを手に席へとやってくる。

　グラスに注がれていくのはスパークリングワインで、小さな気泡がしゅわしゅわと弾けた。

「お酒、久しぶりに飲みます」

「私もです。こちらに来る前には？」

「何だかんだ一カ月以上飲んでないです、そういえば」

　家ではほとんど飲まないし、飲むとすれば友達とディナーに行ったときくらいなものだ。

　でも、最近は友達に会う機会がランチばかりで、お酒はご無ぶ沙さ汰た気味になっていた。

　大河内さんのグラスにもスパークリングワインが注がれ、スタッフが一礼して席を離れていく。

　大河内さんの長い指がグラスに触れるのを目にし、倣ならってグラスを手に取った。

「では、乾杯」

「乾杯」

　軽く重ねたグラスからは、上品な音が小さく鳴る。

　口元まで持っていったグラスからは、フルーティーないい香りがふわりと漂った。

「美味しい。飲みやすいですね」

　香りの通り、芳ほう醇じゅんで爽やかな果実の味わいが口いっぱいに広がる。

　ついどんどん進んでしまわないように気をつけようと思いながらも、前菜プレートが運ばれてきてすぐの頃にはグラスを空けてしまっていた。

「なんか、テーブルの上の料理も幻想的に見えますね」

　海の揺らめきがガラスを通して反射し、レストラン内は青く海底にいるような気分にさせられる。

　テーブルの上の白いプレートは、水色に目に映っていた。

「確かに。暗くなってきてライトアップされると、昼間と違った雰囲気になりますね」

　大河内さんから何気なく出てきた言葉に、〝ん？〟と顔には出さないものの反応してしまう。

　ということは、ここには前にも来たことがあるっていうことかな？

　こんな素敵なところに、誰とランチに来たんだろ……？

　誰って、間違いなく女性だよね。大河内さん素敵な方だし、いくらでも一緒に行きたい女性がいるよね。

　余計なお世話なことを想像している私に、大河内さんが食事の手を止め視線を寄越す。

　彼のプライベートを探ろうとしていた疚やましい思考がバレてしまったのかと、一瞬どきりと心臓が驚いた。

「明日の便で帰国されるのですよね？　お仕事はどうでしたか？」

　が、まさかそんなことがバレるはずもなく、大河内さんが出した話題は私の仕事のこと。安堵しながら「はい」と頷いた。

「おかげ様で、予定していた撮影はすべてこなせたので、胸張って帰国できそうです」

　そう言って「あっ」と傍らに置いたバッグを手に取る。

　常に持ち歩いている分厚い手帳を中から取り出し、挟んでおいた写真を一枚抜き出した。

「マンタ、あの翌日出会うことができたんです。で、よかったらこれ……」

　大河内さんに出会ったあの翌日、再び潜った『マンタ・ポイント』で念願のマンタに遭遇することが叶った。

　撮影してきた中から自分の気に入った写真を、持ってきていたポータブルプリンターでプリントアウトしてきたのだ。

　ゆったりと泳ぐ巨大なマンタを、下から煽あおるように撮影した一枚。

　眩まぶしい太陽を受けるクリスタルブルーの海が美しく、まるでマンタが空を飛んでいるようにも見える。

「私に……？」

「はい。もしよろしければですが」

　大河内さんは私から受け取った写真をじっと見つめ、すぐに視線を上げて柔らかな笑みを浮かべた。

「すごく素敵な一枚ですね。ありがとうございます。もしよろしければ、サインを入れていただければ」

「えっ、サ、サインですか？」

　思わぬ申し出に動揺の声を上げる。これまで撮った写真にサインを欲しいなどと言われたことはないからだ。

「え、サインなんて書いたことないんですけど、署名みたいになってもいいですか？」

「いいですよ」

　手帳に挿しているペンを取り、大河内さんから戻ってきた写真を裏返す。

　サイン……と数秒悩み、普通に〝嘉門美鈴〟とフルネームを書いた。

　一瞬ローマ字でそれっぽく名前を書こうかとも思ったけれど、相手は日本人の大河内さんだし、漢字で名前を残すのが一番いいと思い直した。

「すみません、本当にオシャレ感ないですけど」

「そんなことはないですよ。ありがとうございます」

　大河内さんは再び手にした写真を裏面にし、確認するように今私が残したサインに目を落とす。そしてすぐに写真側にひっくり返すと、笑みを浮かべ視線を上げた。

「いい記念になりました。大切にしますね」

　切れ長の目がわずかでも優しい笑みを滲ませているのを見て、不覚にもドキッと心臓が音を立ててしまった。

「でも、マンタに会えてよかったですね。どうでしたか？　この写真だと、すごく迫力がありますけど」

「はい。結構大きいのに会えて。たぶん、五メートル近くはありそうでした。でも、泳ぎ方がふわりふわりなので、全然怖くなくて――」

　手渡した写真からマンタの話で盛り上がり、会話のキャッチボールは弾んでいく。再会の食事は、今回のモルディブ撮影の話題から始まっていった。




　メイン料理の銀ぎん鱈だらのグリルが運ばれてきた頃には、お酒も進んでいい気分になっていた。スパークリングワインから魚料理に合うという白ワインが新しいグラスに注がれる。

「嘉門さんから何も話題に出されないということは、警察のほうからはその後、音沙汰は……？」

　スタッフがワインを注ぎ終えたタイミングで大河内さんから新たな話題が切り出される。

　それが楽しい内容ではなくて、急に現実に引き戻されたような感覚に陥った。

「はい。特に、何も。大使館のほうにもないですよね？　って、あったら大河内さんから先に言われてますよね……」

「そうですね。こちらにも何も。解決していないということですかね」

　もしかしたら、犯人が捕まり無事に返ってくるかもしれないという淡い期待もしていた。だけど、その気配は今のところない。

　明日には日本に帰るし、もう望みは薄いのかな……。

「でも、帰国後に動きがあればこちらで対応させていただくので、その際には連絡させていただきます」

「はい、ご迷惑をおかけします。でも、やっぱり大河内さんが仰おっしゃっていたように、盗品が戻ってくるって難しいのでしょうね。仕方ないって、もう半分以上諦めてます」

　話をまとめるように言って、笑みを浮かべる。「美味しそうですね」と話題を料理へと替えてナイフとフォークを手に取った。

「本当は、そんな風に仕方ないと割り切れるものではないのでは？」

「え……？」

「物もの凄すごく残念そうな、いや……悲しそうな顔をしているので」

　大河内さんの洞察力にハッとする。

　顔に出さないように努めたのに、残念を通り越して悲しい気持ちまで見抜かれてしまった。

　否定しようか、誤魔化そうか。そんな思いが頭を過よぎったけれど、これだけ鋭い大河内さんを躱かわすことなんてできないと一瞬にして諦めていた。

「大河内さん、鋭いですね。参りました」

　認めた私を、大河内さんは黙って見守る。

　どこかに連れ去られてしまったカメラの姿形を思い出し、再び喪失感が押し寄せた。

「特別思い入れがあるカメラだったんです。私がフリーランスになるときに、自分の独り立ち記念にと奮発して買ったもので。今まで、たくさん撮影もしてきたものだったから」

「そうだったんですか」

「カメラもなんですけど、そこにつけていたストラップも、人からプレゼントされたもので大切で……」

　イタリアンレザーのカメラストラップ。

　フリーランスでやっていくと報告した後日、七央が突然プレゼントしてくれたものだった。お守りになればとくれたものだったけど、すごく嬉しかった。

『事業が成功するように』

　相変わらずにこりとすることもない不愛想だったけど、そう言ってくれた気持ちはちゃんと伝わった。

「変な話、カメラはまた買えば同じものが手に入りますけど、プレゼントをなくしたことはまた違うショックがあって……」

「それは、もしかして恋人からのプレゼントだったり？」

　思いもしない方向の質問が飛んできて、「えっ」と声が漏れる。

「違います！　そういうものでは、全くなく！」

　思った以上の声で返答してしまい、余計に自分の動揺を強調したような雰囲気になってしまう。

　大河内さんは過剰反応した私の複雑な心境を見抜くように、意味深にクスッと笑った。

　大河内さんの微笑に鼓動が弾み、平静を装うようにグリルされた美味しそうな鱈にナイフを入れる。

「本当に、違いますよ？　そういう相手ではなく、ただの幼なじみで。あ、それに少し前に結婚しましたし！」

「なるほど。では、初恋の相手といったところでしょうか」

　う。す、鋭い……。

「大河内さん……エスパーかなんかですか？」

「お。では、正解ということですね」

「まぁ、はい……。でも、本当にずっと友人という関係なので。私が一方的に好きだった時期があったというだけです」

　今更こんな風に蒸し返すと気恥ずかしい話で、誤魔化すようにワイングラスを手に取る。

　魚料理と合うドライな甘味の白ワインで、さっぱりとした風味がさっきまで飲んでいたフルーティーなスパークリングワインとはまた違って美味しい。

「そうですか。てっきり、その相手を引きずってお見合いの話を拒否しているのかと思いました」

「え？　いや、違いますよ！」

　それは違うと言い切れる。

「それとこれとは話が別ですし、それに、さっき言ったじゃないですか！　向こうは既婚者ですし、もう過去の話です」

　事実を述べているのに、それがなぜだか嘘を並べているような気がして落ち着かない。つい必死に否定してしまったからだろうか。

「とにかく、違いますからね。そんなこと言ったら、大河内さんこそお見合いを拒否する理由になるお相手がいるんじゃないですか？」

　自分ばかりするすると暴露してしまい、話の矛先を大河内さんへ向ける。

　しかし、タジタジになってしまった私とは違い、大河内さんは顔色ひとつ変えずに穏やかな微笑を浮かべて食事の手を進めている。

　じっとその上品な食事姿を見つめていると、大河内さんは終始余裕ある表情で私へと顔を向けた。

「では、そういう楽しそうな話は場所を変えてしましょうか？」

「場所を変えて、ですか？」

「この奥にバーがあるので、食後の一杯でもいただきながら」

　上手いこと躱されてしまったのか、それとも〝楽しい話〟はこの後してもらえるのか。

　メインをいただきデザートまでコースを終えると、大河内さんは約束通りバーへと場所を移した。

　レストランの奥は別フロアでバーがあり、レストラン同様の水中バーとなっていた。

　入り口から左手に弧を描くようなカウンター席があり、右手はゆったりと過ごせそうなソファ席が五テーブルほどランダムに並ぶ。

　店内インテリアは深みのあるブルーで統一され、落ち着いた大人の雰囲気だ。何より、ライトアップされた水中の店内はロマンティックのひと言に尽きる。

　大河内さんについていくと、カウンター席の一番奥で足を止める。

　私が先に掛けるのを待ってから、自分もスツールに腰掛けた。

「あの、大河内さん。今日は私、この間のお返しをさせていただくつもりで来たので、食事の支払いは私にさせてくださいね。このバーと合わせてできるのでしょうか？」

　席に掛けてすぐさまそんな質問をした私を、大河内さんはなぜだか鼻でフッと笑う。

「本当にそのつもりで今日は来たんですか？」

　その言葉の裏に〝冗談でしょ？〟みたいな風味を感じ、「もちろんです」と即答する。

「この間そう言ったじゃないですか」

「そうでしたっけ？」

　とぼけるような言い方をされ、まさかもうすでに支払いは済んでいるのかとハッとした。

「大河内さん、まさか私が席外した隙にまた先に支払ってたり――」

　食い付く私に、大河内さんは「大丈夫です」と落ち着いた口調で返す。

「最後にすべてまとめてチェックしますので、まだですよ」

　そう聞いて「よかった……」と呟いた私を大河内さんはまたクスッと小さく笑う。

「このリゾートから空港行きの最終便が、九時四十分だそうです」

　手元の腕時計に目を落とし、大河内さんは横に掛ける私に目を向ける。

「今、八時を回ったところなので、一時間と少し時間がありますが、早目に出たいということでしたらその前の便もあります。嘉門さんのご都合で決めていただいて」

「私は最終便でも構いません。帰国の準備もだいたいしてきたので、戻って休むだけです」

　今日は元々、夕方から大河内さんとの約束が入っていたから、明日スムーズにホテルを出られるように大方の帰国準備はしてきていた。

　最終便の出発時刻から計算すると、スピードボードが空港に到着するのはだいたい十時過ぎ。そこからホテルまでタクシーで十分もしないだろうから、日付が変わる前にはベッドに入れるだろうと思う。

　明日は朝十一時過ぎに出発の便でモルディブを発つ。

「そうですか。では、頃合いを見て出ましょう」

「そうですね」

「何にしますか？　お好きなものがあれば」

　お酒は何でも飲めるし飲むほうだけど、種類に詳しいというわけではない。

　カクテルもこだわりは特になく、バーテンダーのおすすめを作ってもらうことにした。

　出てきたのは、逆三角形の形をしたカクテルグラスに注がれた、ブルーが綺麗なカクテル。縁ふちにチェリーがついていて可愛い。

　大河内さんはカクテルではなくブランデーを頼んでいた。

「いただきます……美味しい。柑橘系で飲みやすい」

　レストランでの食事からアルコールを飲み始めて、何だかんだお酒の量はかなり進んでいる。

　さっき食事の後にレストルームに入って見た自分の顔が、ほんのり赤くなっていて結構飲んだことを自覚した。

　普段はあまり顔に出ないほうだから、お酒が進んでいる証拠だ。

　大河内さんに迷惑をかけない程度に自分で制御しなくてはならないから、この辺りでブレーキをかけていきたい。

「さて……さっきの、楽しい話ですが」

　お互いにバーでの一杯目を味わったところで、大河内さんが話題を切り出す。

　話してくれるんだ……？

　上手いこと躱されたわけではなかったらしく、となりの大河内さんに目を向けた。

　酔いが顔に出ている私と違い、大河内さんは今日会ったときと全く変わらない。服装やセットされた髪が乱れることもなく、もちろん顔にも出ていない。

　お酒には相当強いのかもしれないと思いながら、鼻筋の通った綺麗な横顔を見つめた。

「残念ながら、縁談を拒否する理由になるような相手はいませんね」

「え、そうなんですか？　意外……」

「意外って」

「え、だって、絶対いるんだろうなって思ってたので」

　周囲の女性が放っておかないだろう容姿の持ち主だし、接してみて感じるこの穏やかで落ち着いた紳士具合。

　それに、外国語が堪能な外交官というハイスペックだ。

　綺麗で聡明な彼女がいるのだろうと勝手に想像していたのに。

「もしそうだとすれば、今この状況はまずいと思いませんか？」

「この状況……？　あ、私とふたりということですか？」

「ええ。もしそういう相手がいるなら、こんな風に嘉門さんと食事になど来ていません」

「そっか、確かに」

　決まった相手がいるにも関わらず、私とこの状況は確かに浮気に認定される行為。発言に大河内さんの誠実さを垣かい間ま見みる。

　でも大河内さんが認めていないだけで、彼に好意を持っている女性はきっとたくさんいるはずだ。

　だから、視点を変えて考えてみれば、大河内さんとお見合いをすることになる女性はかなりの大当たりということ。

「じゃあ、いっそのことそういう相手を見つけるとかどうですか？　お見合いを避けるために」

「なるほど。それは考えなかったな」

「って、自分のことを棚に上げてなんですけどね……」

　素敵な場所に連れてきてもらい、楽しい時間を過ごしてすっかり現実世界のことを忘れていた。

　明日にはモルディブを去り日本へと帰国する。日本へ戻れば、お見合いの話が私を待っているのだ。

　その迫る現実に一気に気分が重くなる。ちびちび飲んでいたグラスに口をつけ、ついグイっと飲み干してしまった。

「帰りたくないな……このままモルディブにいたいくらい」

「ご両親が帰国を待っていると言っていましたもんね。縁談を用意して」

　大河内さんの言葉に、無自覚に小さなため息が漏れる。

　自らバーテンダーに声をかけ、同じものをもう一杯オーダーした。

「わかりますよ、嘉門さんの気持ち。俺も、帰国すれば同じ身ですから」

　これまで会話の中で自らを〝私〟と言っていた大河内さんが、初めて自分を〝俺〟と言った。私はどきりとして、思わず真横に目を向ける。

　大河内さんは至って普通で、それがナチュラルに出てきたものだと感じ取る。

　少しは気を許してくれたのかと思うと、何だか嬉しい気持ちになった。

「次に仕事で日本を出るときは、嘉門じゃなくなってるのかな……」

「嘉門さんの仕事に、理解のある方だといいですね」

　何気なくそう言われて、もしかしたら結婚することが自分の今後の仕事に影響してくるかもしれないことに気がついた。

　理解がない相手なら、私のカメラマンとしての仕事も続けられなくなってしまう。そんな相手だったら、余計に結婚なんて嫌だけど。

「なんか、考えれば考えるほど、気が重くなりますね……」

　二杯目のカクテルを前に、項うな垂だれる。

　せっかくの楽しい時間につまらない話題を出してしまったことを反省していると、俯うつむく頭にそっと手が載るような気配を感じた。

　それは気のせいではなく、ぽんぽんと慰めるように髪を撫なでて離れていく。

　突然のことに鼓動が忙せわしなく動きだしたけれど、気づかれないように二杯目のカクテルを口にした。

「よし、今日は時間の許す限り飲みます！」

「え、大丈夫ですか？　すでに結構飲まれてますよ」

「大丈夫です。だって、独身最後になるかもしれないですし、少しくらい羽目を外したっていいですよね？」

　明日飛行機に乗ってしまえば、嫌でも現実の世界に向き合わなければならない。

　だから、今日くらいは楽しく飲みすぎても罰は当たらないはずだ。

「羽目を外す、か……」

　呟くような小さな声に小首を傾げる。

　大河内さんは私を数秒じっと見つめ「いえ」と言った。

「確かに、そうですね」

　やけになったような私に、大河内さんは呆あきれて微笑を浮かべているのかもしれない。でも「とことん付き合いますよ」と言ってくれて、その気遣いに心から感謝した。




　楽しい夜はあっという間に更けていく。

　美味しくお酒を飲み終えたのは、九時を少し回った頃。

　空港までの最終便に乗るために最後の一杯を飲み終えたときには、思っていた以上に酔いが回りいい気分になっていた。

　これ以上飲んでいたら具合が悪くなるやつで、一緒にいる大河内さんに迷惑をかけてしまう。それに、下手すれば乗船できなくなるところだ。

「大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です」

　高いスツールから腰を上げ、足先をそっと床に下ろす。

　大丈夫だなんて返事をしておきながら、立ってみると足元が頼りない。

　スツールの背もたれに掴まった私へ、大河内さんがすっと手を差し出した。

「あ、すみません」

　結局酔っ払いの世話をさせてしまって申し訳ないと思いながら、気遣いに感謝し手を乗せる。

　私の手を取った大河内さんの手が大きくて、不覚にも自然と鼓動が高鳴った。

　レストランを出ると外は夜の闇にすっかり呑まれていた。

　到着したときは点灯していなかった足元のライトアップが、島まで真っすぐ延びる桟橋を幻想的に浮かび上がらせている。

「わがままを言って、遅くまでお付き合いいただきありがとうございました」

「いえ、こちらこそ。少しは気晴らしになりましたか」

「はい。でも、楽しい時間はあっという間ですね。帰りたくないな……」

　答えながら、再び心の中はどんよりと曇り空が広がっていく。

　ここを渡り切ってしまえば、あとは帰るだけ。その現実を前にして、無意識のうちに歩みが止まっていた。

　何かに引き留められるように立ち止まった私に合わせ、手を引く大河内さんも足を止める。

　私たちの沈黙の間を、生温かくも心地のいい潮風が緩やかに吹いていった。

「あ、ごめんなさい」

「それなら、帰るのやめますか」

　唐突な大河内さんの言葉にとなりの彼を見上げる。

「え……帰るのをやめるって――」

　不意に繋つないでいた手をくいっと引かれ、覚おぼ束つかない足がよろける。

　ふわりと笑みを浮かべた大河内さんは、静止したままの私の耳元へと近づいた。

「俺も、まだ帰りたくないと思ったので」

　囁ささやくような言葉はどこか甘さを秘めていて、「えっ……」と肩が震える。

　それはどう捉とらえたらいいのだろう。

　アルコールも手伝って、思考が上手く働いてくれない。

「あの、それは、どういう意味というか……」

　質問の仕方に困っている私を、大河内さんはフッと吐息混じりに笑う。

　これまで見たことのないどこか意地悪な雰囲気に鼓動がドクっと大きく音を立てた。

「こういう意味」

　あっと驚く間もなく目前に綺麗な顔が迫って、唇に柔らかいものが押し当たるのを感じる。

　もうかなりご無沙汰な感覚。

　それは二、三秒のうちに離れていき、目を見開いたまま大河内さんと再び視線が重なり合った。

　口づけに驚きよろけた私は、いつの間にか彼の手にしっかり腰を抱かれている。高鳴り始めた鼓動は激しさを増し、全身を包み込んでいく。

「大河内さん……？」

　動揺する私とは対照的に、大河内さんの表情に変化は窺うかがえない。

　ただ真っすぐ奥二重の切れ長の目に見つめられて、時が止まったようにその目を見つめ返した。

「やだ……酔っ払いをからかってますか？　私に合わせてそんな冗談言ってくれるなんて、大河内さん優しいです。真に受けちゃいますからやめたほうがいいですよ！」

　この雰囲気はきっとお酒のせい。そう思うしかなくて、へらっと笑って慌てて言葉を並べる。

　私みたいに顔には出ていないだけで、大河内さんも酔っ払っているのかもしれない。しかし……。

「冗談なんて言いませんよ。真に受けて構わないです」

「え？　何言ってるんですか」

　腰を抱かれたまま、立ち止まっていた桟橋の中腹から歩き出す。

　島へ降り立ち大河内さんが私を連れていったのは、スピードボードの乗り場ではなかった。

　オレンジ色のライトアップに浮かび上がる真っ白な建物。

　大きく開けた入り口を入ると、その奥には洗練されたレセプションが見えた。

「ここで待っていてください」

　大河内さんは入ってすぐのところに設置されている大きな白いソファに私を座らせ、ひとり向こうのカウンターへ向かっていく。

　在中するスタッフと何かやり取りを交わし、数分すると私の掛けるソファへと戻ってきた。

「行きましょうか」

「え、あっ、はい」

　すっと手を差し出され、私のほうも深く考えずその手を取る。

　急展開に思考が追い付かないまま建物を出て、白いタイルで舗装された小道を歩いていく。

　ところどころ足元が照らされる道は、色とりどりの南国の草花が生い茂る。左手には一定の感覚で別の小道が現れ、大河内さんは四個目の小道を左に折れた。

　その先で大河内さんが足を止めたのは、間違いなくヴィラの扉の前。

　片手で私の手を握ったまま、部屋のドアを解錠した。

「大河内さん、あの、まさかここに」

「真に受けてもらって構わないと言ったはずですが。でも、今ならまだ拒否権はありますよ。最終便にも間に合う」

「え、いや……」

「何も難しく悩むことはないはずです。あなたと俺は、もう二度と会うこともない。嫌なら突き飛ばして逃げても、この先気まずいこともないはずですから」

　違う、そうじゃない。まさかこの場所で、大河内さんとこの後の時間を過ごすことになる展開なんて全く考えもしていなかった。

　だから、今はただただ驚いているだけ。

　拒否権――ここに入るということは、彼の誘いに同意したという返事になる。

　でも、そんなことを考えるよりも、今言われた言葉が頭の中を占拠する。

　もう、二度と会うこともない――。

「嫌だとか、そういうことじゃないんです。帰りたくないと思ったのは本当だし、それって、今日大河内さんと過ごせて、すごく楽しかったから……」

　口に出して彼に今の思いを伝えることで、自分がどうしたいかという気持ちにも気がつく。

　私の目をじっと見つめていた大河内さんの涼しげな目が、わずかに優しく笑みを滲ませる。

　そっと背を押され中へ入ると、背後でドアが閉まると同時に抱きすくめられた。

　背の高い大河内さんに抱きしめられると、すっぽりと包み込まれた自分がひどく小さく感じる。

　下ろした髪の隙間から首筋に口づけられ、「あっ」と声が漏れていた。

　帰らないという選択をしておいて、それでもまだ何かが私を引き留める。

「あのっ、でも、こんなこと……いいのかなって」

　一夜の過ち、ワンナイトラブ――そんなフレーズが頭の中に浮かんでは消えていく。

　最後の最後まで私を引き留めているのは、間違いなく理性。今までの人生で経験のない展開に戸惑わないわけがない。

「俺は今日あなたと過ごして、もっと一緒にいたいと思った」

　終始丁寧な話し方だった大河内さんの口調が急に変わり、その雰囲気の違いにドキッとしてしまう。

　耳元で聞こえる悪魔の囁きのような妖しい誘いに、すでに乱れている鼓動がますます激しく音を立てていくのを感じた。

　日本に戻れば、お見合いをさせられる。

　もしかしたら、そのまま縁談が進み結婚するという展開になるかもしれない。

　お互い大人で、独り身。誰に迷惑をかけることも、後ろめたいこともない。

　だったら、今晩くらい……。

　腕ごと抱きしめられている体を大河内さんへと向けようとよじると、黙って腕を緩めてくれる。

　私のほうからも彼に両腕を回して抱きついた。

　それが合図となったように顎あごをくいっと持ち上げられ、噛み付くような口づけで唇を塞ふさがれる。

　これまで穏やかで紳士的な姿しか見せていなかった大河内さんとは思えない、理性を飛ばしてしまったようなキス。

　唇を割って口内に入ってきた舌に歯列をなぞられ、更に奥を許してしまう。

「っ、ぉ……こう、ち、さん」

　すでに呼吸を乱した私を口づけから解放すると、大河内さんはおもむろに私を抱き上げる。

　入ったばかりの入り口のドアが遠ざかるのをぼんやりと見つめているうち、お尻が柔らかい何かに着地した。

　それが広いベッドだとわかったときには、視界には高い天井と大河内さんの端整な顔が映っていた。

　心臓の音が外に漏れているのではないかと思えるほど激しく拍動している。

　見つめ合う彼の美しい顔がわずかに傾き、再び深く口づけられた。

　誘われるように舌を絡めると次第に思考が溶かされていくようで、余計に何も考えられなくなる。

　背中を撫でていた大きな手が、ワンピースのファスナーをゆっくりと下ろしていくことにも気づけなかった。

　キスをしながらいつの間にか体はベッドに倒されていて、唇から離れた口づけは首筋をたどる。

　ワンピースと中に着ていたスリップはもう肩から落ちていて、見下ろした自分は下着が露あらわになっていた。

「綺麗だ」

　恥ずかしいと思う隙も与えず、大河内さんは胸元にキスの雨を降らせていく。

「あまり、見ないでください。あっ――」

　胸の膨らみを寄せるようにされて、一際高い声が口から飛び出した。

「それは難しいお願いだな」

　さっきまでの紳士だった大河内さんが嘘のように、どこか意地悪な囁きと微笑で攻められる。

　それでも私に触れる熱い指は優しくて、不安もなく身を任せられた。

　一糸まとわぬ姿になってからは、じっくり時間をかけて大河内さんは私の体を暴いていく。

　着衣ではわからなかった無駄な肉のない逞たくましい体に、高鳴り続ける鼓動は痛いほど打ち鳴る。

　抱きしめられると体は火ほ照てっていて、それだけでとろけてしまいそうだった。

　私への気遣いを垣間見せながら、ゆっくりと彼の熱が入ってくる。

　久しぶりのことで受け入れられるか心配が頭を過ったけれど、それは不要なほどすんなりと深くまで繋がった。

「大丈夫？」

「はい……大丈夫、です」

　私の返事を聞くと、大河内さんは「少し、このままでいようか」と髪を撫でてくれる。

　欲望のままに暴走しないのはやはり紳士だなと、こんな状況の中密かに思ってしまった。

　広いベッドの上で、甘美な時間はゆっくりと流れていく。

　胸を喘がせながら見た彼の表情が艶っぽくて、高鳴りっぱなしの鼓動は落ち着くことができない。

　さっきまできっちりとセットされていた髪もいつしか乱れ、前髪が激しい行為に揺れるのを涙の膜が張る視界の中で見ていた。

「ぁ……っ、んっ、っ……」

　自分の意志とは別に甘い声が漏れ出てきて、必死に口の中に留めようとする。

　体を繋げたまま、覆い被さってきた彼は私の耳元に唇を押し当てた。

「なぜ声を抑える？」

　その低い囁きにさえぞくりと体が反応する。

　真上から私を覗き込んだ綺麗な顔には、私を見透かすような微笑が浮かんでいた。

「恥ずかしい、から……」

　なんとか答えた私をクスッと笑う、悪戯な薄い唇。そして、再び耳元へと近づく。

「そう言わずに、可愛い声をもっと聞かせてほしい」

「可愛い、なんて……そんな、こと」

　そんな風に言われてしまうと、余計に羞恥が押し寄せる。

　小さく横に首を振る私をまた微かに笑い、「それなら……」と吐息混じりの声が聞こえた。

「あぁっ……！」

　一際深く腰を打ち付けられ、抑えていた声が部屋中に響き渡る。

「我慢できなくするまでのこと」

「やっ、あっ、あぁっ――」

　何度となく押し寄せる波のような快感の中で、心も体もとろけていく。

「きっと、この先もうない。あなたのような人といられるこんな夜」

　耳元でそんな声が聞こえたとき、私は元に戻れるのかと不安になるくらい恍惚としていた。

　瞼まぶたの向こうで明るさを感じて、ゆっくりと目を開く。

　ほんわかした淡いオレンジ色に包まれていた部屋は陽の光を取り込み、すっかり爽やかな別の顔を見せていた。

　上体を起こした視線の先に見えたのは、大きな窓の向こうに広がるクリスタルブルーの海。

　大河内さんは……？

　海から振り返ったベッドには私ひとり。一緒に眠ったはずの大河内さんの姿がない。

　ベッドサイドに設置された時計の針は、まだ六時を回ったところだった。

　ベッドの下に脱ぎ散らかしてしまった衣服は、そばのソファにまとめて置かれていた。

　それを手早く身につけ、ガラス窓に映る自分の姿を確認する。下ろしたままの長い髪を手櫛でといて整えた。

　透けて見える自分の先に広がる、澄み切った青い海。

　今すぐにでも飛び込めそうな海の近さは、憧れのリゾートアイランドならではだ。

　夜が明けてその全ぜん貌ぼうに驚愕しているのは、昨夜その余裕がなかったから。

　この部屋に着いたときには、ほとんどもつれ合うようにしてベッドの上にいた。

『きっと、この先もうない。あなたのような人といられるこんな夜』

　そう言った大河内さんは、たっぷり時間をかけて私を抱いた。

　焦らず丁寧な触れ方は彼に持っていたイメージ通りだったけれど、貪どん欲よくに何度も求められたのは意外だった。

「大河内さん……？」

　もしかしたら入浴中だろうか。部屋の中をキョロキョロしながらバスルームに行きかけ、テーブルの上に置いてあるメモに気がついた。

【急な仕事の連絡が入ったため、先に出ます。楽しい夜をありがとう。お元気で】

　達筆な走り書き。急いでいる中で書き残してくれたに違いない。

　急な仕事、か……。できればちゃんと口でお礼を言いたかったのに。

　最後に書かれた〝お元気で〟の文字にわずかに胸がきゅっと締め付けられる。

　メモを手に取り、しばらくぼんやりと大きな窓から海を眺めていた。




　ヴィラを出て昨夜立ち寄ったレセプションに向かい、私はスタッフに告げられた内容にひとり「嘘でしょ」と声を出していた。

　昨夜のレストランでの食事とバーでのお酒、そして宿泊したホテル、すべての支払いはもう済んでいると言われてしまったのだ。

　支払いはまとめてと聞いていたから、帰りに支払わせてもらおうと思っていた。

　けれど、昨夜は急遽帰らないという展開に。

　そして結局、先に帰った大河内さんがすべて支払いをしてしまったのだ。

　これでは約束が違うし、大河内さんにばかり負担をかけてしまって納得がいかない。

　ひとりリゾートアイランドからスピードボードでマーレに戻り、宿泊中のホテルで帰国の支度を終えたのは九時をまわったところ。

　ヴェラナ国際空港から発つ時刻は十一時過ぎのため、その前に私は在モルディブ日本大使館へと向かった。

　滞在中に一度訪れていた大使館には、迷うことなく向かうことができた。

　キャリーバッグを引きながらビルの入り口を入り、エレベーターで八階を目指す。

　このまま支払いをしないで帰るわけにいかないと、その思いだけで大使館を訪れてしまったけれど、今から改めて顔を合わせると思うと緊張が増してくる。

　昨夜ベッドの上で何度も見た、彼の熱のこもった視線。

　着衣ではわからなかったけれど、筋肉質な逞しい体に鼓動は終始高鳴っていた。

　その場限りの相手でしかない私に優しく触れてくれたのは、彼が紳士で余裕のある人だから。

　でも、体に刻み込まれた熱は未いまだに残っているような感覚がある。

　こんな状態で真面目な場所で会って話すのは、ちょっと居た堪れないかもしれない。

　エレベーターを降り、大使館の窓口へと向かってフロアを歩いていく。

「あっ……」

　向こうに上背のあるスーツの後ろ姿を見つけ、咄とっ嗟さに声が漏れる。

　大河内さんは奥の通路の先に吸い込まれるようにいなくなってしまい、私の足もその場で立ち止まった。

　しかし数分その場で待ってみたものの、再び消えたその先から大河内さんが現れる気配はない。

　限られた時間ということもあり、仕方なく姿を求めて奥へと向かっていく。

「やっと一緒に働けるようになったと思ったのに」

　覗こうと思った通路の先から日本語で話す女性の声が聞こえてきて、驚いて足が止められる。

「上が決めたことだ。仕方ないだろ」

　続けて大河内さんの声が聞こえてきて、鼓動がドッと音を立てた。

　どうやら誰かと話をしているらしい。

　話の最中に邪魔をしてはいけないと思いながらも、通路の角からそっとその先を覗いてみる。

　見えたのは、大河内さんとゆるふわセミロングヘアの女性。

　彼女は私が空き巣被害に遭って初めて大使館を訪れたとき、最初に対応にあたってくれたあの女性だ。

「そうかもしれないけど、納得いかない！」

　覗き見は悪趣味だと身を引っ込めようとしたときだった。

　その場を去りかけた大河内さんを引き留めるように、女性が広い背中へと抱きつく。

　躊ちゅう躇ちょないその行動に、ただ目撃してしまっただけの私がばっと身を引いていた。驚いたせいか、鼓動がドッドッと激しく高鳴る。

　これは見てはいけないものを見てしまった。

　そう思ったときには一目散にその場から逃げ、気がつけばエレベーターホールに駆け込んでいた。ちょうどいいタイミングで到着していたエレベーターに飛び乗る。

　何だ、いい人いるんじゃないですか。

　昨晩の楽しい時間が幻だったかのような切ない感情が押し寄せたのは、ほんの一瞬のこと。

　だって、〝もう二度と会うこともない〟人だ。

　感情を揺さぶられる必要なんてない。

　ただ、楽しかった時間だけを綺麗な形で思い出にして仕舞う。

　余計なことは考えない。それでいい。

　だけど、そこまで自分でよくわかっているのに、なぜだか心に靄もやがかかっている。

　何かから逃げるような形で出国し、お金を渡せず帰ってしまったことに気づいたのはジェット機が空の上に上がってからだった。










３、お見合い反対同盟の結束




　雲ひとつない澄み切った青空の下、白や濃いピンクの梅の花が美しく咲き誇る。

　三月に入り、厳しい寒さは日に日に和らいでいるように肌で感じる。

　今日も日差しが春を予感させ、暖かく明るい穏やかな陽気だ。

　しかし、そんな爽やか日和とは対照的なのが私のこの暗い表情。

　格式高い料亭の渡り廊下を歩きながらガラス窓に映る自分の顔を見てみると、どんより曇った冴えない顔。空なら今にも雨が降ってきそうだ。

　身にまとう金の刺し繍しゅうが入るサーモンピンク色の着物は華やかだけれど、私のこの表情ですべてが台無しになっている。

　モルディブから帰国して約一週間後。

　早速、葉子伯母さんがお見合いの話を持ってうちを訪れたらしい。

　私はちょうど仕事の打ち合わせで外出していたけれど、私が不在だからといってももちろんお構いなし。

　当の本人がいなくても伯母と母はふたりで盛り上がったようで、仕事から帰宅すると満面の笑みの母から相手の方のお見合い写真を手渡された。

　本当に話が進んでいるのかと、母の差し出す重厚な表紙を目にしながら思い知らされた。

「やっぱりお見合いはしたくない」と、変わらぬ意思はもちろん伝えた。

　だけど、「もういい加減にしなさい」と母は半ば呆れた様子だった。

　最後の悪あがきとばかりに写真は受け取らずその場を去ったけれど、翌日しれっと自室に置かれていた。

「美鈴、大丈夫？」

　行かないと意地を張って拒否をしていたときは高圧的な姿勢だった母も、観念してついてきた今日の私には優しい。

　今日は朝から機嫌がよく、このお見合いへの期待度がかなり高いことが窺える。

　葉子伯母さんが見つけてきた今日のお相手は、私より五個年上の三十四歳。仕事は行政機関にお勤めらしいけれど、興味のなかった私は詳しく知ろうともしなかった。

　母は「エリートよ！」と私に売り込むように言っていたけれど、興味もない。

　そんな調子で結局、届いていたお見合い写真も表紙を開かず今日を迎えている。写真で顔を見たところで、私の気が変わることもない。

「美鈴、第一印象は大切よ。明るく、爽やかに。そんな無表情じゃだめ」

　そうは言っても、気分が明るくも爽やかでもない私には難しい。

　でも、席につけば嘘でも微笑くらいは浮かべるつもりだ。お見合いには賛成できないし気は進まないけれど、葉子伯母さんや両親の顔に泥を塗るわけにはいかない。

　この場は大人しく過ごしておいて、後日断りを入れればいいだけだ。

「美鈴、あまり緊張するな。普段通りのお前でいいんだ」

　プレッシャーをかけてくる母とは違い、父親は気の進まない私を気遣ってくれる。

　こういう部分でふたりのパワーバランスが上手くとれているような気がしないでもない。

　先導していた着物姿のスタッフが足を止め「こちらでごさいます」と個室を案内する。

　草履を脱いで小上がりを上がると、今になって鼓動が早鐘を打ち始めた。

　母の「入るわよ」という小声を聞きながら、帯で苦しい胸で深呼吸をする。

「失礼します」

　金きん箔ぱくが施された襖ふすまを開け、母が「どうも、お待たせしました」と奥に向かって頭を下げた。

　父が入り、その後に母が続き、口々に先方へ挨拶をする。

「美鈴」

　開いた襖の脇で待っている私へ、いよいよ中へ入るように声がかかった。断る予定の縁談とはいえ、かしこまった席というだけで緊張を強いられる。

「失礼します……」

　明るい部屋へと入ると、奥に広がる立派な日本庭園が目に飛び込んでくる。用意された席にはすでに三人の先客がいて、座敷の席で腰を上げていた。

　え……？

　両親と思われるふたりの手前、こちらに向かって頭を下げたすらりとした長身。

　やけに似ている。他人の空似。そんなことを思っているうちに、顔を上げた相手と視線が重なり合う。

「あっ……」

　驚き目を見開きながらも、それでもまだ疑ってかかる。

　こんなに似ている人がいるなんて――そうとしか思えなかった。

　だけど、何かを予感するように心拍数は着実に上がっていく。

「美鈴さん。大河内と申します」

　三人の真ん中の席の母親と思われる女性がにこやかに挨拶をして、まさかという疑いは打ち砕かれた。

　そこから、どういう流れで挨拶をし、席に腰を下ろしたのかはわからない。

　気づけば正面に大河内さんがいて、目の前には料理が運ばれていた。

　この部屋に入って大河内さんと再会してから、思考力を奪われてしまったように頭の中は混乱を極めている。

　確かに、葉子伯母さんから相手の方は行政機関にお勤めの人だとは情報を得ていた。

　だけど、外務省に勤める外交官だとは知らなかった。

　いや、話はしていたのかもしれないけれど、気が進まない私が聞いていなかっただけなのかもしれない。

　そもそも、お見合い写真も見ていなかったのだ。

　もしちゃんと中を確認していれば、今日の相手は大河内さんだってわかったわけで……。

　だからなのか、向かいに座る大河内さんに私を見て驚いた様子は初めからなかった。

　大河内さんのほうは今日の縁談の相手が私だとわかっていて、今日この席に臨んだということになるけど……なぜ？

「そうですか、モルディブに。美鈴も、少し前に仕事でモルディブに行っていたんですよ。ねぇ、美鈴？」

　ぼんやりしながらあれこれ考えていると、横から母に話を振られてハッとする。

「あ、はい。一週間ほどですが」

　大河内さんが私へと視線を向け、穏やかな表情で「そうでしたか」と頷く。この調子だと、今日初めて顔を合わせたということにしておくようだ。

　彼の様子から察して話を合わせようと平静を装うけれど、あのモルディブでの一夜が鮮明に蘇ってきてしまい次第に落ち着かなくなってくる。

　甘い囁き。優しく熱い指先。そして、意外にも激しく何度も求められたこと……。

　思い出すと顔に熱が集まってくる。着物の下で肌が熱く火照り、汗ばんでいくのを感じていた。

　私はこんな状態なのに、大河内さんは至って普通で落ち着き払っている。本当に今日初めて顔を合わせたかのような様子で、逆に戸惑うくらいだ。

「プロのカメラマンさんは、やはり各国飛び回っているのかな」

　大河内さんのお父様が興味深そうに私へと目を向ける。

「はい。仕事が入れば、基本的にはどこにでも行っています」

「おお、それはすごいな。それなら、晶の仕事にも理解がありそうだ」

　お父様の発言に、お母様は「あなた、気が早いわよ」と上品に笑う。

「実は私はカメラが趣味でね。かれこれ二十年近く撮っているかな」

「そうなんですか！　それはぜひ、機会がありましたら作品を見せていただきたいです」

「いやいや、プロに見てもらうような立派なものじゃないよ。でも、プロにいろいろ聞いてみたいことがあるよ」

「私でよろしければ何でも聞いてください」

　お父様の趣味がカメラだと聞いて、つい会話が弾む。

「晶も昔はカメラ、少し触っていたよな」

　お父様に話を振られた大河内さんは、「はい」と丁寧に返事をする。そういえばモルディブで出会ったとき、カメラを触っていた時代があったと言っていたことを思い出す。

「ちょっと触ってみるかって勧めて撮った写真が、何かの賞をとったこともあったな」

「そうですね。懐かしい」

　ご両親との間に流れる空気も非常に上品で、穏やかな品のいい家庭で育ったことが垣間見える。

　それにしても、このご両親にしてこの息子ありといった感じ。

　お父様はすらりと背が高くスーツが似合い、白髪も様になるダンディーな男性。お母様は整った顔立ちの、まさに日本美人といったところだ。

　このご両親からいいところをすべて受け継いだのが大河内さんなのだろう。

　仕事の話や趣味の話で会食の場は盛り上がり、和やかな食事の時間はゆっくりと流れていった。




　両家両親の勧めで、私と大河内さんはふたりきりで席を外すことになった。

　個室を揃って出て、小上がりで草履を履こうとしたところで足元を見る視線の先にすっと手を差し出された。

「あっ……」

「足元、気をつけて」

　相変わらずの紳士ぶりで、やっぱりあのときモルディブで出会ったあの大河内さんなのだと実感する。

「すみません」と素直に厚意を受け取り、大きな手を取った。

　草履を履くと、どちらからともなく触れた手は離れていく。

「あのっ……」

　流れる沈黙に耐えきれず、中庭に続く廊下で先に声を上げる。

　数歩先を歩く大河内さんは、ちらりと一度こちらを振り返ったものの、口元に薄ら笑みを浮かべるだけ。黙ったまま先を歩いていく。

　まるで私が何を言おうとしているのかお見通しのような表情で、思わず身構えてしまった。

「ここの庭園、とても美しいようですよ」

　苔こけと飛び石の道を、大河内さんの後に続いてゆったりと歩いていく。奥から「コンッ」とししおどしの音が響いてきた。

　仕立てのいいブラックのスリーピースに身を包んだ今日の大河内さんは、モルディブで出会ったときとどこか印象が違う。

　同じスーツでも、クールビズだったあのときよりかっちりとしているからだろうか。

　庭園へと出るとそこには大きな池があり、赤い橋が架かっている。

　そばには立派な白い梅が満開で見頃を迎えていて、橋の中腹で思わず足を止めていた。

　赤い橋に手を置き、大きな梅を見上げる。池に反射する花も美しく、そこに優雅に泳ぐ錦にしき鯉ごいに目を奪われた。

「どうぞ」

「え？」

「先ほどの『あの』の続きです」

「あ……」

　横を見上げると柔和な笑みが目に入り、どきりとする。急に話を振られて反応が鈍りかけたけれど、橋から手を離して姿勢を正した。

「お久しぶりです」

　ぺこりと頭を下げ挨拶をした私を前に、大河内さんはほんのわずかに奥二重の目を大きくする。

　第一声が再会の挨拶だとは思わなかったのだろう。面食らったような様子の大河内さんは、今度は急にふっと笑った。

「お久しぶりです。お元気でしたか」

「はい。変わらずです」

　いざ話を始めるとなると、どこから、何から切り出せばいいのか混乱する。

　考えすぎておかしなことを言ってしまいそうで、心の中で自分に〝落ち着け〟と唱えた。

「大河内さん、日本に戻られたんですか？」

「ええ。しばらくは国内勤務となったので、先日帰国しました」

「そうでしたか。それで、今日のお見合いに……？」

「そうですね。言っていた通り早速話がきました」

　日本に帰国すれば縁談はすぐにあるだろうと大河内さんは言っていた。

　その相手が私とは、さすがに驚いただろうけど……。

「嘉門さんも、早速の見合い話でしたね。もしかしたら、今日より前にもお見合いの席に連れていかれてたり……？」

「いや、さすがにそれはないです！　モルディブから帰国して、今日が初です」

「ですよね。あれだけ見合いを拒否していましたから、恐らく今日会うまで相手が私だと知りもしないで連れてこられた……といったところでしょうか」

　ずばり当てられてしまい「えっ」と驚きの声が飛び出す。

「気づいてたんですか？」

「ええ、もちろん。さっき顔を合わせたときのあなたの反応を見れば、だいたいのことは想像がつきました。どうせ断る見合いだしと、写真を開くこともしなかったのだろうと」

　そこまで言った大河内さんはフッと笑みをこぼし、「嘉門さんらしいって言ったら、らしいですけど」と付け加えた。

「やっぱり、大河内さんエスパーですね……ご名答です」

　これだけ気持ちいいくらい見事に当てられれば完敗だ。穏やかで涼しい顔をして鋭いから、大河内さんにはぎくりとさせられることがある。

　私はそんな状態で挑んだ今日の席だったけど、驚かなかった大河内さんのほうは事前に私が相手の縁談だと確認済みだったということ。

　だとすれば、気を遣って顔など合わせず、会う前に断ってもよかったはずだ。

　お見合いはしたくない、と私にだって話していたのだから。

「大河内さんこそ、どうして今日来たんですか？　事前に私が相手だってわかっていたなら、先に断ればよかったじゃないですか。お見合い反対同盟組んだ仲じゃないですか」

「お見合い反対同盟？　何ですかそれは」

　お見合い反対に意気投合したモルディブでのディナーのことをそんな風に言ってみると、大河内さんはなぜかクスクスと笑い始める。

　笑いをくすぶらせたまま「やっぱり、嘉門さん面白いですね」と言った。

「なぜ来たか、ですか。それは、またあなたに会いたいと思ったからです」

「え……？」

　私に会いたい？　なぜ？

　ストレートな言葉を受け、すかさず鼓動が反応を示す。ドッドッと音を主張させ始めた。

「今回の縁談相手があなただとわかったとき、事前に連絡を取ろうとしました。でも、連絡がつかなかった」

「あ……それは……」

「交換した連絡先、すでに削除されたということですよね？」

　モルディブから帰国したその晩、私は現地で連絡を取り合うために交換した大河内さんの連絡先をトークアプリから削除していた。

　もう連絡を取ることもない。

　盗難に遭ったカメラもきっと見つかる望みは薄いし、何かあれば正式な書類上の連絡先に一報があるだろうと。

　削除という行動の後押しをしたのは、モルディブを出国する間際に見てしまったあの逢おう瀬せもある。

　靄がかかったような気持ちを晴らすために、スマートフォンを開けば目についてしまう彼との記録を消し去った。

「すみません。えっと、それは、なんといいますか……」

　だけど、大使館を訪れて女性に抱きつかれているところを見てしまったことは言い出せない。

　結果的に覗き見なんて悪趣味なことをしてしまったのだ。

「もう、会うこともないって、あのとき話していましたし、私も帰国に際して気持ちの整理のためといいますか……」

　理由になっているような、なっていないような、曖あい昧まいな言い方になってしまう。

　でも、今の言い方に偽りはない。

　この先、交わることのない人生だと思っていた。

　大河内さんとのことは、モルディブでの綺麗な思い出として完結させたのだ。

　あの逢瀬も、見なかったことにして……。

「でも、私も今日来て、大河内さんに会えてよかったです」

　顔を上げてはっきりとそう言った私を、大河内さんは黙ってじっと見下ろす。

「あのとき払えなかった食事代等々、支払わせてください」

　もう支払う術すべはないと諦めていたけれど、こんな形で再会をしたならば払わないわけがない。これでやっと引っかかっていたことがスッキリする。

　私からあのときの支払いについて持ち出された大河内さんは、気が抜けたようにフッと鼻で笑った。

「会えてよかったなんて言われて一瞬浮かれたら、支払いをしたかったからなんて理由だとは」

「えっ、だって」

　浮かれた!?　な、何でそんな冗談をサラッと！

「あのとき、言ったじゃないですか。それなのに、私一円も払ってないです」

「いいですよ、気にしなくて」

「そうはいきません！」

「あなたも強情な人だな。いいんですよ、それ以上にいい思いさせてもらいましたから」

　い、いい思いって……！

　またサラッとすごいことを言われて、攻めの姿勢を崩される。

　あの濃厚な夜の記憶が鮮明に蘇り、頬に熱を感じた。

「そ、それはお互い様です。私だって、それは――」

　これ以上張り合って言い返すと墓穴を掘ると気づいて、静かに口を閉ざす。私の悪い癖だ。

「それはよかった。それならこの話は終わりにしましょう」

「え？　いや、どうして終わるんですか！」

　再度食い付く私を、大河内さんは少し呆れたように苦笑する。

「では、その代わりといったら何ですが、今日の縁談を進めるという交換条件でどうでしょうか？」

「え？」

　突然話が飛躍して理解に苦しむ。

　支払いを受け取らない交換条件として、縁談を進めるとはどういうこと？

　それでは、大河内さんにとってマイナスなことだらけだ。

「あの、すみません。全然意味がわからないんですけど。それって、大河内さんにメリットが何もないと思うのですが」

「メリットなら十分にあります。もう縁談が持ち上がることがなくなる」

「あ……」

　なるほど、そういうメリットか。

「これは私に限っての話でもない。嘉門さんもお見合いをしろと言われなくなるのですから、双方にとって悪い話ではないですよね」

「た、確かに」

「それに、あなたと私は結婚に対しての意識も一致している。無理に縁談を推し進めてくる両親たちを一緒に鎮めませんか？　ほら、さっきの、お見合い反対同盟を組んでいる仲ですから」

　さっきの私の発言を借りて微笑を浮かべた大河内さんは、「どうでしょう？」と返答を待つ。

　今後も次々とお見合い話を持ち込まれるのは、考えただけでも気が滅め入いる。結婚が決まらない限り、今日のようなことが繰り返されるのだ。

　それに終止符を打つためには、縁談を進め、結婚というゴールテープを切らなくてはならない。

「それは、もちろん、鎮めたいです」

　胸の内を口にした私を、大河内さんは穏やかな表情のままじっと見つめる。そして「話はまとまりましたね」と言って、微笑を浮かべ直した。

「え、でも、本当に私との縁談を進めて、結婚……するんですか？」

　お互いの現状を回避するためとはいえ、結婚という契約を結ぶのはきっとそんな簡単なことではない。

　真剣な眼まな差ざしで大河内さんを見つめる私とは対照的に、彼は穏やかで落ち着いた表情を崩さない。そこには余裕すら感じさせられて、妙に惹き付けられた。

「それは、世間一般の〝結婚〟というものに意識が囚とらわれているからではないですか？」

「え……？」

「難しく考えることはないと思います。結婚をしても、お互いこれまで通りでいればいい。ただ法律上、夫婦という関係になるということ」

「結婚しても、これまで通り？」

「ええ。私はあなたの仕事を尊重しますし、まさか辞めろとは言わない。想像してみてください。もし、今回私とのこの話を断り、今後別の方と一緒になったとして。その相手があなたから仕事を取り上げるような人間ならどうでしょう？」

「それは絶対に嫌です！」

　即答した私に、大河内さんは「ですよね」と小さく頷く。

〝結婚というのはこういうもの〟そんな常識やイメージに囚われているから、婚姻届を提出するという行為が途と轍てつもなく神聖な儀式のように感じるだけ。

　でも、そんなことはきっとない。

　これから先、無理して結婚などせず、独り身で自由気ままに生きていきたいと思ってきた大河内さんと私。

　同じ考えの私たちが一緒になれば、もしかしたら物凄く居心地がいい人生が始まる……？

「日常生活はガラッと変わると思います。住まいと、生活を共にする相手は私になる。だけど、仕事やプライベートは今まで通りで構わない。必要があれば夫婦として表に出ればいい。いかがですか？」

　大河内さんの簡潔な説明に、気づけば「はい」としっかり頷いていた。

「では、決まりですね」

　大河内さんは端整な顔に柔らかい笑みを浮かべ、すっと手を差し出す。

「これから、よろしくお願いします」

「よろしく、お願いします」

　出された手に手を重ね、しっかりと固い握手を交わした。




　三月下旬。

　昨日辺りから東京でも桜が見頃だとテレビのニュース番組で取り上げられ、今日は綺麗に花を咲かせる桜を何度も見かけた。

「わぁ、嬉しい。美鈴さん、ありがとう！」

「モルディブ、スイーツはこれといって名物がないみたいで、ココナッツオイルと石せっ鹸けんなんだけど」

「ココナッツの？　えー、使うの楽しみ」

「お土産渡しにくるの遅くなっちゃったから、お菓子じゃなくてちょうどよかったかもね」

　金曜日の昼下がり。モルディブでのお土産を届けるため、私は七央と佑華さんの住むマンションを訪れていた。

　助産師である佑華さんはパイロットの七央と同じく勤務が不規則。今日は夜勤で、午後は出勤まで家でまったりしていると聞き、お邪魔する約束を取り付けた。

「モルディブ、どうでしたか？」

「うん、よかったよ。やっぱり海が綺麗だし。穏やかな国だったな」

「へぇー。いつか行ってみたいな」

　キッチンから出てきた佑華さんは、アンバー色のティーセットをトレーに載せている。

　私が掛けているソファまで運んでくると、ローテーブルの上のふたり分のそれを並べた。

「テレビとかでしか見たことないから、実際行ったらすごい感動的なんだろうなって思って。水上ヴィラでしたっけ？　死ぬまでに泊まってみたいな」

「死ぬまでって、行けるよー。七央におねだりしてみな。新婚旅行、まだちゃんと行けてないって言ってたじゃん」

「まとまった休みがなかなか取れないから、海外旅行ってハードル上がるんですよね。行きたいけど」

「そっか。佑華さんが休むとなると、病院、人員の調整が大変そうだもんね。でも、子どもが生まれる前に一回行ったほうがいいよ」

　モルディブの旅は、間違いなく日常を忘れられる極上の旅。

　カップルや夫婦で訪れるのが私としてはおすすめだ。もちろん、子連れウェルカムの家族で楽しめるリゾートアイランドも多くある。

　でも、十五歳以下はお断りなどの大人限定リゾートアイランドも存在するくらいで、大人だけの至福の時間が約束される。

「やっぱりそうなんですね。美鈴さんは？　仕事中どんなところに宿泊してたんですか？　やっぱりそういう絶景リゾート？」

「ううん、違う違う。私は普通に首都のビジネスホテルだよ。そこを拠点に動いてた感じで」

「そうなんですか。てっきり、ああいう海の上に建ってるホテルとかかと」

　淹いれてきた自分の分の紅茶に、佑華さんはたっぷりとミルクを注ぐ。透けたアンバー色のカップが白くなった。

「テレビなんかで映るああいうホテルは、さすがにひとりではね……」

　そう言いながらふと頭に浮かぶのは、思いがけず宿泊したモルディブ最終日の夜。

　でも、やっぱりその出来事はこの場では切り出せない。

「そっか。でもやっぱりいいな、モルディブ。すぐには行けないから、美鈴さんにもらったココナッツオイルと石鹼で少しでも気分味わいますね」

「うん。ぜひぜひ」

「あ、そういえば、今日何か話があるって言ってましたよね？」

　約束を取り付けたメッセージのやり取りの中で、佑華さんに例の話を報告しようと『話したいことがある』と言っていた。

　お見合いをし、大河内さんと結婚する運びになったことだ。

「あ……うん。実はね……」

　話を切り出そうとした、そのとき。リビングのドアが開き見慣れた顔が覗いた。

「あ、七央さん、おかえりなさい」

「ただいま」

「早かったですね」

　現れたのは、スーツ姿の七央。私服通勤で制服に着替えるパイロットの七央がスーツということは、本社で会議か何かに出たのかもしれない。それとも、私用という可能性もありだ。

「お邪魔してまーす」

「ああ。来てたのか」

「この間のモルディブのお土産を佑華さんに届けに」

　私たちが何か話していた雰囲気を感じ取った七央は、「どうぞ、続けて」と私たちの会話再開を促す。

「ああ、うん。えっと……」

「外したほうがいい内容なら今いなくなるから待って」

　七央の言葉に佑華さんの〝どうですか？〟という視線を受けて、即「大丈夫」と答えていた。

「ちょうどよかったよ。七央にも一緒に知らせておこうと思ったから」

　今この場にいなければ、佑華さんから伝えてもらおうと思っていた。だけど、ふたり揃っているならちょうどいい。

　淹れてもらった紅茶で口を潤し、私に注目するふたりに向けて口を開いた。

「この間お見合いした人と、近いうちに結婚することになりそうなんだ」

　もったいぶらず一気に報告をすると、佑華さんも七央も一瞬何を言われたのかわからなかったのか静止したまま。

　だけど数秒後、佑華さんの「えっ!?」いう声がリビングに響き渡った。

「え、美鈴さん結婚!?」

　独り身でいいと言っていた私が突然結婚すると言い出したのだ。佑華さんのこの反応は正しい。

「うん。ずっと独身かなって思ってたんだけど、ついにね」

「えー、わー、おめでとうございます！」

　興奮気味な佑華さんの向こうで、七央は「おめでとう」とひと言祝福を呟く。

　結婚の報告くらいそこまで緊張しないと思っていたけれど、言ってみると心臓が盛大に音を立てて動いていた。

「あの、相手の方はどんな方なんですか？」

　佑華さんは身を乗り出し、興味津々な様子で訊いてくる。

「あ、えっと、外務省に勤めている人で」

「え、外務省？　もしかして、外交官とかですか？」

「うん、まぁそんな感じ」

「すごーい！　エリートじゃないですか」

　盛り上がる佑華さんの声を聞きながら笑みを浮かべるものの、やっぱり本当のことはこの場では言い出しづらいと感じる。

　この先の縁談から解放されるため、利害の一致で結婚することを決めたなんて聞いたら、どう思うのだろう……？

　結局そのことは言い出せないまま、この後の約束の時間が近づいた。




　これから夜勤に出かける佑華さんを七央が病院まで送り届けるついでに、私も一緒に送ってもらうことになった。

　今から霞かすみヶが関せきまで行くと言うと、近いしついでに送ってあげてほしいと佑華さんが七央に頼んだのだ。

　ふたりの貴重な時間をこれ以上邪魔するのも申し訳ないと思い大丈夫だと伝えたけれど、その点は心配ご無用だとはっきり言われてしまった。

「じゃあ美鈴さん、また！　お土産ありがとうございました」

　佑華さんの勤める大学病院に到着し、助手席に乗っていた佑華さんが先に車を降りていく。パワーウィンドウを開き、後部座席から「うん、お仕事前にごめんね」と顔を出した。

「忙しくなると思いますけど、近いうちにゆっくりご飯でも食べながら話しましょうね」

「そうだね、また連絡するね。仕事、頑張って」

　佑華さんは「はーい！」とこちらに手を振りながら病院の敷地内へと入っていく。

　その後ろ姿を見送っていると、運転席の七央が「出すぞ」と声をかけてきた。

「うん。お願いします」

　佑華さんを降ろした車は、私を降ろす霞ヶ関へと向かって再び走り出す。

　ここから十分しないうちに到着するだろう。

「おじさんとおばさん、結婚決まって喜んでるか？」

　窓の外に流れる景色を見ていると、斜め前の運転席から七央が声をかけてくる。

　フロントガラス越しに目が合った。

「ああ、うん、そうだね。三十路ギリギリ。滑り込みセーフの二十代で結婚できそうだしね」

「とは言っても、実際お前が家からいなくなったら寂しいんだろうな」

「そういうもんかね」

「そういうもんだろ」

　再び沈黙が流れ、窓の外に視線を戻す。

　今日はこれから、大河内さんと会う約束をしている。私を連れていきたいところがあると、数日前に連絡をもらったのだ。今後のことについても話し合いたいと言われている。

　お互いの両親には、それぞれ今回の縁談を進めていくと報告した。

　あとは結婚に向けて準備を進めていくだけだけれど、私自身まだ頭と心が追い付いていない部分がある。

　モルディブで出会ってからまだ二カ月にも満たない。再会したお見合いからは、たった数週間というスピードで結婚へと話が進んでいるからだ。

「この辺りでいいか？」

「あ、うん。ありがとう」

　ぼんやりしているうち、お願いしていた外務省前の通りで停車する。

　そそくさと車を降り、歩道から助手席のパワーウィンドウ前に立った。

「わざわざありがとう。ごめんね」

「ああ、気をつけて」

「七央もね」

　軽く手を振り「じゃ」と一歩踏み出したところで、「美鈴」と呼び止められる。

　足を止め車の中を覗くと、七央がじっとこっちを見つめていた。

「幸せになれよ」

　思わぬ言葉をかけられ、すぐに反応ができなかった。ハッと我に返ったように笑みを浮かべ、「うん」と頷いてみせる。

　私の返事を聞いた七央はほんの少し口角を上げ、「またな」と車を出した。

　去っていく車を立ち止まったまま見送りながら、小さく息をつく。

　お互いを子どもの頃から知っている間柄。だからこそ、七央からかけられるそんな言葉は私にとっては感慨深い。

「幸せに、か……」

　呟きと共に見上げた頭上には、桜の花が八分咲き。外務省前は桜並木になっていて、満開が近いその道には、桜を見物しながら歩く人が行き交っていた。

　今日も持ち歩いているカメラを手に取り、ファインダー越しに桜を見上げる。撮りたいと思った桜の姿を収めながら歩みを進めた。

「嘉門さん」

「あっ……」

　桜を見上げながら歩いていたところ、進行方向から名前を呼ばれた。

　歩道の先にはチャコールグレーのスリーピースに身を包んだ大河内さんが立っていて、突然の登場に慌ててペコリと頭を下げる。

　まだ約束の時間より少し早く、ちょっと先に到着して大河内さんの働いている外務省を外からちらっと眺めようと思っていた。

　待ち合わせはここからもう少し離れたカフェだったから、こんなところでバッタリ会ってしまうとは思いもしない。

「こんにちは。お仕事、早く終わったんですか？」

「いえ、想定外のことが起こって約束の時間に待たせることになっては申し訳ないので、待ち合わせの時間に余裕を持って約束させてもらっていました」

「ああ、なるほど。そうだったんですか」

　さすが大河内さん。そんな予測の下の約束時間だったらしい。

「嘉門さんは、なぜこんなところに」

「あ、私は、桜をちょっと観てからと思いまして」

　思いがけず桜並木があって、外務省を眺めがてら約束の時間まで花見をしようと思ったくらいだ。

「そうでしたか。それは、ちょうどよかったです。ここの桜は毎年綺麗なので、見ていただきたかったですし」

　大河内さんの視線が私の肩からさげているカメラを捉らえ、フッと笑みをこぼす。

「さすが嘉門さん。今日もカメラを」

　常に何かしらの撮影機器を持っているのは、私にとっては当たり前のこと。だけど、一般の人にとって、それは目につくことなのだろう。

「はい。だいたいいつも持ってますよ。いつ撮りたいものが現れるか、わからないですからね。今日は持ってて正解の日でした」

　大河内さんの「行きましょうか」という声を受けて、桜並木を並んで歩き出す。

「ところで、今一緒にいた方はどなたですか？」

「え？　今」

　突然の質問に一瞬意味がわからなかった。でもすぐに、七央にここまで送ってきてもらったことを思い出す。

「あ、さっきのは友達で……あの、モルディブで話した、幼なじみです」

　そう答えてから、それは大河内さんが聞いたら微妙なことではないかとハッとする。

　片想いをしていた相手だったと、そう話していたからだ。

　利害の一致がきっかけとはいえ、仮にもこれから結婚して夫婦になる相手。いい気分にはならないはず。

　でも、嘘をついて隠すようなやましいことは何もない。

「ああ、例の話の」

「はい。あ、でも、奥さんも一緒で。今日、モルディブのお土産を届けに行ってたんです。それで、これから夜勤に出かける奥さんを職場に送り届けるついでに、私も一緒にそこまで。彼女、『帝てい慶けい医科大学病院』で助産師をしてるんです」

「そうですか……」

　事細かく説明したわりには、大河内さんからの反応は簡潔。

　すでに嫌な気分にさせてしまったのだろうか。

　いや、それとも特になんの関心もないのかもしれないと思い直す。

　桜並木をゆっくりと並んで歩きながらひとり悶もん々もんとしていると、となりから「嘉門さん」と呼びかけられた。

「交友関係に関して、特に口を出す気はありません。でも、一応今後は人目というものを気にしていただきたい」

「人目、ですか」

「ええ。あなたはこれから私の妻となるわけです。妻が夫ではない男の車から降りてくるのを第三者が見かけたら、あまりいいものではないと思いませんか？」

「あ……確かに、そうですね」

　そんな光景を目撃すれば、私たちの結婚を知っている相手であれば浮気と思うに違いない。

「こんな場所なら尚なおのこと。あなたの顔を知る人間もこれから増えるでしょうから」

　外務省の前なら、大河内さんと一緒に働く人も多くいる。

　そんな場所で取る行動ではないことに気づくのが遅すぎる自分にゾッとして言葉を失った。

「ごめんなさい。私、軽率すぎて……」

　それでもなんとか言葉を見つけて口にすると、見上げた大河内さんは「あっ、違うんです」と何かを否定する。

「すみません。少し大人げない言い方をしましたね」

　そう言って横顔にほんのり弱ったような笑みを浮かべた。

「そんなことないです！　大河内さんの言う通りだと思いましたから。本当に、すみません。以後気をつけますので」

「大丈夫ですよ。今後、気をつけていただければ」

「はい。ごめんなさい……」

　交友関係に口は出さないと言った大河内さんは、七央のことは一切咎とがめない。

　ただ、傍から見て破は綻たんしている夫婦と思われないようにだけ気をつけてほしい。そういうことなのだろう。

　これから結婚することに対しての自分の意識の低さに反省しながらも、大河内さんのあっさりとした意見に改めてこの結婚の形を考える。

　そんなとき、ふと頭にモルディブを去る間際に大使館で目撃してしまった光景が浮かんだ。

　大河内さんには、舞い込むお見合いを拒否したい理由が確かにあった。

　お相手がいるのに、私とこんな形で結婚してしまってもいいのか。

　私に交友関係には口を出さないと言ったのは、自分にも特別な相手がいるから……？

　だとすれば、この結婚は仮面夫婦ということだ。

「少し歩きましたが、大丈夫ですか？」

「あ、はい。全然大丈夫です」

　沈黙のまま銀ぎん座ざ方向に歩みを進め、都会のオアシス『日ひ比び谷や公園』に差しかかった。そのまま『帝てい国こく劇げき場じょう』方面に向かっていく。

　元々約束していたフレンチカフェに到着し、大河内さんは窓際の席へと私を促した。

　金曜日の夕方。店内は半分以上の席が埋まる賑わいをみせている。

　それでも店内が落ち着いて感じるのは、ダークブラウン調のシックな内装のおかげなのかもしれない。

「何にしますか？」

　メニューに目を落とした大河内さんに倣って、それぞれの席に置かれたメニューを手に取る。

「そうですね……」

「何か食べますか？　もし、お好きなものがあれば。確か、甘いものはお好きと言っていましたよね？」

「はい、好きです。でも、ケーキとかよりは、この中ならパフェ系ですかね。フルーツが好きなので」

「それなら、ここのフルーツパフェは美味しいみたいですよ。季節のフルーツをふんだんに使ったパフェが有名みたいです」

「そうなんですね。じゃあ、そのフルーツパフェにします」

　通りがかったスタッフを呼び止め、大河内さんがオーダーする。

　私はフルーツパフェと温かいアールグレイティーを頼み、大河内さんはブレンドコーヒーを注文した。

　モルディブでの食事の際、話の流れで甘いものは好きだと話した。何気ない会話の内容を覚えていてくれたのが嬉しい。

「早速ですが……」

　スタッフが去った席で、大河内さんが傍らに置いているブリーフケースを手にする。

　そこから一枚のカードを取り、私に差し出した。

「これは？」

「新居のカードキーです」

「え、新居？」

　驚くフレーズが出てきて、つい訊き返す。

「伺った条件を元に、私のほうで用意させていただきました」

　入籍し、一緒に住むことになるマンションの希望地域や、インテリアの好み、必要な家具家電についての質問がメッセージアプリで来ていたのはお見合い後すぐのこと。

　訊かれた質問に返信はしていたけれど、まさかこんなに早く住まいが決まりカードキーを渡されるなんて思いもしない。

「嘉門さんはフリーランスで通勤もなく場所はお任せということだったので、この近くの物件で決めさせてもらいましたが、よかったですか？」

「はい、それは構いません」

　毎日どこかに通勤をしているわけではない私の仕事柄、住まいの場所は大河内さんの都合で決めてもらっていいと伝えていた。

　この辺りなら、大河内さんの通勤も楽だろう。

「住まいは、インテリアコーディネーターに依頼をして、すでにいつ入居しても問題ない状態に仕上がっています」

「え、すごい。そうなんですか？」

「はい。一度見にいってきましたが、落ち着いたいい感じの部屋でした。嘉門さんが気に入ればいいのですが」

　さっきオーダーを受けていったスタッフが戻ってきて、大河内さんのブレンドコーヒーと私のアールグレイティーを置いていく。パフェはもう少々お待ちくださいと言われた。

「それから、挙式などの希望をまだ伺っていませんでしたね」

「挙式……」

「何か希望の形があれば教えていただきたい。お互いの両親にも要望は訊いて、一番いいスタイルの結婚式ができたらと思っています」

　新居の話から、結婚式のこと。

　いよいよ本当にこの目の前にいる大河内さんと一緒になるということが現実味を帯びてくる。

　でも、淡々としているせいか、どこか事務的に感じられる。仕事をこなしていくような手際のよさのせいだろうか。

「希望の形は……私はやっぱり、普通の教会での結婚式ですかね。ウエディングドレスは着てみたいかなって」

　結婚に縁がなかった今までは、仕事でウエディングドレスを見ても綺麗だなと単純に思う程度だった。

　だけどここ最近、街中でディスプレイされているウエディングドレスを見つけて無意識に足を止める自分がいた。結婚が自分にとって近づいてきた現実だからなのだろう。

「そうですか。では、その希望通り進めていきましょう。ご両親にも希望を訊いてみてください」

「わかりました」と返事をしたタイミングで、私のオーダーしたフルーツパフェが遅れて運ばれてくる。

　背の高いパフェグラスの中は赤とピンクと白の層になり、スライスされたイチゴが透けて見えている。上には艶のある真っ赤なイチゴが何個も載っていて、思わず「わぁ、豪華」と呟いていた。

「食べ終わったら、早速行ってみましょうか」

「あ……新居、ですか？」

「ええ。見てもらって、何か足りないものなどあれば早めにわかったほうがいい」

「そうですね」

「それと、ここで話すには不向きな話もあるので、ふたりきりになれれば」

　え……？

　ここでは話せない内容とは一体どんな話なのか。

　長い指先でコーヒーのカップを掴んだ大河内さんを目に、また「わかりました」と返事をした。




　カフェを出たのは午後六時過ぎ。

　外はすっかり夜の街となり、昼間よりも空気がひんやりと感じる。

　夜は少し冷えると思い、今日はタートルネックのニットプルオーバーのレイヤードコーデに決めた。

　ニットは季節柄パステルグリーンのものを選び、春っぽい印象になるように。パンツはベージュの肌馴な染じみのいいカラーにした。

　吹き込む春風に肌寒さを感じニットのチョイスは正解だったなと思いながら、ふんわりと首回りを包むニットに顔を埋めた。

「あの、また一円も出してないんですけど」

　またもカフェの支払いをし損なってしまい、大河内さんに意見する。

　ちょっとレストルームに席を外した隙に先に支払われてしまい、店を出る間際また財布を手にオロオロしてしまった。

「またそれですか。もうそんなことは気にしないでください」

　大河内さんはもう慣れたことのようにクスッと笑い、軽く流すように言う。

　この様子では、いい加減しつこいとでも思っているのだろうか。

　しつこいと思われても、やっぱり黙ってはいられない。

「気にしないでって……そういうわけには」

「あなたと私は、じきに結婚するんです。今は婚約者という立場なんですから、私はあなたに一切の支払いをさせるつもりはありません」

　理由と共にきっぱりとお断りされてしまい、それ以上食い付けなくなる。

　結婚、婚約者――。今更ながらそんなフレーズについ動揺した。

「わかりましたか？」

　黙ってしまった私に、大河内さんは微笑みかける。

　そういうものなのかな、いいのかな、そんな思いを抱きながら「わかり、ました……」と渋々口にする。

　私の返事を聞いた大河内さんは「よろしい」なんて、ちょっとふざけた口調で言ってみせた。

「まだ、婚約をしたという実感がないのはわかります。私が婚約者だという意識も薄いのでしょうね。無理もないです」

　そう言った大河内さんは、となりを歩く私へすっと手を差し出す。

「……？」

「どうぞ。手でも繋ぎましょう」

「えっ」

「そんなに驚くことではないでしょう」

　足を止めてしまった私をふっと笑い、大河内さんは自分側の私の手を取る。

　掴んだ手は指を交互にして繋がれ、引かれるような形で再び歩きだした。

　手を繋いで歩くと思っていなかった私の鼓動は、途端に大きな音を立て主張し始める。

　手を繋ぐことなんて、大したことではない。

　だって大河内さんとは、キスもその先も、あのモルディブ最後の夜に――。

　だけど、あのときとはまた違った胸の高鳴りが止まらない。

　いつの間にかタクシーを捕まえた大河内さんに連れられ到着したのは、カフェから程近い高層タワーマンション。

　ブラック系のタイルを基調としたスタイリッシュなエントランスを、手を引かれ歩いていく。

　ホール内にはコンシェルジュカウンターもあり、入ってきた私たちに気づいたコンシェルジュが丁寧に頭を下げていた。

「なんか、すごいマンションじゃないですか？」

「セキュリティ面で安心していただける場所を条件に探しました。コンシェルジュ付きに加え、多重のオートロックシステム。エレベーターはフロアカット機能が搭載になっています。訪問先のフロア以外には停止できない。共有スペースには防犯カメラも設置されていますし、人と機械とで万全なセキュリティ体制になっています」

「すごい……」

「場合によって、私が長期不在になることも想定してです」

　そっか。今は日本に戻って本省勤務だけど、どこかの国に派遣される場合だってあるわけだもんね。

　そうなると、ここでひとりで暮らすこともあるのか……。

　でも、私の身を案じてこんなセキュリティ万全のところに住まいを用意してくれたなんて嬉しいな。

　ふたつずつが向かい合う四基のエレベーターのうちのひとつに乗り込み、大河内さんはカードキーを使って階数を指定する。

　音なく上昇していくエレベーターが到着したのは、二十三階のフロアだった。

　これまで戸建ての実家を出たことがない私は、マンションに住むということが初めて。エントランスに入る前から聳そびえるタワーマンションに圧倒され、中に入ってからはラグジュアリーな共有スペースをきょろきょろと見回している。

「ここですか？」

「はい」

　カードキーで解錠した大河内さんは、ドアを開け「どうぞ」と中へと私を促す。入った玄関が想像していたよりも広く、思わず「広い」と呟いた。

　黒い大理石の床から靴を脱いで上がる玄関の高さは低く、白くピカピカの廊下に続く。

　天井近くまであるシューズラックは多くの靴などを収納できるのが一目瞭りょう然ぜんで、その扉の一部が鏡張りになっていた。

「ほんとだ。もう完成してる……」

　インテリアコーディネーターに依頼したという部屋は、どの部屋も家具家電が入り今すぐからでも生活がスタートできる状態だった。

　それでいてモデルルームのように美しく、センスがよい。

　ブラックを基調としたマンションに合わせ、コーディネートされた部屋はモノトーン調で落ち着いた雰囲気だ。

　そして、なんと言っても高層階からの眺めは絶景。寝ても覚めてもこの景色を見ることができるのだ。

「どうぞ、好きに見てみてください。何か気になるところがあれば教えていただきたい」

「わかりました。では、失礼して……」

　リビングからじっくりと部屋の中を観察して回る。壁に埋め込まれるように設置された大画面のテレビに、白い革張りのソファ。

　キッチンにはスタイリッシュな最新調理家電が入っていて、使いこなせるように料理の勉強もしないといけないと密かに思った。

「どうです？」

　寝室を覗いているところで、リビングにいたはずの大河内さんが現れた。

「はい。もう、文句の付けどころのない住まいだと思います」

「そうですか。それはよかった。では、少しこちらにいいですか？」

「あ、はい」

　踵を返した大河内さんの後に続きリビングに戻ると、ソファ席のローテーブルの上、折りたたまれた紙が一枚置かれてあった。その横にはペンも用意されている。

「私の部分は記入を済ませてあります。あとは、嘉門さんに書いていただいて、提出すれば手続きは完了です」

「え、もしかしてこれって」

　大河内さんの掛けるとなりに腰を下ろし、テーブルから紙を手に取る。

　開いた紙には〝婚姻届〟の文字があった。

　これから結婚するということが、目の前に現れた婚姻届によって裏付けられた。

　本物を見るのはもちろん初めて。

　大河内さんが言った通り、〝夫になる人〟の部分の記入はすでに済まされている。

「本当に、結婚するんですね……」

「これを見て実感湧きましたか」

「はい。でも……本当に、私がここに書いてもいいんですか」

　今更言うことではないかもしれない。

　でも、ここで確認しなければもう後がない。

　モルディブで見たあの女性のこと。

　この結婚を進めても、彼女とのことは問題ないのか……それが言い出せない。

　何でも臆することなく意見できるタイプの人間のはずなのに、おかしい。

「よくなければ、今あなたと、この場所で婚姻届を前に話していないです。何か、引っかかることがありますか」

「……いえ、何も、ないです」

　結局、喉のど元もとまで来ていた言葉を声に出すことはできなかった。

　この結婚の一番の意味は、延々と続くであろう縁談から逃れ、互いの両親を安心させるため。

　そして、結婚に対して同じ意識である私たちが一緒になれば、理解もあり、快適な未来が約束されるだろうという好条件にお互いが乗っかったから。

　仮面夫婦――プライベートには口を出さないと大河内さんに言われたこともあり、私も彼を追及してはいけないと思ってしまった。

「じゃあ、書きます」

　ペンを取り、一気に書類を埋めていく。

　今の私のような気持ちでこの紙を書く人はいるのだろうか。これを書くときは、誰もが幸せの絶頂なのではないだろうか。

　そんなことを漠然と思いながら難なく書類を書き終えた。

「これでいいでしょうか」

　ペンを置いた私の横から大河内さんが紙を取る。書類をざっと見た彼は「うん」と小さく頷いた。

「よさそうですね。では、婚姻届はこれで完成ということで。提出はどうしましょうか。一緒に行きますか？　特にこだわりがなければ、明日にでも出しておきますが」

「あ……特に、こだわりはないです」

「わかりました。では、明日提出しておきます」

　事務処理をするような速さで事が運び、何だか拍子抜けする。

　これで本当に、大河内さんとは夫婦という関係になるのだ。あまりに実感が湧かず、思わずふふっと笑いが込み上げた。

「なんか、やっぱり全然実感湧かないですね。これで、大河内さんが私の旦那様になるとか、よくわからないです」

「そうですね。確かにそう思います」

「あの、ひとつ提案なんですけど。一応これから夫婦となるわけですし、大河内さんがその丁寧な敬語を私に使うのは、やめにしませんか？　私のほうが年下ですし」

　他人行儀に感じる理由のひとつとして、大河内さんの話し方があると思う。

　そこを崩してもらえれば、少しは結婚したという、彼が夫だという実感が湧きそうだ。

「なるほど。わかりました。では、遠慮なく」

「はい。遠慮はいりません！」

「そう言うけれど、あなたも俺を〝大河内さん〟呼びするのは今日で終わりにしようか」

　私の要望に気持ちいいくらい切り替えて話し方を変えてきてくれた大河内さんに、不覚にもドキッとしてしまう。敬語じゃない彼は私にとっては新鮮だ。

「あ……そっか。私も、もう大河内ですもんね」

　これまで苗字で呼んできたのも、夫婦になれば変えていかなくてはならない。

　それだけ、私たちの関係が浅いことを物語っている。

　結婚を予定しているふたりが苗字で呼び合っているなんて、きっとあまりないことだろう。

「じゃあ、晶さんで」

「うん。それだけで一気に距離間縮まった」

「え、本当ですか？」

「美鈴」

　不意に名前を呼ばれ、鼓動が跳ね上がる。

　晶さんはそんな私に気づくはずもなく、「どう？　そう思わない？」なんて訊いてみせた。

「そうですね。確かに、距離が縮まった感じがします」

　平静を装いながらも、音を立て始めた心臓は一向に落ち着かない。

　一体どうしてしまったのだろうかと自分を心配し始めたとき、となりから伸びてきた晶さんの手が私の手に触れた。

　手持ち無沙汰から、膝の上で人差し指にはめているファッションリングをいじっていた手を取られる。

　どうしたのかと顔を上げて、こっちをじっと見つめている晶さんと目が合った。

　口元には薄っすらと笑みを浮かべているけれど、瞳の奥には何か熱を灯ともしている。

　その端整な顔を目の前にして、すでに音を立てている鼓動が更に暴走を始めた。

「それなら……もっと距離、縮めようか」

　じりっとソファに掛ける距離を詰められ、掴んだ手首を引かれる。

　晶さんは私の目を覗き込むように顔を傾けた。

「婚約者は、どこまで許してもらえる？」

「えっ……ど、どこまでって」

　私の指を握っていた手が腰へと回り、両手で抱き寄せられる。

　晶さんの唇を耳元すぐのところで感じ、全神経がそこに集中した。

「あっ」

　髪の隙間から耳じ珠じゅに口づけられ、思わず変な声を漏らしてしまう。それらしい声に自分自身で恥ずかしくなり、顔面が熱くなるのを感じた。

　それでも晶さんはお構いなしに耳じ朶だに軽く歯を立てる。

「晶さっ、だめ」

　近づき触れられたことで、あのモルディブでの夜が鮮明に蘇る。

　探るようにじっくりと暴かれた甘い時間は、それまでに体験したことのない濃厚な密事だった。

　耳元から離れた晶さんに再び顔を覗かれる。

　目が合って、いつもと変わらない穏やかな笑みを見せられ胸がきゅっとなった。

「晶さん、っ――」

　言葉を遮るように唇が塞がれ、柔らかさを確かめるように口づけが深まる。息をつく間もなく彼の熱い舌が口内に侵入し、戸惑う舌が捕まった。

　キスだけでこんな風にとろけそうになるのは晶さんが初めて。

　あのモルディブでの夜もそうだった。

　全身の力が抜けるようで、体の芯がきゅんと震える。

　キスから解放されたときには脱力して、彼の胸に縋すがり付くような状態だった。

「っ、んっ……」

　でも心なしか、今日の口づけはあのときよりも優しさが増している気がする。

　行ゆき摺ずりの相手でしかなかったあのときの私にすら、晶さんは終始優しく丁寧だった。

　だけど今は、愛し合ってはいないとはいえ、もうすぐ結婚をする婚約者という関係に変化した。だからなのかもしれない。

　口づけを終えた晶さんは、そのまま腕の中に私を閉じ込める。

「今日のところは、ここまでで我慢しておく」

　そんな甘く悪戯な言葉を囁き、しばらく私を抱きしめていた。










４、思いがけないバースデー




　三月も残すところあと二日となった三月三十日。

　今日は午前中から引っ越しで、単身パックを利用して実家から荷物を運び出した。大物の家具などはないため、引っ越し自体は簡単に済んだ。

　婚姻届を書いたあの翌日、予定通り晶さんがひとりで書類の提出に行ってくれた。

　私は自分が人妻になる瞬間を見届けることもなく、その後かかってきた晶さんからの「今、行ってきた」という報告の電話で役所への提出を知った。

　あとになって、やっぱり提出くらい同行すればよかったかなと少し思ってしまったのは言うまでもない。

　その後、晶さんは両家の両親を招待し、食事会の席を用意してくれた。

　結婚の報告と、今後の生活についてリードして話をしてくれ、食事会の帰りのタクシー内で両親は晶さんを絶賛していた。

　お見合いをして結婚相手を必死に探そうとしていた両親には、正直うんざりしていたし、煙けむたいとも思っていた。

　だけど、両親の喜ぶ姿を見て、この結婚は悪くなかったと素直に嬉しくなった。紆う余よ曲きょく折せつあったけれど、きっとこれでよかったのだ。

　今日の引っ越しは私だけで、晶さんは別で数日前の週末に引っ越しを済ませていた。

　本当なら同じ日に越してくるのがよかったけれど、ここ数日は撮影で京きょう都とに出かけていて上手く都合が合わなかった。

　衣類や日用品、仕事関係の物の荷解きを終え、夕方三時過ぎにはひとり買い物に近くのスーパーマーケットを訪れた。

　この間の両親たちとの食事会の席で、食事についての話題が持ち上がった。

　海外に長期滞在している間はなかなか日本食を口にする機会が少なく、帰国してからは和食ばかり好んで食べていると晶さんは言っていた。

　それを聞いたら、食事は和食メニューにするしかないと思い、今日は鯖さばのちらし寿司とタケノコとワラビの煮物、蛤はまぐりのお吸い物というメニューに決定した。

　私も仕事で家を空けることが少なくない。

　仮面夫婦とはいえ、家にいられる日は食事の支度は進んでやりたいし、一緒に食卓を囲みたいと思っている。

　晶さんはどう思っているかわからないけれど、もし必要がないのであれば無理して食事を用意しなくてもいいと思う。

「……よし、できたかな」

　食事の用意が済んだのは、六時を少し回ったところ。

　日本に戻ってからの晶さんの勤務時間は、朝九時半から夕方六時十五分と聞いている。

　でも、在外公館での仕事よりも仕事量があり、定時に仕事を終われないことが多いという。

　国の動きに左右される仕事柄、国会開催期間や国際情勢に大きな動きがあれば夜遅くまで仕事をしている日もあるようだ。

　その状況を考えると、一緒に夕食を囲むのも稀まれになってしまうのかもしれない。

　夕食の支度を終えて一段落し、手に取ったスマートフォンには晶さんからの連絡は入っていなかった。

　昼休みに連絡をくれたのが最後のメッセージ。

　そのときは、引っ越しは無事に済んだかと訊かれ、今晩遅くなりそうなら連絡を入れると言っていた。

　未だ連絡がないのを見ると、スマートフォンを手に取れないくらい忙しいのかもしれない。

　連絡を待ってスマートフォンを眺めていても仕方ないと切り替え、先にバスルームに行くことに決めた。

　ハイグレードマンションのバスルームは広く快適。もちろん足を伸ばして湯船に浸かれるし、肩湯やミストサウナまでついていた。

　元々長風呂のお風呂好きだけど、これはお風呂好きに拍車がかかりそうだ。

　肌を整え髪をだいたい乾かし、バスルームをあとにする。

「ひゃっ！」

　廊下に出たところでスーツ姿の晶さんと鉢合わせ、悲鳴に似た変な声が飛び出した。

「悪い。驚かせるつもりじゃなかったんだけど。今少し前に帰った」

　私の様子に晶さんは謝ってくれたけれど、晶さんは何も悪くない。

　こんなセキュリティ万全のマンションの家の中なのだから、百パーセントに近い確率でそこで会うのは晶さんしかいないのだ。

「ごめんなさい。まさか帰っているとは思わなくて、反射的に変な声を……あっ、おかえりなさい」

　晶さんは「ただいま」と微笑み、私の頭に手を置く。

「髪、まだ乾いてない」

「あ、一回スマホを見ようと思って。晶さんから連絡が入っているかどうか確認してから続きをと……」

　そう言うと、晶さんは「おいで」と私の背をそっと押してバスルームへと連れていく。

　洗面台に用意されている椅子を引き出し私をそこに座らせ、おもむろにドライヤーを手に取った。

「あの、晶さん。自分でやりますから」

「俺がやってみたいだけなんだけど、だめか？」

「え、だめではないですけど、仕事から帰宅した人にやってもらうことではないかなって」

　晶さんはフッと笑い、「それなら問題なし」とドライヤーをオンにした。

　少しずつ毛束を手にして、丁寧に乾かしていく。

　人に自分の髪を乾かしてもらうのはヘアサロンくらいで、男性にこうして乾かしてもらうのは初めて。

　指先で髪を梳すくようにされるとくすぐったい感じがして、そのたびに肩が小さく揺れる。

　疲れて帰ってきているのに、好んで私の髪を乾かしてくれるなんて晶さんも物好きだ。

「うん、いいかな。完全に乾かしすぎも髪によくないっていうから、これでいいと思う」

　乾かした髪を手櫛で整えた晶さんは、ドライヤーを片付ける。

「ありがとうございます。すみません、帰宅早々に」

「長い髪を乾かすのが新鮮で楽しいよ。毎日大変だな、乾かす時間がかかって」

「ですね。夏とかドライヤーが熱くって。でも、もう長年のことなので慣れましたけど」

　そんな話をしながら揃ってリビングに出ていく。

「この時間に帰宅できたっていうことは、今日は早いほうですか？」

「ああ、少しだけ残業だった」

「よかったです。晶さんの仕事の都合わかってなくて、夕飯を用意してしまっていたので」

「え、作ってくれたの？」

　どこか驚いた様子で晶さんは訊く。

「はい。私も、家を空ける日があるので、仕事がないときや、ここにいられるときくらいは食事の用意ができたらいいなって」

　キッチンに入り、蛤のお吸い物を温める。

　晶さんは私の後についてきて、まだ片付けが途中のキッチンを目にする。

　タケノコとワラビの煮物を盛り付けていると「お、和食？」と訊かれた。

「はい。あ、もう食べられますか？　すぐに出せますけど」

「せっかくだから、すぐにいただこうかな」

「じゃあ、出しますね」

　それからすぐ、ふたり分の食事をダイニングテーブルに並べた。

　一度リビングを出ていった晶さんは戻ってくるとスーツのジャケットを脱いでいて、シャツの腕をまくってキッチンに入ってくる。

　どうしたのかと思っているうち、流し台で調理器具を片付ける私の横に並んで立った。

「何か手伝えることがあれば」

　どうやら手伝いをしようと来てくれたらしい。流し台についた手に視線を奪われ、筋張った男らしい腕にどきりとする。

「ありがとうございます。でも、大丈夫ですよ。食べましょう」

「じゃあ、片づけは俺がやるから」

　食事を用意した席につき、晶さんが並んだ料理をまじまじと見つめる。

　そういえば嫌いなものや食べられないものがないか訊かなかったけど、今日のメニューは大丈夫だろうか。

「もしかして、この間の両親たちとの食事会で和食が好きだって話したから、このメニューを？」

「あ、はい。嫌いなものありましたか？」

　訊くと、晶さんは「いや」と微笑む。

「気にかけて作ってくれたんだなって、嬉しくて」

「あ……そういうことか」

　ホッとした思いをつい呟く。そういう風に言ってもらえると、作ってよかったなと思える。

「日本食を食べられない場所に行くこともあるから、国内にいるときは和食を好んで食べてる。けど、和洋中何でも食べるから、もしまた作ってくれる機会があるなら、あまり気にしなくていい」

「迷惑じゃなければ、これからも作らせてください」

〝もしまた作ってくれる機会があるなら〟そんな言い方に即言葉を返していた。

　契約上の関係だから仕方のないことだけど、なんとなく、寂しい言い方だなと思いながら。

「ありがとう。楽しみにしてる」

　晶さんは「いただきます」と箸はしを手に取り、蛤のお吸い物から口をつけた。

　鯖のちらし寿司も煮物もお吸い物も、晶さんは「美味しい」と嬉しそうに呟きながら食べてくれた。

　その様子を目にしながら、ちゃんと作れていたことに安堵する。今日は料理動画を参考に調理に取りかかったからだ。

　今まで実家住まいな上に、家を空けることが多い人生を歩んできたため、料理の経験に乏しく、腕もないほうだ。同じ歳の女性平均から見れば、間違いなく平均値には達しない。

　だからこそ、今後は料理の勉強もしていこうと改めて心に誓った。

　晶さんが「美味しい」と今晩の夕食を食べてくれたことで、改めてそう思わされたのだ。

　食事を終えたのは八時を少し回った頃。

　今日は九時からリモートで取引先との打ち合わせが入っていて、しばらく自室にこもると晶さんに知らせた。

　その都合もありいそいそと片付けを開始すると、晶さんは食事前に宣言していた通り食器洗いを買って出てくれて、大丈夫だと遠慮する私を制してキッチンに立った。




『――うん、じゃあこのチョイスで進めるわ。変更あればまた連絡するわね』

「オッケーです。ありがとうございます」

　先日のモルディブで撮った何百枚という写真から、使用したいという写真を選ぶ打ち合わせ。

　相手の編集者さんは付き合いも長くお互いに気心の知れた間柄のため、早朝や深夜問わずふたりの都合のつく時間で打ち合わせを予定していた。

『あ、少し早いけど。美鈴さん、ハッピーバースデー！』

　仕事の話が一段落すると、画面の向こうから拍手と共にお祝いの言葉をかけられる。

「ああ、そうだった。ありがとうございまーす」

　明日、三月三十一日は私の誕生日。いよいよ三十歳になる。

　少し前まで二十代も残すところあと少しか、なんて思っていたけれど、ここのところ人生の急展開で誕生日のこともすっ飛んでいた。

　二十代もあと三時間もしないうちに終わってしまう。

『三十代にいらっしゃいませー、ね』

「はい。もうすぐ仲間入りしますよ」

『急に結婚もしたなんていうから驚いたわよ。明日はご主人とお祝い？』

「あー……」

　そんな風に訊かれて、明日が誕生日だということは話題にも出していなかったと今更気づく。自分自身でもちょっと忘れていたくらいだ。

「仕事の都合もあるので、予定は特には」

『えー、新婚が何言ってるのよー』

　他人が聞けば、新婚夫婦が誕生日を一緒に祝わないなんて有り得ないことなのだろう。

　でもそれは、〝普通のカップルなら〟の話だ。




　打ち合わせを終え、自身のビジネス用ウェブページの更新を行い、自室を出たのは十一時半を回った頃だった。

　リビングは照明が暗めに落とされ、窓の向こうの夜景がくっきり綺麗に望めた。

　水でも飲もうと入ったキッチンはきっちりと後片付けが済んでいて、その完璧さに申し訳ない気持ちになってしまった。

　きっちりと抜かりない晶さん自身が現れているような感じがする。

　ウォーターサーバーから冷たい水をコップに注ぎ、ふと目にしたリビングの時計は十一時四十分を指していた。

　二十代終了まで、あと二十分、か……。

「美鈴？」

　ぼんやりとしている背中に突然呼びかけられ身を翻ひるがえすと、リビングを入ったところに晶さんが立っていた。

「お疲れ様。仕事は終わった？」

「はい。お疲れ様です」

「遅くまで大変だな。頭が下がるよ」

「いえ、そんなことは全然。フリーなので、仕事の時間が様々なだけです」

　食事のときは帰宅後のスーツ姿だった晶さんも、今はリラックスしたＴシャツにスウェットパンツの姿。

　考えてみれば、スーツ以外のプライベートな格好を見たのはこれが初めてだ。

　いつもきちんとセットされている髪も、今は入浴後で無造作にさらりと流れている。

　目の前まで来た姿を見上げ、鼓動がトクトクと音を立て始めた。

「もう休む？」

「あ、はい。そろそろ……」

　答えながら、今の今まで気にも留めてなかった重大なことに気がついた。

　この住まいには寝室はひとつ。ベッドルームには新婚らしく、大きなベッドがひとつ用意されている。となると状況的に、あの寝室で一緒に眠るということになるの……？

　それはやはり愚問だったようで、晶さんは私の背に手を添え寝室へと入っていく。当たり前のようにベッドに上がる様子を前に、動揺を隠しベッドに潜り込む。

　ダブルサイズ以上ある広いベッドの上、ふたりの間にはもうひとりくらいが眠れるほどの距離がある。

　間接照明の淡い光の中、じっと天井の一点を見つめて気持ちを落ち着けていき、ひとり勝手に意識してしまったと冷静に考え直した。

　寝室が同じだからって、私たちは愛し合って一緒になった夫婦とは違う。

　そこの根本的な部分が違うのだから、変に構えたら相手に失礼なことだ。

　モルディブでの夜のことが思い出されるから意識してしまったけど、現にこの距離感を保っている。

　あの夜のことは、お互い〝羽目を外した〟だけなのだ。

「美鈴、明日の予定は何かある？」

　わずかに訪れ始めた睡魔にぼんやりしていた中、となりから晶さんの声が聞こえた。

　顔を向けると、私のほうに体を向けた晶さんと目が合う。

「明日は……特には」

「仕事は？」

「撮影の予定も入ってはないです」

　一応自分の誕生日ということもあって、予定もないのにスケジュールは空けていた。

　毎年、誕生日は仕事を入れていないけれど、これといって何かするわけでもない。その年によって、友人とご飯を食べたり、両親に家で祝ってもらったり、まちまちだ。

「そうか。じゃあ、明日は俺が時間もらおうかな」

「え……？」

　晶さんは枕元からスマートフォンを手に取り、点灯した画面に目を向ける。それを元の位置に置くと、私に体を向け自分の腕を枕にした。

「誕生日おめでとう」

　思わぬ言葉に、「えっ……」と目を見開く。

「知ってたんですか……？」

　まさか、という思いで訊く私に、晶さんは微笑を浮かべ「もちろん」と言う。

「二十代滑り込みで結婚だっていう話題も出てたし、見合いのプロフィールだって見てるから誕生日は知ってるだろ」

「あ、そっか……」

　晶さんの枕元のスマートフォンの画面には、日付が変わり【00：01】と表示されているのが見える。こんな風に日付が変わってすぐ、おめでとうの言葉をかけてもらうとは思いもしなかった。

「ありがとうございます。すごく、嬉しい」

　嬉しさが込み上げて、自然と笑みがこぼれる。

　満面の笑みを見せる私に、晶さんは手を伸ばし頬を撫でた。

「その顔は反則だな。可愛すぎる」

　そう言った晶さんは上体を起こし、私へと一気に距離を詰める。

　上から覗くように迫られ、あっという間に唇を奪われていた。触れるだけの口づけは、ほんの数秒で離れていく。

　近距離で目を合わせ、晶さんは私の顔をまじまじと見つめ口を開いた。

「夫婦になったことを実感するために、美鈴を抱きたい」

　ストレートすぎる要望に、心臓が驚いたように拍動する。ドッドッと内側から体を叩かれているように感じて、胸の前を両手で押さえていた。

　まだほとんど触れられていないのに、自然と全身の熱が上がっていく。

　モルディブでのあの濃厚な夜が鮮明に蘇り、きゅんと体の芯が震えた。

　自分の胸を押さえていた両手で、晶さんの胸元にそっと触れる。高鳴る鼓動の中、しっかりと目を合わせた。

「いい、ですよ。私も……抱いてほしい」

　私からの返事の後は、もう言葉はいらなかった。

　柔らかく微笑んだ晶さんに抱きしめられ、甘く深く唇を塞がれる。やっぱり口づけだけでとろけてしまった私を、晶さんはじっくりと暴いていく。

　お互い同意の上で体を重ねた、モルディブでの夜以来の触れ合い。

　それなのに、耳や首筋が弱いことは熟知されているし、我慢できず声を上げてしまうほど背中が感じることを発見された。

　下着のホックを外され、背骨に沿って悪戯な指が滑っていく。それだけでベッドに横たわる体はびくりと跳ね、背後からクスッと笑う気配を感じた。

　追い打ちをかけるように、今度は柔らかい唇とさらりとした前髪が背中を這う。

「っ、あ、き……さん、それ、だめっ」

「だめ……？　もうやめる？」

　耳元で聞こえた意地悪な声に小さく首を横に振ると、晶さんは「じゃあ、もっとね」と甘く囁き耳珠に口づけた。

　寄せては返す波のような快感に溺おぼれながら、さっきの晶さんの言葉が頭の中を占領していく。

『夫婦になったことを実感するために、美鈴を抱きたい』

　あの言葉は、一体どういう意味なのだろう。

　私たち夫婦は、名ばかりの夫婦。この行為だって、ただ快楽を求めるだけのもののはず。

「美鈴……美鈴――」

　難しいことを考える思考は、何度も私の名前を呼ぶ晶さんの声で溶かされるように消えていく。

　今は、もういいや。

　全身で彼の熱い欲望を受け止めながら、気づけば何も考えていなかった。




　翌日。

　新婚初夜の夜更かしのせいで、ベッドを起き上がったのは午前十時半を回った頃だった。

　午前中はゆっくりと過ごし、お昼過ぎに晶さんの提案で外出することに。

　黒いボディが美しく磨かれた初めて乗る高級外国車に緊張しながら、ハンドルを握る晶さんに目を向ける。

　昨夜の艶っぽい姿が頭の中ではっきりと再生され、慌てて浮かんだ映像をかき消した。

「美鈴がいつも仕事道具を買い求めるお店はどこにある？」

　マンションを出てすぐ、晶さんが唐突に訊く。

「え……そうですね。いろいろ行きますけど、中なか野のに付き合いの長いお店があります」

「中野か。じゃあ、道案内してもらえる？」

「え……それは、構わないですけど……？」

　疑問の視線を送る私へ、ハンドルを握る晶さんがちらりと顔を向ける。

　フロントガラスの先に目を向けた横顔にほんのり笑みが浮かんだ。

「カメラ。結局、未だに見つからないから。誕生日プレゼントにいいかなと思って。同じものを買い求められるかはわからないけど」

「え、カメラのためにわざわざ？」

「ずっと気になってたから」

　モルディブで空き巣被害に遭ったカメラは、未だに発見されたという連絡は来ていない。

　帰国後、目まぐるしく変わる自分の日常に、少し忘れていたくらいだった。

　晶さんだって状況は私と変わらないのに、気にかけてくれたことが嬉しくなる。

　中野ブロードウェイ近くに店を構える『タマキカメラ』は、開業五十年近くになる老舗カメラ専門店。

　約十五年前、私が初めてカメラを買い求めたお店だ。

　全国チェーンのカメラ屋や、家電量販店のカメラ売り場のような派手な雰囲気は一切なく、親しみやすい街に馴染んだどこかレトロな店構え。

　高級カメラや外国製の珍しいものから、メジャーなカメラ、初心者向けのものまで幅広く取り揃えている。

　カメラの知識ゼロでこの世界に飛び込んだときからフリーになった今も、かなりお世話になっている贔ひい屓きの店だ。

「おおー、美鈴ちゃん、久しぶり。いらっしゃい」

「こんにちは。ご無沙汰してます」

　お店を訪れると、店主の玉たま置きさんが迎えてくれる。

　高校一年からお店に通い始めた私は、玉置さんにとって『美鈴ちゃん』と呼んでもらえるような古い客。

　出会った当時、まだ五十歳になったばかりだった玉置さんも、今では白髪が様になる歳を迎えた。

「しばらく見ないと思ってたけど、また海外に出てたのか？」

「はい、日本を出たり入ったりしてます」

「そうか。忙しいことはいいことだな」

　そう言った玉置さんが、「おっ」と一緒に入ってきた晶さんに興味津々な目を向ける。

「何だ何だ、久しぶりに顔見せたと思ったら男前と一緒なんて」

「あ、はい。実は、先日結婚しまして」

「えっ！　結婚!?　初めて彼氏連れてきたと思ったら、すっ飛ばして旦那か」

　カウンターの向こうで仰天する玉置さんに、となりに立った晶さんが丁寧に頭を下げた。

「初めまして、大河内と申します。妻が長くお世話になっていると伺っています」

　少しぶりに聞く晶さんの丁寧な話し方に、〝妻〟と言われたのも手伝ってきゅんとする。

　晶さんの挨拶に、玉置さんも「いえいえ！」と恐縮した様子を見せた。

「こちらこそ、美鈴ちゃんにはもう十年以上うちを贔屓にしてもらっていて。ありがたい限りです」

　玉置さんのお店に晶さんと訪れることは、どこか親に彼を紹介するような感覚に似ているものがあるなと密かに思う。

「いやぁ、でも、一度も彼氏なんか連れてこなかった美鈴ちゃんが、いきなり旦那を連れてくるんだから驚いたな」

「そうですね。ちょっといきなりすぎたかな……」

「俺は嬉しいよ！　美鈴ちゃん、美人なのに男っ気ないから、心配してたんだ」

「何ですかそれ！」

　普段通りの気心の知れた会話を繰り広げる私たちを、晶さんは微笑ましいものでも見るような顔をして見守っている。

　他の客がいなかったのをいいことに近況を報告し、その後、今日の目的であるカメラを様々見せてもらった。




「晶さん、今日はありがとうございました」

　午後九時前。

　マンションの玄関を上がったところで、今日一日のお礼を口にする。

　タマキカメラを出たあと、私の希望で観たいと思っていた映画に付き合ってもらった。

　その後は、晶さんが青あお山やまにある素敵なフレンチレストランにバースデーディナーに連れていってくれ、素敵すぎる誕生日の一日を過ごすことができた。

　こんな充実した誕生日は初めてだ。

「カメラ、本当によかったのか？　どれも選ばなくて」

「あ、はい。なんか、かなり時間かけて見ていたくせに、すみません」

　なくしたものと同じカメラはもう古く市場にないけれど、同じシリーズのニューモデルは何作も出ている。

　玉置さんがなくしたものと同等のスペックのものを用意してくれたけれど、つい悩むフリをして最終的には選ぶことをしなかった。

　中には気に入ったものがひとつあり、つい食い付き気味に話を聞いてしまったけれど、晶さんが「それにする？」と言いだして、今にも購入しそうな勢いに待ったをかけた。

　だって、二十万円以上もするカメラを、誕生日とはいえ買ってもらうのは気が引ける。いくら相手が旦那様でもだ。

「謝ることは全くないけど、気に入ったのもあったみたいだったのに。でも、急に連れていかれて悩む暇もなかったか。先に知らせておけば、選んでおけたかもな」

「いえ、嬉しかったです！　晶さんが私の歴史が詰まった場所に一緒に行ってくれて」

　思わず口にして、それは微妙な発言かと思ったけれど、晶さんは「それは俺も同じ」と言ってくれる。

「玉置さんが美鈴のことをいろいろ話してくれて、貴重な時間だったよ」

「えっ、いろいろって」

「高校生の頃の美鈴のこととか、俺の知らない頃の話をね」

　そういえば仕事の電話がかかってきて、数分お店を出て通話に応じた時間があった。

　その隙に、まさかそんな話をされているなんて思いもしない。

「やだ、なんか恥ずかしい話とか聞いたりしなかったですか？」

「いや、全然。昔から可愛かったって褒めてたよ。それなのに、男を連れてきたことはないって言ってたよな、玉置さん」

「そうですね。考えてみたら、一緒に行った男性は晶さんが初めてでした」

「それ聞いて、ちょっと優越感に浸った」

　晶さんはそう言ってフッと笑い、自室へと引っ込んでいく。

「優越感なんて、そんな」

　つい独り言を呟いてしまうほど、さらっと出てきた台詞に反応してしまう。

　知り合った当初から、晶さんは私をどきりとさせ、期待させるようなことを平気で言う。

　そのたびに私は踊らされそうになってしまうから、単純というかちょろい。

　自室に入り、着て出かけたスプリングコートをクローゼットに戻す。

「あ……」

　引き出し収納の上、大事に丸めてケースに入れ保管している例のポスターが目に留まった。

　このマンションにももちろん持ってきていて、機会があれば晶さんにも見せたいと思っていた。

　今日はカメラのことを気にかけてもらったし、今見せたいと気持ちが昂たかぶる。

　ケースを手に取り自室を出ると、ちょうど晶さんも部屋から出てきたところだった。

「晶さん、これ、いつか見せたいなって思ってたやつで」

　ケースから出したポスターを広げ、晶さんに差し出す。

　いつ見ても心奪われる写真は、何年経っても色いろ褪あせない。

「これは……」

　晶さんはぽつりとそう言ったきり、まじまじとポスターを見つめる。

「このポスター、ここの下の部分は？」

「学校で掲示物から剥はがしたときに、一部ポスターも切り取られてしまったようで。ちょうど、この下がないんですよね」

　ほんの数センチだけど、ポスターの下部が切れた状態で譲り受けた。ポスターの写真自体には影響はなかったから、私としては問題ないけれど。

「なるほど……そういうことか」

「え？」

　ポスターを眺めながら何かに納得したような晶さんは、すぐに「いや、何でもない」と微笑を浮かべる。

「でも、この撮影者も、今の美鈴がこの写真のおかげで存在しているって知ったら、嬉しいだろうな」

　そんなことは今まで考えもしなかった。

　でも晶さんの言う通り、この写真は私とカメラを結び付け、人生を大きく動かしてくれたのだ。

「そうだったらいいな……」

　呟いたような私の声に、晶さんは穏やかに微笑む。

「そうに決まってる」

　確信を持ったように言い、前髪の上をぽんぽんと撫でた。

　晶さんが優しくて、自然とトクトク鼓動が高鳴り始める。

「これ、仕舞ってきますね」

　胸のドキドキを誤魔化すようにその場を立ち去りかけたとき、突然くらっと目め眩まいに襲われた。

「どうした」

「すみません……急に目眩が」

　壁に手をついた私を、晶さんがすかさず支える。

　力強い腕に助けられ、安心感に包まれた。

「大丈夫か」

「はい。元々、ちょっと貧血の気があるので。少し休めば大丈夫です」

「横になったほうがいい」

　晶さんは迷わず私を抱き上げ、寝室へと運び込む。

　ベッドに静かに横たわらせ、しばらくそばで様子を見ていてくれた。










５、マタニティブルーとネモフィラブルーと




　四月。

　東京のソメイヨシノは入学シーズンを前に満開を迎え、今日は春風と共に桜の花びらがシャワーのように舞っていた。

　急遽会いたいと連絡を入れると、佑華さんは快く仕事の休みを知らせてくれた。

　落ち着いて話せる場所がいいと考え、何度か行ったことのある自じ由ゆうが丘おかのアップルパイが有名なカフェで待ち合わせることに。ここのお店に決まったとき、スイーツ好きの佑華さんはとても喜んでいた。

「ではでは、いただきまーす。……ん、やっぱり美味しい」

　佑華さんの前には生クリームが添えられたアップルパイのプレートと、アイスティー。私の前には生絞りのオレンジジュースが置かれている。

「美鈴さん、ジュースなんて珍しいですね。コーヒー好きのイメージだから」

「あー、うん。今日は、なんとなく」

　アップルパイをいただく佑華さんは、幸せそうにニコニコしてフォークを口に運ぶ。

　どのタイミングで話を切り出そうかと、目の前のジュースにささる紙ストローをぐるぐるかき混ぜる。

　誕生日を迎えた日。ひどい目眩を起こし、帰宅早々に休むことになった。

　元々低血圧で貧血気味なこともあり、その日は特に気にも留めなかった。

　しかし、その翌日も翌々日も同じような症状があり、これはおかしいと自分の体が心配になった。

　貧血になるときは大抵生理中などが多いのにと思ったとき、〝あれ？〟と異変に気がついた。

　そういえば、前回の生理から次がしばらくきていない。

　いつも決まった周期でこない生理不順なタイプで気にしていなかったけれど、よく考えてみたら一カ月以上遅れているのだ。

　少し遅れたりずれたりすることはあっても、こんなにこないことは初めてで、自分の最近の体調をネット検索で調べてみたところ、とんでもないフレーズが画面にたくさん現れたのだ。

〝妊娠超初期〟

　まさか――そのときは驚いて、逃げるようにスマートフォンの画面を消していた。

　でも、今までにない自分の体調の変化は間違いがなく、妊娠の可能性はゼロではないと思い始めると居ても立ってもいられず、即日ドラッグストアを訪れていた。

　杞憂ならそれでいい。そう思いながら人生で初めて手に取った妊娠検査薬。

　晶さんが帰宅する前にこっそり調べてしまおうと、帰宅後すぐにトイレにこもって使用説明を無駄に何度も読んだ。

　そして、検査薬を試した結果、信じられないことに陽性の検査結果が現れたのだった。

　検査薬の箱には、〝99％の正確さ〟なんて宣伝文句がおどり、私の頭はパニックに陥った。

　もしこの結果に間違いがないとすれば、それは時期的に考えてモルディブでの夜しかない。

　だけど、妊娠なんてことにならない配慮は間違いなくあったはずだった。

　陽性の検査薬を箱ごと自室のクローゼットの奥に仕舞い込み、私はそれからひとり思い悩んでいる。

　未だに信じられない気持ちが大きく、現実逃避している部分もあるような気がする。

「美鈴さん、折り入って話したいことって？」

　またあれこれ悩んでいると、佑華さんのほうから話を切り出してきた。

「〝折り入って〟なんてメッセージ来たから、どうしたのかと心配してたんですけど……？」

「ああ、ごめんね。えっと、ちょっと、佑華さんに聞きたいことがあってさ」

「はい。私でわかることなら何でも」

「……あの、検査薬あるじゃん。あれって、結果はほぼ確定なんだよね？」

　そう訊くと、佑華さんの元々大きな目が更に大きくなる。

「え、検査薬って、妊娠検査薬ってことですよね？」

　確認するように言った佑華さんは、「って、私に訊くんだからそうか」と自分にツッコむ。彼女は助産師だからだ。

　小さく頷くと、佑華さんは今度はハッとしたような表情を見せた。

「私の経験上ですけど、あれで陽性が出れば、妊娠はほぼ確実かと。今のところ、検査薬で陽性反応が出て病院に調べに来た方で、妊娠はしていませんでしたっていう方に出会ったことはないので。あ、でも、検査薬にもよるので絶対とは言い切れないです」

「そっか……だよね」

「え……あの、美鈴さん、もしかして……？」

　頷き「そうなの」と言うと、佑華さんはパッと表情を輝かせる。

「えー！　おめでとうございます！」

　佑華さんのこの反応は当然のことで、普通ならここで「ありがとう」と返すのだろう。

　だけど、私は苦笑いで精一杯。

　そんな様子の私に、笑顔で祝福の言葉をかけてくれていた佑華さんの表情が落ち着いていく。

「もしかして、何か心配事でもありますか？　体調のこととか、何でも相談してくださいね。病院、もしよかったらうちに来てもらってもいいし」

　こんなに親身になってくれる佑華さんを前に、隠さず自分の状況を話してみようかと思い始める。

　上うわ辺べだけしか話していない晶さんとのことを包み隠さず話して、妊娠しているかもしれないことを悩んでいると伝えたい。

「私が妊娠したって知ったら、彼が困ると思って」

「え……？　あの、それってどういう」

「実はね、この間のモルディブでの仕事のとき、現地で彼と出会ってたんだ」

　そう告げられた佑華さんはクエスチョンマークを頭の上に浮かべたような顔を見せる。

　お見合いして結婚したはずなのに、それよりも前に、しかもモルディブで出会ったとはどういうことなのだろうかと話が繋がらないのだろう。わけがわからなくて当然だ。

「宿泊中のホテルに空き巣が入って、カメラを盗まれちゃってさ。それで、警察やら大使館やらお世話になって。そのときに知り合って意気投合した感じで」

「そうだったんですか。今、妊娠したかもって聞きながら、結婚した時期から考えて妊娠発覚するには時期的に早いなって思ってたから、納得いきました」

　落ち着いてそう言った佑華さんだったけど、今度はにこりと微笑みを見せる。

「でも、なんかすごいです！　それって、運命じゃないですか」

「えぇ？　運命って」

「だって、モルディブで出会った人が、日本に帰ったらお見合い相手で今の旦那様なんですよ？　これを運命と言わないわけがないですよ」

　運命――。確かに、日本での再会とお見合い相手が彼だったのは運命かもしれない。

　だけど、結婚に発展したのは想い合ってのことではない。

　親たちを鎮めるため。そして、お互いに結婚に縛られたくないという考えが一致していたからだ。

　結婚はするけど、それはこれからもお互いに自由な人生を送るための選択。

　私が妊娠したと知ったら、晶さんは間違いなく困るに違いない。

　仮面夫婦に、子どもはいらないと。

「違うの、佑華さん。結婚は、したことはしたんだけど、なんというか……」

「……？」

　佑華さんは言葉を選んでいる私を落ち着いて待ってくれている。

　ちゃんと、話そう。その気持ちがしっかり固まった。

「彼も私も、親からのお見合いから逃れたくて、結婚しちゃえば親も静かになるし安心するしって、そういう始まりで……。お互いに結婚願望はないって話してたから、形としては仮面夫婦みたいなものというか」

「仮面夫婦……人には夫婦に見えるようにしておいて、プライベートでは自由にしてる、みたいな感じですか？」

「まぁ、そういう感じかな。だから、そんな形の結婚で私が妊娠したなんてわかったら、想定外というか、そういうつもりじゃなかったというか……」

　自分自身でも何を言っているのかわからなくなってくる。

　ストローに口をつけ、オレンジジュースを飲んで気持ちを落ち着ける。

　佑華さんはアップルパイを食べていたフォークを置き、じっと私を見つめた。

「じゃあ、堕だ胎たいしようと思ってたりするんですか？」

「えっ……」

　助産師というその道のプロから出てきた衝撃的な言葉にハッとする。

「それは、したくないよ！　そんな簡単に命を……」

　咄嗟に出たような言葉に、佑華さんはにこりと微笑んだ。

「美鈴さんはそう言うと思ってました。もしかしたら妊娠しているかもって思っているから、今日はコーヒー飲まないようにしてるのかなって」

「あ……」

　佑華さんの鋭い観察力に黙り込む。

　カフェインは妊娠していればよくないと知っている。検査をし、妊娠しているかもと思ってから、好きなコーヒーや紅茶は自然と控えていた。

　またストローに口をつけオレンジジュースをすすった私を、佑華さんはふふっと笑う。

「妊娠がわかった人の中にも、素直に喜べない事情のある方は少なくないです。美鈴さんにも、きっといろんな事情や感情があると思いますし。だから、美鈴さんとお腹の子にとって、何が一番幸せか、よく考えてみてください」

　何が一番幸せか……。

「ただ、赤ちゃんの成長は待ったなしですからね。私でよければ、いつでも相談してください」

　親身になって話してくれる佑華さんを前に、つい涙腺が緩んでしまう。

「佑華さん。ありがと」

　涙を浮かべた私を、佑華さんは優しい眼差しで見つめていた。




　後日、佑華さんの勤める帝慶医科大学病院に診察に訪れた。

　検査の結果は、妊娠八週と五日。市販の検査薬はやっぱり正確なのだと思い知らされた。

　佑華さんからは、もう母子手帳がもらえる時期だと言われた。

　そして、その真逆の話として、中絶を考える場合は二十一週六日までだとも話された。

　病院で検査をしてもらい、妊娠していることが確定して、まず一番に考えたのはこの事実を晶さんに伝えるべきかどうかだった。

　妊娠の事実を隠したまま堕胎という選択をすれば、晶さんには何も知られず解決する。

　だけど、堕胎という選択はどう考えても私にはない。

　まだ実感はないのが正直なところだけど、病院で映してもらったお腹のエコー写真では米粒くらいの影が見えていて、それがこれから大きくなっていく赤ちゃんだと佑華さんが教えてくれた。

　確かにお腹の中に宿っている新しい命。

　私の、母親の身勝手な事情で、その命を消してはいけないと強く思った。

　だとすれば、晶さんの元を去り、ひとりで産み育てるしか道はない。

　妊娠の事実を隠して姿を消すのは、婚姻関係にある場合はきっと難しい。それなら、やはりお腹の子を認知してもらい、離婚という形を取るのが晶さんにとっても私やお腹の子にとっても一番いいに違いない。

　ごちゃごちゃの頭を抱えて病院から帰宅し、マンション前に差しかかったところで思わず足が止まった。

　あれ……？　あの女性……。

　マンションのエントランス前に立ち、スマートフォンの画面に目を落としているひとりの女性。

　肩下セミロングのゆるふわなブラウンヘアの女性を見た瞬間、眠っていた記憶が引っ張り出された。

　きっちりと完璧なメイクはあのときと変わらない。モルディブの日本大使館の受付で顔を合わせたときに、すごくメイクが上手だなと感心したのを覚えている。

　帰国する寸前、晶さんに抱きついていたあの女性に間違いない。

　こんなところにいるなんて、晶さんに会いにきたのだろうか。それとも、もう会った後だったりする？

　でも、なぜ……？

　鼓動が不穏な音を立てて鳴り響きだす。

　女性は私の気配に気づき顔を上げると、何事もなかったかのようにその場を離れていく。

「あ、あのっ」

　咄嗟に声をかけてみたものの、私の声には気づかなかったのか逃げるように立ち去っていってしまった。

　もやもやとした気分でエントランスを抜け、エレベーターに乗って自宅を目指す。

　カードキーで玄関を入り、気が抜けたように閉めたドアにもたれかかった。

　妊娠が確定して、これからどうするか悩みながら帰ってきたら、モルディブにいたはずの晶さんの同僚がなぜかマンションの下にいるのを目撃するという衝撃。ドッと疲れが押し寄せる。

「美鈴？」

「晶さん……」

　玄関を上がったところでいるはずのない晶さんが奥から現れ、落ち着かない心臓が大きく高鳴った。

「帰られてたんですね」

　平静を装いながら、無意識にバッグを持つ手に力が入る。

　中に病院での診察記録、エコー写真などが入っているからだ。絶対に見つかってはいけない。

「この間の休日出勤の代休が急に取れたんだ。美鈴は、出かけてたのか。仕事？」

「あ、はい。そんなところです」

　急な代休と聞き、今エントランス前で見た女性の顔が過る。

　やっぱり、彼女と会っていたの……？

　そんなこと訊けるはずもなく、俯き加減でスリッパに足を突っ込む。

「美鈴？」

　前から窺うように名前を呼ばれて顔を上げたとき、晶さんの腕に捕まった。

　正面から両手を回され抱き寄せられる。

「大丈夫か？　なんか、疲れてるように見えるけど」

　出会った頃から変わらない、晶さんから香るエキゾチックな香水の香り。彼のぬくもりとこの香りに包まれるだけで自然と鼓動は高鳴ってしまう。

「すみません。大丈夫です」

　いろんなことに思い悩んでいるのが、きっと顔や態度に出ているのだろう。気をつけなくてはいけない。

「そうか。でも、少し休んだほうがいい」

「はい、ありがとうございます」

「こんなときに何だが、帰ってきたら話そうと思ってたことがあるから聞いて。今月末、フランス大使公邸で開かれるパーティーに顔を出すことになった。美鈴にも妻として同伴してもらいたい」

「私が……？」

　突然の申し出に思わず訊き返す。

　結婚をする際、夫婦として公の場に出てもらうこともあるとは聞いていたけど、大使公邸でのパーティーだなんて緊張してしまう。

「横に立ってくれているだけでいいんだ。でも、フランス語は話せると言ってたもんな」

　モルディブで出会ったとき、フランスに滞在している期間があったと話した。フランス語は一応話せると言ったことを、覚えてくれていたようだ。

「わかりました。妻として恥ずかしくないよう、精一杯努めさせていただきます」

　抱き寄せる腕を緩めて、晶さんは私の顔を覗き込む。

「なんか、距離のある言い方だな」

　そう言ってフッと笑い、頬に手を添えた。

　傾けた顔が近づくのを目の前に見ながら、いつものように瞳を閉じられない。

　気づけば両手で控え目に晶さんの胸を押し、キスをされるのを拒否していた。

「ごめんなさい」

　目も合わせずそれだけを言い、包囲する腕から抜け出す。

　晶さんがどんな顔で私を見ているのかも確認しないまま、逃げるように自室へと入っていた。




　それから数日後の夜のこと。

「――すず？　美鈴」

　遠くのほうから名前を呼ばれて、意識が引き戻されていく。

　ゆっくりと瞼まぶたを持ち上げて見えたのは、私を覗き込むようにしているスーツ姿の晶さん。

　すぐに働かない頭で今の状況を必死に考えて、ハッと一気に目が覚めた。

「あっ、お帰りなさい」

　沈むように背もたれに倒れていた体を慌てて起こす。

　晶さんから少し遅くなると連絡をもらって、帰宅を待とうとソファに腰を下ろしてテレビを眺めていた。

　そのうちに、どうやらうたた寝をしてしまったようだ。

「ごめんなさい。私、いつの間にか寝て……」

「先に寝ていてもよかったのに、待っていてくれたのか」

　晶さんからのメッセージには、確かに先に休んでいて構わないと書かれていた。

　でも、夕食を用意して帰宅を待っていようと思ったのだ。

　それなのに、うっかり寝て起こされるなんてどうしようもない。

「こんなところで寝ていたら風邪をひくだろ」

　晶さんは私の頬を両手で包み、仕方なさそうに微笑を浮かべる。

　その優しげな表情にどきりとした。

　フランス大使公邸でのパーティーの話をされたあのとき、私からキスを避け変な空気になってしまってからもう数日。その後、晶さんは何事もなかったように私と接してくれている。

　もちろん、どうしてあんな態度を取ったかも訊いてこない。

　散々謝ろうかと考えていたけれど、あまりに普段通りでそのタイミングを完全に失っている。

「そうですね。気をつけないと」

　うっかり風邪でもひいたら、普段のように気軽に風邪薬も飲めない身み重おもなのだ。

　これまで以上にもっと自分の体を大事にしなくてはいけない。今は、私だけの体ではないから。

「でも、ちょうどよかった。明日でもいいかと思ったけど」

　そう言った晶さんは「ちょっと待ってて」とひとりリビングを出ていく。

　どうしたのだろうと思いながら手元に置いていたスマートフォンを見ると、時刻は九時半を回っていた。今日も残業が大変だったのだろうと帰宅時刻で察する。

　夕食を出そうとソファを立ち上がったところで、晶さんがリビングへと戻ってきた。

　その手には、三十センチ四方程度のラッピングされた箱を持っている。

　晶さんは私の目の前までやってきて、その箱を黙って差し出した。

「晶さん、これは？」

「遅くなったけど、誕生日おめでとう」

　えっ……？

　突然のことに驚きながらも、この箱のサイズ感でピンとくる。

「え、もしかしてこれ、カメラですか？」

「実は、少し前にタマキカメラに行って、玉置さんに相談してたんだ。美鈴が一番欲しいカメラはどれなのかって」

「玉置さんに？」

「この間一緒に見にいったとき、悩んでいた中でどれがいいのかわからなかったから。昔から美鈴のカメラの相談に乗ってきた玉置さんならどれがベストなのかわかるだろうと思って」

　手渡された贈り物はしっかりと重く、そこにカメラが入っていることがわかる。

「カメラなんて、そんな高価なもの……」

「開けてみてほしい」

　そう言われて、「わかりました」とローテーブルの上で包みを開けていく。

　包装紙の中から出てきたのは、この間、晶さんとタマキカメラにカメラを見にいったときに一番いいなと思っていた、なくしてしまったカメラの最新モデルだった。

「これ……」

「最後まで候補に残っていたもの。玉置さんも、美鈴はこのカメラがいいだろうって」

　確かに、一番欲しいと思ったものに違いない。

　だけど、この間〝これがいい〟と主張を躊躇したのは、誕生日プレゼントでもらうような金額のものではないからだ。

「晶さん、こんな高価なものはやっぱり私……」

「値段ではなくて、美鈴が欲しいものを贈りたいと思ったから受け取ってほしい。それに、妻への贈り物なんだ。そんな他人行儀な遠慮はいらないだろ」

　私が欲しいものを一生懸命考えてくれたことが嬉しく、それ以上の遠慮をしては逆に悪い気もしてきて、じっとカメラの入る手元の箱を見つめる。

　顔を上げ、私を見つめる晶さんに目を合わせた。

「ありがとうございます。大切にしますね」

　私からの返事を聞いた晶さんは柔和な笑みを見せ、「ああ」と満足そうに頷く。

「明日、仕事の予定はないと言っていたよな」

「はい。明日は何も」

「それなら、出かけないか？　美鈴と一緒に行ってみたいところがある」

「私と、行ってみたいところですか？」

「そのカメラを持っていくのにちょうどいい場所だ」

「行きたいです！」

　どこだろうと考えるよりも先に即答で行きたいと答えていた。

　誘ってもらえたことが単純に嬉しい。

「じゃあ、決まりだな」

「はい！　じゃあカメラ、早速初期設定だけ今晩中に済ませないと。あ、その前にお夕飯用意しますね」

　突然決まったお出かけ予定にワクワクしながら、用意しておいた夕食をダイニングテーブルに出した。




　翌日。午前中、十時過ぎにはマンションを車で出発した。

　行き先は「お楽しみ」と晶さんに言われ、秘密のまま。車は高速道路を走行していく。

　昨日はカメラをプレゼントされ、更に出かけようと言われて浮かれてしまったけれど、落ち着いてくると喜んでいる場合ではないことに気がついてしまった。

　妊娠していると確定してから、いつ、どのタイミングで晶さんに妊娠の事実を告白するか頭を悩ませている。

　ちゃんと心の整理と準備ができてから、自分の口で伝えたい。そう思っている。それまではなんとしても妊娠していることは知られてはいけない。

　だけど、妊娠の事実を伝えるときは、私たちが終わりを迎えるとき。それがわかっているからか、言い出すタイミングに悩んでいる。

　どうしてこんなに悩ましいのか、胸が重苦しいのか、自分のことなのにわからない。




　出発してから二時間少し。車は茨いばら城き県の国営公園へと到着した。

「もしかして、公園に連れてきてくれたんですか？」

　公園に近づくにつれ続々と出てきた案内の表示に、もしかしたらと期待に胸を膨らませていた。

　駐車場に入っていくところ、ハンドルを握る晶さんの横顔に目を向ける。

「ここ、来てみたかったんです。なかなか来る機会がなくて」

「美鈴の仕事柄、すでに来たことがあるかもしれないと思ってたけど。初めてならよかった」

「今って、あの有名なネモフィラが見られる時期ですよね？」

「ああ、そうみたいだな。俺もネモフィラの時期は初めて来る」

　何気ない会話の晶さんの返しに、耳がピクリと異常な反応を示す。

　ということは、晶さんはここを訪れるのは初めてではないということ。違う季節に来ているのだ。

　そう思って自動的に頭の中に浮かんだのは、この間なぜだかマンションの下で見かけたあの女性のこと。

　結局あの後、晶さんに彼女をマンションの下で見かけたことは言えていない。もしかしたら、あの彼女と来たのかもしれないと思うと心がもやもやし始めてしまった。

　駐車場に着いて園内に入ってから、公園内を巡回するパークトレインに乗車した。

　春らしい過ごしやすい陽気で、優しい太陽の光が心地いい。

　ネモフィラは公園内でも少し標高のある丘の上一面に咲き誇っていて、その近くの停留所でトレインを降車した。

　先に降りた晶さんは降り口で私に手を差し伸べてくれる。変わらぬ気遣いに胸をときめかせながら、その手に自分の手を乗せた。

「わぁ……すごい景色」

　広がる一面の青。今日は雲ひとつない快晴で、空とネモフィラ畑の境界線がわからないくらい溶け込んでいる。

　向こうには青い海も望め、どこを見ても青の世界だ。

　足元を見れば、可愛らしいネモフィラの花が咲いている。

「この小さな花がこんな景色を見せてくれているなんて、なんか本当に神秘ですね」

　腰を落とし、ネモフィラの花にカメラを向ける。となりに立つ晶さんを見上げた。

「では、記念すべき初撮影、させてもらいます」

　プレゼントしてもらったカメラでの初撮影。行ってみたかったネモフィラ畑でその記念すべき一枚目が撮影できることに心が躍る。

　晶さんは「お願いします」と言って微笑んだ。

　ネモフィラの花のアップから、空や海と同化するようなネモフィラ畑全体の撮影。次々にシャッターを切り、夢中で撮影していく。

　あとで写真を見返したときに、今日、目で見たものが鮮明に蘇るような写真を残す。それが私のポリシーだ。

「――あれ？　晶さん……？」

　気づくとひとり花畑の小道の中にいて、となりにいたはずの晶さんの姿がない。

　撮影に夢中になりすぎて、ひとりで立ち止まったり、勝手にずんずん進んでしまったりしていたのかもしれない。

　きょろきょろと辺りを見回すと、少し離れたところで私のことを見ている晶さんの姿があった。私が捜している姿を目にし、フッと笑ったのがわかる。

「ごめんなさい。私、夢中になりすぎててひとりで」

　駆け寄ってきた私を見下ろし、晶さんは穏やかに微笑む。頭の上に手を乗せ、ぽんぽんと優しく撫でた。

「気にしなくていい。そのために今日は来たんだ。むしろ、そんなに夢中になっている姿を見られて、来た甲か斐いがあると思っていたくらいだ」

　そう言った晶さんが私の手を取る。その手は自然に指を絡めて繋がれ、ドキッと心臓が音を立てた。

「でも、撮影中は両手が塞がるからそこだけが難点だな」

「え？」

「手が繋げない」

　サラリと出てきた言葉に鼓動が跳ねる。

　それは、どういうつもりで言っているの？

　カップルに、夫婦に見えるようにって、そういうこと？

「やだ。晶さん、私と手を繋いで歩きたいなんて思うんですか？」

　あまり重たくなく、軽い調子で訊いてみる。

　すると晶さんは私に顔を向け、不思議そうに小首を傾げた。

「なぜそんなことを訊く？　それはもちろん。俺の妻は可愛いからね。手も繋いで歩きたくなるだろ」

　どこまでが冗談で、どこまでが本気なのだろう。晶さんの心が見えなくて、「またそんなこと言って」と軽く受け流す。

　そんな態度を取りながらも心臓は激しく音を立てていて、消えないもやもやと混ざり合って胸が苦しい。

　ネモフィラが咲き誇る丘を晶さんに手を引かれ歩きながら、自分でもよくわからない複雑な気持ちに頭を悩ませていた。




　ひとしきり撮影して満足すると、少し休憩しようと園内のカフェに入ることになった。海の見える見晴らしのいいカフェ。この時期はテラス席が気持ちいい。

「何か買ってこよう。美鈴は何にする。いつも通りコーヒーがいいか？」

「あ……コーヒーではなく、今日はジュースにします。オレンジか、アップルで」

　そう答えた私に晶さんは「珍しいな」と言う。

　何か悟られてしまったかとドキリとしたものの、晶さんは「わかった」と席をあとにした。

　家では、購入しておいたカフェインレスのコーヒーを飲んでいるけれど、外出先ではコーヒーは飲まないようにしている。

　晶さんは私がいつも通りコーヒーを飲んでいると思っているけれど、それは配慮しているものだということを知らないのだ。

　でも、普段何かと鋭い晶さんだ。油断をすればすぐに異変に気づくはず。気をつけないといけない。

　注文を終えた晶さんが戻ってきて、ドリンクと一緒にナンバースタンドが置かれる。

「昼もまだだから、美鈴が好きそうなものを適当に頼んできた」

「そうですか。ありがとうございます」

　どうやらここでランチもするようだ。晶さんが戻ってきてから数分後、店員がナンバースタンドを見つけて席に食事が運ばれてくる。

　テーブルの上にはカルボナーラスパゲティと、デミグラスソースのオムライスのプレートが並んだ。どちらも私の好きなメニューだ。

「どっちがいい？　美鈴が好きなほうを選ぶといい」

「え、じゃあ……」

　でも、正直今は食欲があまりない。

　ここ数日、急激に悪阻つわりがきて、食事が思うようにいかなくなっている。

　幸い、晶さんと共に食事をするときには吐き気に見舞われていないけれど、昨日先にひとりで夕飯を食べたときには気持ち悪くなってお手洗いに駆け込んでしまった。

　カルボナーラもオムライスも大好き。でも、妊娠すると何がだめになるのか自分自身でもまだよく把握できていない。

「カルボナーラにします」

　比較的量も少ないし、今はお米より食べやすいかもしれないと思ってスパゲティを選択する。

　晶さんは私の前にスパゲティのプレートとフォークとスプーンを置いてくれた。

「いただきます」

　でも、やっぱり食べる気がおきない。お腹は空いているはずなのに、口にして気持ち悪くなってしまったらという恐怖に襲われる。

「どうした、食べないのか？」

　食事を始めた晶さんが、躊躇している私に声をかける。

　ハッとして目を向けると、手を止めじっと私のことを見ていた。

「あ、食べます」

　慌ててスプーンとフォークを手に取り、スパゲティをフォークに巻き付けていく。もう一度「いただきます」と言って、恐る恐る口に運んだ。

　食べ始めた私の様子を目に、晶さんも食事を再開する。

　しかし、やっぱり急激な吐き気に襲われ、慌ててバッグからハンカチを取り出し口元を押さえた。

「美鈴、大丈夫か？」

　私の様子に、また食事を中断した晶さんが心配そうに顔を歪ゆがめる。

「ごめんなさい。お手洗いに」

　それ以上の弁解もできず、それだけ言うので精一杯だった。バッグを掴み、そそくさとひとり席をあとにする。

　こんな様子を見せたら、妊娠がバレてしまうかもしれない。頭の中はその心配で一色だった。




　結局あの後、近くのレストルームにひとり駆け込み、落ち着くまでしばらく休んでしまった。

　晶さんの待つカフェに戻っても、スパゲティは食べることができず、私の様子を目に晶さんは「無理しなくていい」とほとんど残ったスパゲティのプレートを下げてくれた。

「今日は悪かった。風邪気味とも知らずに外出させたりして」

　帰りの車に乗り込むと、晶さんは申し訳なさそうに謝罪を口にする。

「いえ！　そんなことないです」

　ここ最近、少し体調を崩していた。吐き気を催すタイプの風邪のようだ。

　そう告げられた晶さんは、今日連れだしたことをさっきから何度も謝っている。

　レストルームで晶さんを誤魔化すための嘘を考えて、たちの悪い風邪をひいてしまったということにしようと決めた。悪阻ということを勘付かれないようにしなくてはいけない。

　全部嘘なのに、私の話を信じて謝ってくれる晶さんに申し訳ない気持ちで胸が締め付けられる。本当はこんな嘘つきたくないのに。

「知っていれば、今日は家で休ませられたんだ。俺が気づかなかったのが悪い」

「本当に、大丈夫です。それに、今日連れていってもらえてすごく楽しかったし、少し気分が悪くなる程度なので、全然大丈夫ですから」

　事実、こうして私のために休日を使って一緒に出かけてくれたこと自体が何より嬉しかった。

　しかし、私の不調とそれを誤魔化すための嘘のせいで、その気持ちが伝わらないのが切ない。

「そうか。それならいいが、でも、遠出で無理をさせたことには変わりない」

　いくら違うと口にしても、晶さんは自分が悪いと思ったまま。

　せっかく楽しかった休日が、私のせいで最後の最後に台無しになっていく。

　それが悲しすぎて、無意識のうちに助手席から晶さんの腕に手を伸ばしていた。

　両手で掴み、そっと引き寄せる。

「晶さんは何も悪くないです。私が、私が……」

「美鈴？」

　晶さんの手が私の頬に触れたけれど、何かをハッと思い出したように「悪い」と呟き離れていった。

　もう、全部言ってしまおうか。

　隠していることがぽろぽろと溢れ出すような感情に襲われたものの、一瞬にして正気を取り戻す。

「どうしたんだ。何かあるのか？」

「い、いえ。ごめんなさい。何でも、ないです」

　事実を口にすれば、今すぐ終わりを迎える私たちの関係。

　いずれは嫌でもそのときを迎えるときが来る。

　だから、今はまだ……。

　抑えて呑みこんだ言葉に、ぎゅっと胸が締め付けられるのを感じていた。










６、土砂降りの雨の中で




　知らされていたフランス大使公邸でのパーティーは、あっという間にその日を迎えた。

　フランスの文化を広く周知するために年に一度開かれているパーティーで、フランスの企業も多く協賛し、招待客もかなりの数だと聞いている。

　外交官である晶さんと結婚をすれば、妻として公の場に顔を出さなくてはいけないことはわかっていたけれど、それはぼんやりとした想像でしかなく、こんな緊張で息の詰まるものだとは思いもしなかった。

　いや、それはこの着付けてもらった着物の帯のせいなのかもしれないけれど。

「大丈夫か？」

「あ、はい。大丈夫です」

　ドレスコードは、外交官の妻であれば着物が好ましいと晶さんに知らされ、今日はお見合いの日以来の着物を着ることになった。

　事前に佑華さんに連絡をし、体調的に着物は着ても大丈夫かと確認は取っていた。

　あまり締め付けすぎないようにすれば問題ないと言われたけれど、今日の着付けの具合は果たして問題ない程度なのだろうか……。

　妊娠しているせいか、今まではあまり気にならなかったことにもすぐ心配してしまう。

　精神的にも不安定になるのは当たり前だから、心にゆとりを持って、あまり無理をしすぎないようにと佑華さんからは言われている。

　今日のパーティーの話をされたあのとき、つい晶さんのことを避けるような態度を取ってしまった。

　その後も、様々な心配や不安のせいで私の晶さんに対する態度はぎこちない。

　妊娠の事実、着実に育っているお腹の子のことを隠していること。そして、マンションを訪れていたあの女性のこと。

　あのとき、いつも通り晶さんと接することができなかった。

　その後、晶さんは私の取ったおかしな行動について特に何も言ってはこない。普段通りの生活を共に送り、会話もする。

　だけど、確実に不自然な距離感ができてしまったのは否めない。

　それまでは〝夫婦〟と呼べる触れ合いを求めてくれていた晶さんが、意識をして私に触れなくなってしまったのだ。この前の車の時もそうだろう。

　思わずとはいえ私から拒否したくせに、晶さんに触れられないことが寂しいと思ってしまう自分がいる。

　どうしてこんな感情が渦巻くのか。

　それを真剣に考えたとき、晶さんのことを想っているからだと気がついた。

　いつからなのかはわからない。

　モルディブで出会い、意気投合し、この人と一夜の夢を見たいと思った。

　帰国後、運命のようにお見合い相手として再会を果たし、お互いのために婚姻を結ぶという道を共に選んだ。

　利害の一致――初めはそれだけだったのに、時間を共有するうちに特別な感情が芽生えていたのだろう。

　だから、あの女性のことも気がかりだし、妊娠したと伝えて彼を困らせることをしたくないと思ったのだ。

　フランス大使公邸に到着し、晶さんに続いてタクシーを降車する。

　着物と草履のため慎重に足を下ろしていると、視界にすっと手を差し出された。

「足元、気をつけて」

「ありがとうございます」

　深く考えずに差し出された手を取る。

　私の手を取った晶さんは、しっかり指を絡めて手を繋いだ。

　久しぶりの晶さんの体温を手の中で感じ、鼓動が早鐘を打ち始める。

　ちらりととなりにいる晶さんを見上げ、普段よりも更にかっちりと決まっている姿に私の身も引き締まる。

　パーティーシーンに合わせて、今日は少し光沢のあるダークグレーのスリーピースを身につけている晶さんは、髪もいつもよりアップバングに仕上げている。

　大使公邸に着くなり、晶さんはあちこちで呼び止められ、そのたびに足を止めて応じていく。

　慣れない私は横に立って微笑を浮かべ、晶さんに「妻の美鈴です」と紹介してもらうたび挨拶に緊張した。

　そこに居合わせる人たちはどの人も特別なオーラを放っているにも関わらず、晶さんは全く埋れていない。

　むしろ、その容姿も相まって人目を引いているくらいだ。

　そんな姿を見ていると、自分と晶さんが全く違う世界に生きているのだと思い知らされる。

　フリーダムなカメラマンの私と、世界を股またにかける晶さん。

　やっぱり、住む世界が全然違うよ……。

「疲れたんじゃないか？」

　なかなか途切れなかった挨拶の合間を見て、晶さんが私を気にかけてくれる。

「はい。少しだけ。でも、大丈夫です」

「そうか。もう挨拶が必要な相手にはだいたい会えたから、少し休むといい」

　フランス大使を始め、次から次へとかなり多くの参加者と挨拶を交わした。

　晶さんがフランス語だけにとどまらない語学力で談笑している姿をとなりで見ていると、私ももっと勉強しなくてはと刺激をもらったのは確か。

「そうなんですね。じゃあ、お手洗いに行ってから、少しお庭にでも出てみます」

　そんな話をしていたところ、向こうから「大河内さん」と声がかけられる。

　揃って振り向くと、さっき挨拶をさせてもらったスーツの男性がふたり頭を下げていた。

「行ってください」

「ひとりで大丈夫か」

「大丈夫ですよ。少し休んですぐに合流しますので」

　ついクスッと笑ってしまう。ひとりで大丈夫かなんて心配されるとは、何だか子どもみたいだ。

　話しかけてきた男性たちに頭を下げ、晶さんの元を立ち去る。

　レストルームを見つけて入り、「ふう」と一息ついた。気を張っているせいか、ひとりになった途端どっと疲れが押し寄せる。

『妊娠初期は大事な時期だから、あんまり無理しないように』

　佑華さんからの言葉を思い出し、お腹の赤ちゃんが心配になる。

　立ちっぱなしもあまりよくないと聞いているし、少し座って休まないと。

　レストルームを出て、晶さんに告げた通り開放されている庭へと出ていってみる。

　庭園はよく手入れがされた芝生が一面広がり、奥には青葉をいっぱいに茂らせた立派な大木が森をつくっている。向こうにはプールも見え、広々とした景色は癒しの景色だ。

　庭園にはドレスをまとった美しい女性が多く出ていて、あちらこちらで記念撮影をしている。

　庭の片隅に設置されたベンチにひとり掛け、また「ふう」と息をついた。

　出かけるときには必ずと言っていいほどカメラを持ち歩いているけれど、今日は余裕がなく何も持ってこなかった。写真を撮れるのはスマートフォンくらい。

　それでも一枚くらい記念に残しておこうと、スマートフォンを取り出し庭園を一枚撮影した。

　そんなときだった。すぐそばに人の気配を感じ、顔を向ける。

　そこには、驚いたことにあのモルディブの大使館で会った女性の姿が。この間、マンションの下にいた、あの女性だ。

　黒いイブニングドレスをまとい、スリットからはしなやかな脚が覗いている。

「一体どうやって彼に取り入ったの？」

　現れたと思えば、開口一番信じられない言葉をかけられた。

　驚きのあまり言葉を失う。

「私、あなたのこと覚えているわよ。モルディブの大使館で会ったものね」

　どうやら彼女も私とモルディブで会ったことを覚えていたようだ。しっかり施されたアイメイクの目で睨にらまれるのは威圧感がある。

「異国の地で困って、優しくしてくれた大河内に色仕かけでもしたわけ？」

「そ、そんなことするわけ――」

「それで、妊娠でもしたって虚言でもついたのよね。そうじゃなきゃ、彼のような人があなたみたいな女と一緒になるわけない。脅したのよね」

　妊娠――そのフレーズを出されて、反論しようとした言葉が頭の中から飛ぶ。動どう悸きがして、彼女の鋭い目を見たまま固まっていた。

「つり合わないわよ。早いところ彼を解放してあげて」

　結局何も言い返せないまま、颯さっ爽そうと立ち去っていく彼女の綺麗なドレスの後ろ姿を見送っていた。

　つり合わないことは、自分でもよくわかっている。今日ここに来て、改めてそれを思い知った。

　晶さんには、きっと今の彼女のような人がお似合い。誰が見たってそう思うに違いない。

　だけど、彼女には取り消してほしい言葉をいくつも並べられた。

　言い返せなかった自分に腹が立ってきて、じわりと目に涙が浮かぶ。動悸も治まらず、乱れた呼吸はなかなか落ち着かない。

　こんな精神状態じゃ、お腹の赤ちゃんに悪影響だよね……。

　佑華さんに話したら怒られそうだと思いながら、気持ちが落ち着くまでその場にとどまった。




　ベンチを立ち上がったのは、それから数十分後。

　庭園を見物したらすぐに合流すると言ったくせに、ずいぶん時間が経ってしまったと気持ちを焦らせながら公邸内に戻る。

　歓談しながらの立食パーティーの会場は非常に賑やかで、その中に晶さんの姿を捜して歩き回った。

　ここにはいないのかな……？

　一際目を引く晶さんをこれだけ捜して見つけられないのなら、きっとこの会場外にいると判断して外へと出てみる。

　きょろきょろと姿を捜しながら通路を歩いていると、黒いイブニングドレスの後ろ姿が向こうに見えた。

　直観的に嫌な予感がして、息を潜めてその先へと近づいていく。

　男女の話し声が聞こえてきて、無意識にあのモルディブの大使館での出来事が頭を過った。

　設置されている観葉植物の木の陰からその先を覗く。目にしたふたりの人影に、心臓が嫌な音を立てて高鳴った。

　やっぱり、覗かなければよかった。あのモルディブでのときもそう思ったのに、私は学習能力が足りないのだろうか。

　上背のあるモデルのようなスタイルの晶さんと、イブニングドレスを見事に着こなす外交官の女性。

　誰がどう見てもお似合いのふたりの姿は、私の胸をきつく締め付ける。

　何を話しているのかわからないうちに、立ち去りかけた女性の腕を晶さんが引き留めるように掴んだのを目撃した。

　今度こそ見てはいけないものを見てしまった。

　驚いて身を引いた拍子に木の葉がカサッと音を立てる。

「美鈴!?」

　名前を呼ばれた気がしたけれど、足を止めることはできなかった。

　逃げるようにフランス大使公邸を出て、すぐ目の前で捕まえられたタクシーに乗り込んだ。

　やっぱり、晶さんはあの女性と親密な関係にあるんだ。

　そのことがこんなにショックだなんて、わけありの結婚を決断したときは想像もしなかった。

　元々、お互いのプライベートには干渉しないという約束で一緒になったのだ。

　それは、誰とどんな関係を築いていようと、口を出さないということだって含まれる。

　それなのに、晶さんのことを想ってしまった今の私には、それが辛く悲しい。

　晶さんが私の気持ちを知ったら、きっと煩わしいと思うだろう。

「降ってきましたね。予報通りだ」

　運転手のそんな呟きを聞いた直後、フロントガラスに大粒の雨が叩き付けるように降り注ぎ始めた。

　今日は夕方から雨模様で、ところにより強い雨が降るとテレビの天気予報で伝えていた。

　ガラスの向こうは一気に濡れた世界に変わり、次第に強さを増す豪雨は窓ガラスの向こうを見えなくする勢いだ。

　タクシーはマンションに到着すると、降車時に濡れないようにエントランス前の車寄せまでつけてくれる。

　支払いを済ませタクシーを降りると、私の降りたタクシーのすぐ後ろにもう一台のタクシーが乗り付けた。

「美鈴」

　気にせずエントランスを目指して歩き出したところで後方から名前を呼ばれ、どきんと心臓が跳ね上がった。

　どうして、晶さんが？

　わけがわからないまま振り返った先に見えたのは、タクシーを降車してきた晶さんの姿。その姿を目にして、私の足は咄嗟に小走りを始める。

「美鈴！」

　切羽詰まったような晶さんの声が耳に届き、気づけばエントランスには入らず車寄せを越え、敷地外を目指して走っていた。

　屋根がなくなった途端、雨粒に一気に襲われる。

　どうして、なんのために逃げているのだろう。

　それすら自分でもわからないのに、なぜか必死に晶さんから逃げている。

「美鈴、待って」

　逃げきれるはずもなく、背後から腕を取られて足が止められる。

「話をしよう。何か誤解しているだろ」

「離してください」

　掴まれた手を振りほどこうとしても、強く握られた手は離れない。

　一向に弱まらない雨は、私たちを容赦なく打ち付け濡らしていく。

「私のことは……もう、いいですから」

「何がいいんだ」

　顔も見せない私を振り向かせるように、晶さんが掴んでいる手首を強引に引く。

　あっという間に晶さんの腕の中に収まり、その拍子に手荷物が地面に落ちてしまった。

「晶さんっ、離して」

「離さない。とにかく、部屋に戻って話がしたい」

　抱きしめる腕を緩めた晶さんが私の落とした荷物に目を向ける。

　濡れた地面にはバッグから一部中身が飛び出し散らばっていて、その光景にサッと血の気が引いた。

「これ……」

　しかし、気づいたときには時すでに遅し。晶さんの視線はどんどん雨に濡れていく母子手帳に注がれていた。

　まさか、こんな形で見られてしまうとは思いもしなかった。

　少し前に区役所に行ってもらってきたばかりの母子手帳。保管しておいては何かの拍子に見られてしまうのではと、もらってからは出かけるバッグに常に入れ、肌身離さず持って歩いていた。

　こんなことになるなら、部屋のどこかにしまっておけばよかった。

　今更思っても仕方ない後悔に苛さいなまれているうちに、晶さんが手早く散らばった荷物を集める。

「とにかく、部屋に戻ろう」

　それだけを言い、私の手を引いてマンションのエントランスへと向かっていった。

　部屋に着くなり、晶さんはバスルームへと私を連れていく。ドアを閉め、私の着物の帯に手をかけた。

「えっ、晶さん!?」

「こんなに濡れたんだ。早く脱がないと風邪をひく」

「そ、それなら、自分でできますから」

　そう言われた晶さんは、ハッと我に返ったような表情を浮かべ、帯からパッと手を離す。その手で収納からタオルを取り出した。

「何で着物なんか着たんだ。いや、俺が言ったのか……」

　え……？

　私が黙っているうち、晶さんはバスルームのドアノブに手をかける。

「とにかく、濡れた着物を脱いで、早く着替えるんだ」

　そう言って、バスルームを出ていった。

　妊娠していることを知られてしまった――。そのことで、私の頭の中はパニックに陥っていた。

　晶さんだって私と同じ。今頃、私が身ごもっていた事実に頭の中はきっと真っ白だ。

　着物を脱ぎ、濡れた髪をタオルで拭ふきながら覚悟を決める。知られてしまったのなら、すべてを話すしかない。その上で、お腹のこの子は私がひとりで産み育てると言えばいい。

　認知は、無理に希望するのはやめよう。彼の自由に生きていきたいという希望を潰すことはできない。

　着替えを済ませてリビングに出ていくと、晶さんも濡れてしまったスーツから着替えていた。髪はタオルで拭いたせいか、さっきまでのカチッとしたセットは崩れている。

　何から切りだそう。それを考えると目も合わせられずに俯いた。

　リビングの入り口で足を止めた私の元へ、ソファから立ち上がった晶さんが歩み寄る。無言で肩を抱き、そのまま今自分が掛けていたソファへと私を連れていった。

　横に並ぶ形でソファに腰を落ち着かせる。

「隠していて、ごめんなさい。でも、晶さんに迷惑はかけない覚悟はもうできていますので」

　変な間を置かずに、一気に話を切り出す。膝の上に置いた自分の手だけを見つめ、晶さんの顔は見られない。

　横から彼の視線を痛いほど感じて、心臓がこれまで感じたことのない不安な音で鳴り響いた。

「迷惑はかけないって、何を言ってるんだ」

　認知うんぬんではないのはわかる。この世に自分の血を分けた子どもが存在すること自体が、晶さんにとっては許せないことなのだろう。

「認知は求めません。私との今の関係も終わりにしてもらって構わない。だけど、このお腹の子は、堕おろしたくはないんです。私がひとりで、晶さんには一切迷惑かけずに産み育てますから、だから――」

　必死に紡いでいた気持ちと願いは、抱き寄せられた晶さんの胸の中に消えていく。

　それ以上の言葉は聞かない。そんな強引さだった。

「頼むから、ひとりで勝手に決めないでくれ」

「え……？」

「俺は、その子の父親になれないのか？」

　晶さんの腕の中で目を見開いていた。

　今、なんて……？

「何で……そんなこと。だって、晶さんはさっきの女性と」

「彼女とは、過去も現在もただの同僚でしかない」

　きっぱりと断言するような言い方は、嘘を言っているようには聞こえない。

　晶さんは抱き寄せた腕を緩め、真っすぐに私の目を見つめた。

「さっきのを見て誤解したのかもしれないが、何もない。美鈴に、俺と離婚しろと迫ったと聞いて、ついカッとなった」

　庭園でのことに違いない。私と会ってそんな話をしたと、彼女が晶さんにわざわざ言ったのだ。

「また後日、美鈴に直接会いに行くと言われて、やめてくれと引き留めた。それだけだ」

「じゃあ、あの人とは何も……？」

　私の確かめるような視線に「あるはずない」と微笑を見せた。

「この先、美鈴を手放すつもりもないし、離婚もしない。だからもう諦めてほしいともきっぱり言ってきた。だから、もう変な心配はしなくていい」

　やっぱり彼女は晶さんが好きで、長く想いを寄せていたのだ。でも、それは彼女の一方通行だった、ということ……。

「でも……これでは約束が違います。晶さんは、自由に生きていくために私と夫婦になった。それなのに、私が妊娠なんてしてしまったら、もうこの結婚に意味はなくなる」

「確かに、初めはそうだった。お互いに事情をわかり合った上で一緒になれば、いろんなことが今まで通りに、むしろ今以上に快適になると思って結婚を誘った。でも、今はもう違う。美鈴と結婚して、日々幸せを感じている」

　しみじみとした晶さんの言葉に、自然と瞬きが増える。どういう意味なのか、彼の心境が読み取れない。

「一緒の時間を過ごすうちに、気づけば好きで愛しい気持ちが溢れていた」

　え……？

「ちょ、ちょっと待ってください。あの、言っている意味が。晶さんが、私を……？」

　軽くパニックを起こしながら訊き返す私を見る晶さんは、どこか不思議そうに眉をひそめる。

　だって、そんなこと知らない。好きなんて今まで言われたことない。

「俺の気持ちはとうに伝わってるとばかり思ってたけど、そうでもないみたいだな」

「とうにって……そんなこと、ちゃんと口に出して言ってもらわないとわからないというか」

　ちょっと抗議するような口調で言った私に、晶さんは「ごめん」と頬をさらさらと撫でる。

「じゃあ、今改めて言う。美鈴、好きだよ」

　鼓動が大きく音を鳴らして、体中に響いている感じがする。

　驚きと喜びがせめぎ合って感激し、それはすぐに涙に変換された。

　晶さんが私と同じような気持ちでいてくれたこと。お互いに惹かれ合っていたという事実に溢れ出した涙が止まらない。

「悪かった。もっと早く気持ちを口にしていたら、美鈴がひとりで抱え込むこともなかったのに」

　何も言葉が出てこなくて、大おお袈げ裟さなくらい首を横に振る。そんなことはない。その気持ちを込めて。

　晶さんは黙って私を抱きしめ、しばらくそのまま背中をさすってくれていた。

「美鈴」

　お互い言葉なく静かな時間が流れたあと、晶さんがぽつりと私の名前を口にする。

　腕を解いて私の顔を確かめるように見つめた。

「実は俺も、美鈴に話してないことがある」

「え……話して、ないこと？」

　晶さんは「ちょっと待ってて」と言ってひとりソファを立ち上がる。リビングを出ていき、少ししてすぐに姿を現した。

　戻ってきた晶さんの手には、ポストカード程度のサイズの何か紙のようなものがある。

　すぐ目の前まで近づいたとき、それがフォト用紙であることがわかった。

　晶さんは手元のフォト用紙に一度目を落とし、微笑を浮かべてそれを私へと差し出す。

　不思議に思いながら受け取ったフォト用紙を目にして、一瞬、時が止まったような感覚に陥った。

「これ……。えっ、どうして……!?」

　手の中にある写真を見て、弾かれたように晶さんを見上げる。目が合った晶さんはにこりと微笑み、黙って私のとなりに座り直した。

　燦さん々さんと降り注ぐ陽の光の中、天にまで昇っていきそうな立派な向日葵の花。

　雨粒でキラキラと光り輝くその姿の向こうには、くっきりと七色の虹が架かっている。

　そこに写るのは、私がカメラを手にするきっかけになった、あのコンクールのポスターと同じもの。

　それを、どうして晶さんが……。そう思ってふと、前にカメラを扱っていた時期があったと言っていたことを思い出した。

「もしかして……あのポスターの写真を撮ったのって、晶さん……？」

「高校のときに、父親に勧められて少しだけ撮っていた時期があったんだ。部員ではなかったけど、写真部の顧問にあの写真を応募してみないかって推されて。それで、運よく受賞して、あのコンクール宣伝のポスターに掲載された」

　私にとって、この写真との出会いは人生のターニングポイントになったと言っても過言ではない。

　どこで、どんな人が撮影した写真なのだろうと思ってきた。

　まさか、モルディブで出会い、お見合い相手として日本で再会し、結婚した晶さんが撮影したものだったなんて、こんな運命どこにあるだろうか。

「モルディブで、美鈴がカメラを始めたきっかけを話してくれたとき、自分が過去に撮った写真のことを話していて内心驚いた。この写真がきっかけでカメラを始め、あのコンクールで同じように受賞して、今はプロのカメラマンとして活躍していると知って、出会ったことに運命を感じた」

「私も、今同じこと思ってました。嘘……なんか、信じられない」

　一度落ち着いた涙が、さっきとは違う感情が込み上げて再び流れ落ちる。

　晶さんは「また泣く」と少し笑って、私の濡れる頬を指先で拭ぬぐってくれた。

「ひとつ不思議だったのが、俺の名前を知って、ポスターに掲載されてる名前と一致しないのかなって思ってた」

「あ……もしかして、あのなくなってる下のところに本当は晶さんの名前が？」

「確か、学校名と名前が小さく載ってた記憶」

　これまで話したいろいろなことが繋がっていく。

　ずっと憧れていた人が、今目の前にいること。その人が、知らぬ間に自分の旦那様になっていたこと。

　昂る気持ちが抑えきれず、自ら晶さんの胸に抱きつく。晶さんは私を優しく抱きしめ返してくれた。

「なかなか言い出せなかったけど、いつか話そうと思ってた」

「もっと早く言ってくれればよかったのに」

「美鈴があまりに褒めすぎるから、だんだん恥ずかしくなったんだ」

「もう、何ですかそれ」

　ちょっと拗すねた口調で言った私に、晶さんはフッと笑い「ごめん」と頭を撫でる。

「晶さん。この写真を撮ってくれて、ありがとうございます」

　言えると思っていなかった撮影者本人への感謝の気持ちを口にしながら、また目からが涙が溢れていた。




「今、週数的にどのくらいなんだ」

「十週に入りました。三カ月です」

　涙も落ち着いた頃、ソファに並んでかける私たちはぴったりと密着し、互いに触れ合う側の手の指を絡めて繋いでいた。

　晶さんが不思議そうに、そっと私のお腹に暇をしているほうの手で触れる。

「私も、まだ実感はないです。お腹も膨らんでいないし、もちろん胎動とかもないので」

「そうか。でも、とにかく無理をしないほうがいい。知っていたら、今日だって欠席を考えられたのに。着物なんか着て、お腹を締め付けて大丈夫だったのか」

　あ……だから、さっき帰ってきたときにそれを言っていたんだ。

「大丈夫です。着物は私も心配だったので、前に話した助産師の友達に事前に相談して着ても大丈夫か訊きました。お腹を締めすぎないように、着付けの際に妊娠してると話してと言われたのでその通りに」

　晶さんはホッとしたように「そうか」と呟く。

「美鈴自身の体調はどうなんだ？　悪阻とか、毎日見ている感じでは全然わからなかったけど、実は気づかれないようにしてたなんてこと……」

「悪阻は、今のところはひどくないほうみたいで、大丈夫です。ただ、少し貧血気味なので、そこが少し心配のようで」

「貧血……それは、食事で改善させたり？」

「はい。あとは、必要なら鉄剤を飲んだりするみたいです」

　答えながら、思わずクスッと笑ってしまう。

「え、今の笑うところだったか」

「いや、違うんです。晶さんが私の体調を心配しすぎているので、なんかおかしくって」

　妻が妊娠していると知ったら、夫が体を気遣うのはもちろん当たり前のことだと思う。

　だけど、晶さんの質問攻めについおかしくなってしまった。心配しすぎではないだろうか。

「当たり前だろう。美鈴自身も、お腹の子も、常に心配に決まってる。出産は命がけとも言うだろ」

「そうですけど、大丈夫ですよ。無理はいけないけど、妊娠は病気じゃないから、いつも通り過ごしていいって助産師の友達も言ってましたし」

　まだクスクス笑っている私の頬を、晶さんが指先で突く。

「美鈴はフットワークが軽いから、本当にいつもの調子で動かないか心配になる」

「大丈夫ですよ。だんだんお腹が大きくなってきたら、今より実感も湧くと思いますから」

　妊娠の事実を告げて離婚し、ひとりで産み育てる覚悟をしていた。

　それが百八十度好転し、大好きな人がとなりで微笑んでくれている。

　こんなに幸せな光景が待っているなんて、少し前の私は思いもしなかった。










７、ふたりだけの優しい時間




　夏の暑さもやっと和らいできた、九月下旬。

「美鈴、支度できたか」

「はい。もう行けます」

「急がなくていい。ゆっくりで」

　妊娠八カ月。いよいよ妊娠後期に突入した。

　動揺の隠せない妊娠発覚から、早半年。

　ひとりで産み育てる覚悟から始まった妊婦生活も、気持ちが通じ合ったことで幸せ一色となった。

　私の妊娠を知った晶さんは、予感通りかなり過保護な旦那様になってしまった。

　家事は無理してやらないこと。重いものは持たないように、買い物はネットスーパーを使って届けてもらうこと。

　そういった私とお腹の赤ちゃんを思っての気遣いから始まり、よりよいマタニティライフについて自ら調べることもしていた。

　妊娠を知った翌日には、妊娠初期は葉酸を摂ったほうがいいと早速サプリメントを買ってきたし、更にその後日はルイボスティーがいいらしいとお茶も取り寄せてくれていた。

　妊婦本人の私より熱心で、頭が上がらない徹底ぶりだ。

　普段、残業も当たり前で激務なのに、休日は休日で私に代わって家のことまでやってくれている。

　大丈夫だと言ってもなかなか聞いてくれず、最近は素直にお言葉に甘えるようにしている。

　私自身も日に日に体が重くなってきて、近頃は体も疲れやすい。でも、お腹の赤ちゃんの成長は日増しに実感している。

　最近はよく動いているし、お腹も元気よく蹴けってくる。すでにかなり活発なため、やんちゃな男の子なのではと晶さんとは話している。

　赤ちゃんの性別はもう教えてもらえる時期はすぎたけれど、晶さんと話し合って生まれてからのお楽しみにした。

　男の子なのか、女の子なのか。どちらが生まれてもいいように準備を進めるのは、楽しみが二倍になった感じがして嬉しい。

「今日はどこに行くんですか？」

　車に乗り込むと、晶さんは初めに私のシートベルトをつけてくれる。

　大きくなったお腹を気遣いながら、いつも苦しくないように配慮してくれるのだ。

「どこだと思う？」

「んー……？　どこだろう」

　今日のお出かけの行き先は不明。どこに行くのか何も教えてもらっていない。

「じゃあ、着いてからのお楽しみにしておこう」

　自分のシートベルトを締めながら、晶さんはどこか楽しげにそう言った。




　マンションを出て首都高速にのった車が向かった先は、東京郊外のベッドタウンと呼ばれる街。

　窓の外をきょろきょろと眺めているうち、車は可愛らしい庭付き一戸建ての駐車場へと入っていく。

「ここ……スタジオ？」

　さり気なく出ている表の看板を見て、着いた先が貸しスタジオだと知る。

　車を停めた晶さんは「正解」とエンジンを停止した。

「え、貸しスタジオに何かあるんですか？　私、今日は簡単なカメラしか持ってきてないですけど」

「それは問題ない」

　晶さんに手を借りて降車し、白い木造りのスタジオ入り口へと向かう。

　事前に鍵を預かっているらしく、玄関のドアを開けて「入って」と私を中へと促した。

「失礼します」

　中も外観同様に白い木造りで、窓から差し込む陽の光で室内はとても明るく感じる。

　貸しスタジオは撮影でよくお世話になるけれど、ここのスタジオは初めて訪れる。

「美鈴、こっち」

　晶さんに続いて奥の部屋に入ると、そこには撮影機材が並んでいた。

「あの、なんの撮影をするんですか？」

「美鈴、なんの疑いもなく自分が撮るほうだと思ってるだろ？」

「え……？」

　スタジオ、カメラ……この状況を前にしてそれ以外に考えられない。

「今日の美鈴は、撮られる側」

「……。えっ、私がですか？」

「そう」と言った晶さんは、部屋の端に用意された台の上の衣装ケースに近づく。

　横から一緒に中を覗くと、そこにはレース素材の衣装が何種類も用意されていた。

「もしかして……マタニティフォト、ですか？」

「さすがカメラマン。前に、少し話題に出たから」

「覚えてたんですか？」

「もちろん」

　ちょうどお腹が目立ち始めた頃、ちらっとそんな話が話題に上がった。

　でも、普段撮る側の自分が撮られることには慣れていないため、記念に残したいという思いがありつつも実現に向けては何も動いていなかった。

　まさか、晶さんがこんな風に計画してくれているなんて思いもしない。

　でも……。

「あの、撮影は誰が」

　スタジオには私たち以外に人の気配はない。カメラマンは、これから……？

「俺が撮る」

「えっ、晶さんが？」

　思わぬ返答に驚きの声を上げる。

「一応、撮れるつもりでいるけど、プロにだめ出しされる覚悟もしてる」

「そんな、何を言ってるんですか！　晶さんは私の師匠みたいな存在ですから」

　私の発言に晶さんはクスッと笑う。

「師匠って。俺は何も教えてないけど」

「そんなことないですよ？　私がカメラを始めるきっかけだったんですから。晶さんの知らぬ間に私の師匠です」

　晶さんはまたフッと笑う。

「相変わらず面白発言するな、美鈴は」

　そう言って両手で私を抱き寄せ、額にそっと口づけを落とした。

「じゃあ、早速始めるか」

「はい。よろしくお願いします」

　用意された衣装の中から私が選んだのは、ホワイトのセパレートタイプのロングドレス。

　大きなお腹が綺麗に出て、マタニティフォトらしい絵が撮れそうな衣装だ。

「美鈴、リラックス」

「はい。なんか、撮られ慣れてないから」

　つい緊張で顔が強こわ張ばる。

　いつもは向こう側にいる立場だから、レンズを向けられるのが変な気分だ。おまけに、晶さんがカメラを手にしている姿にグッとくる。

　私の夢となる写真を撮った、ずっと憧れて、追いかけてきた存在。その人に自分を撮影してもらっているなんてやっぱり感慨深い。

「自然な感じでいいから。普通にしてていい」

　晶さんは落ち着いた調子で声かけをしながら、どんどんシャッターを切っていく。

　普段通りの会話で和ませながら撮影を進め、いつしか緊張はほぐれ自然体の自分に戻っていた。




　私の体調も考慮し、撮影は一時間しないうちに終了した。その後、早めの夕食を外で食べ帰宅。

　今日撮影してもらった写真は即日データで転送されてきて、帰宅後すぐに晶さんがタブレット端末で見せてくれた。

　リビングのソファに並んで掛け、早速データを見ていく。

「すごい……どれもめちゃくちゃ素敵」

　自分の写っている写真に対して言う言葉ではないけれど、そんなこともどうでもいいくらいよい写真ばかりなのだ。

　慣れない硬い表情ばかりかと思いきや、それは初めの数枚のみ。あとは自然で、どれも捨てがたいものばかりだ。

「モデルがいいからだな」

「え、違いますよ。カメラマンの腕があるからです」

「いや、モデルが美しいからだろ」

「だから、違いますって――」

　そんな言い合いをしているうち、晶さんの傾いた顔が近づいてくる。あっという間に唇を奪われ、触れ合った柔らかい感触に鼓動が音を響かせた。

「っ……晶、さん」

　わずかに離れた唇の隙間から名前を呼ぶ。

　晶さんは持っていたタブレット端末をソファの座面に置き、その手で私の頬を包み込んだ。微かに熱のこもった目にどきりとし、鼓動は更に加速する。

「キスまでなら、許される？」

　内緒話でもするようなトーンで訊かれ、私の心臓はますます早鐘を打つ。

　晶さんは私の妊娠を知ってから、自分の欲をひたすら抑え込んでいる。

　妊娠中の女性の体について自ら学び、体を重ねることによって起こり得るリスクも理解しているからだ。

　安定期に入れば、夫婦生活も無理のない程度に可能だと佑華さんからは聞いていた。それは報告したけれど、万が一のことを考えて自制すると言ったのだ。

　私とお腹の赤ちゃんのことを第一に考えてくれているのは嬉しいけれど、晶さんを我慢させていると思うと非常に心苦しい。

「許されます。むしろ、もっとしてほしい」

　私の返事を聞いた晶さんは、すぐに深く唇を塞ぐ。

　久しぶりに甘い口づけに翻弄され、頭の中は気づけば真っ白になっていた。










８、巡り合えたのはきっと運命




　リビングにはコーヒーのいい香りが漂い、ダイニングテーブルの上には、綺麗に食べ終えた食器が下げられるのを待っている。

　いつも通りの朝の光景。

　食器を下げ、食後のコーヒーをカップに注いでいると、いつの間にか背後に迫っていた晶さんに抱きしめられた。

「晶さん。ちょうどコーヒーが」

「ああ、ありがとう。どうだ、お腹の感じは」

　背後から私の大きく膨らんだ腹部にそっと触れ、晶さんは窺うように私の耳元から顔を覗く。

「今のところは、特に何も。本当に、今日が予定日なのかなって」

　今日はいよいよ出産予定日当日。

　これまで大きな体調の変化もなく、平穏無事に正期産を迎えられた。それは晶さんの日々の気遣いのおかげと言っても過言ではない。

「予定日にぴったり出産するとも限らない。明日かもしれないし、明後日かもしれないしな」

「そうですね」

　赤ちゃんが外の世界に出てくる日は、私が仕事を休んでいるので計画分娩という方法は選択しなかった。

　誕生日も、赤ちゃん自身に決めてもらいたい。出てきたいときに出てきてほしい。

　私たち夫婦のそんな願いがあったからだ。

　とはいえ、実際のところは計画分娩を選択すれば、晶さんの仕事の都合に合わせられるし、立ち合いもできるかもしれない。

　日時によっては、多忙な晶さんが病院に駆け付けることは難しく、私はひとり出産に挑まなくてはいけない可能性が出てくる。

　あとは神のみぞ知るという感じだけど、この選択に後悔はない。

「今日もスケジュール的に忙しいが、必ず連絡はつくようにしておく」

「わかりました。何かあれば、連絡しますね」

　晶さんは私のこめかみにそっと口づけ「いよいよだな」と優しい声音で呟いた。




　家事が一段落した昼下がり。

　ひとり簡単にお昼を食べ、温かいルイボスティーを淹れてソファに腰を落ち着ける。

　昼の情報番組でも眺めようとテレビをオンにすると、ちょうどアナウンサーがニュースを読み上げていた。

「あっ……」

　思わず背もたれに倒していた体を起こしていた。

　液晶画面の向こうには、昨日訪日した米国アメリカ大統領と総理大臣が会談を行うというニュースが映像と共に流れている。

　大統領と総理大臣が談笑しながら官邸内を歩く姿のそば、晶さんの姿が目に飛び込んできたのだ。

　米国大統領来日で、ここ数日の晶さんは多忙を極めている。

　二日前は帰宅するのが困難なほどのスケジュールで、帰ってきたのは明け方だった。

　仮眠程度でまた出勤していき、大分疲れているのではないかと心配している。

　それでも、画面の向こうで要人をエスコートする晶さんは相変わらず際立つオーラを発している。

　こんなすごい人が旦那様で、私のことを想ってくれているのが改めて信じられない。

「ほら、見てごらん。あなたのパパはね、ものすごく立派な、素敵な人なんだよ」

　腹部をさすりながら、お腹の中に話しかける。

　ん……？

　なんとなく微かに、これまで感じなかった重苦しさを下腹部に感じる。

　あまり気にせずお茶を飲んで誤魔化していたけれど、腰回りも怠だるい感じが気になって、そばに置いておいたスマートフォンを手に取った。

　予定日が近づいて体調に気になる変化があれば、すぐに連絡をしてきてと佑華さんに言われている。些さ細さいなことでも構わないと言っていたのを思い出し、病院に問い合わせの電話をかける。

　総合受付の人に産科にかかっていることと診察券コードを伝えると、すぐに産科に電話が繋げられた。

『もしもし、美鈴さん？』

「あ、佑華さん。よかった」

　出てくれたのがちょうど佑華さんでホッと安堵する。

『どうしました？　今日予定日だけど、なんかありました？』

「何かと言うほど大きなことじゃないんだけど、ちょっと弱い生理痛みたいな感じがしていて」

『あら。もしかしたら弱い陣痛かもしれないですね』

「えっ、そうなの？　やっぱり」

〝陣痛〟というフレーズに途端に緊張が高まる。いよいよかもしれない。そんな予感で頭がいっぱいになる。

『そのまま痛みが強く短い間隔になってお産に進む場合もあれば、治まっちゃう場合もあるんです。でも、一応来てもらって、赤ちゃんの心音とか聞いたほうがいいかな』

　佑華さんの指示に「わかった」と即答する。

　通話を終わらせ、受診の支度をしてからタクシーを呼んだ。




　病院に到着したのは、午後一時を回った頃だった。

　すぐに産婦人科の外来を訪れ、内診が行われる。

　診みてくれた女性の医師は「弱いけど、陣痛がきてるわね」と言い、子宮口もわずかに開き始めているとのこと。

　もしかしたら治まるかもしれないなんて聞いていたせいで、まだ出産はすぐではないだろうと勝手に思っていた。

　しかし、事態は急展開。このままこの痛みはどんどん強くなり、本陣痛となる可能性が高いらしい。

「佑華さんがいるときでよかった……」

　不安な気持ちがつい口に出てしまう。

　佑華さんはいつも通りの笑みを浮かべて「予定日ぴったりで驚きました！」と言いながら、私のお腹につけていた機械を取り外していく。

「初産だから、お産はゆっくり進むかもしれないですけど、一応、ご主人に連絡入れておきますね」

「あ、うん。でも……」

「立ち合いは希望、でしたよね？」

　確認を取られてうんと一度頷く。

「今、仕事が忙しい時期で、たぶん、抜け出してきたりとかは無理だから。残業も多くて」

　このままゆっくり陣痛に繋がっていったら、だいたいどのくらいで出産になるのだろう。

　お産について調べてみると、産むまでに丸一日以上かかる人もいれば、初産でもスピード出産の人もいるらしく、こればっかりは時間の予測は難しそうだ。

「そうなんですか。じゃあ、一応状況だけでもお知らせしておいて、向かえるときに来ていただけるように連絡させてもらいますね」

「うん、ありがとう」

　佑華さんは「横になっていてください」と、そそくさとベッドを離れていく。

　立ち合いの望みは薄いけど、晶さんのような特殊な仕事柄それは致し方ないこと。

　ひとりでも出産を無事に乗り越えようと心に決め、「頑張ろうね」と心の中でお腹の赤ちゃんに話しかけた。




　弱い陣痛のような痛みと腰の怠さは、時間を追うごとに微量ずつ増えていき、夕方五時を回る頃には痛みがくると顔をしかめるほどになった。

　少し前に夕食がトレーに載って運ばれてきたけれど、痛みがくると箸を止めてしまう。

「美鈴さん、痛み強くなってきたから、ちょっと内診してみましょうか」

　佑華さんがテキパキとグローブをはめ検査をしてくれる。

「子宮口結構開いてきてますね。結構痛みがあると思いますけど、美鈴さん痛みに強いほうなんですか？」

「え、そうなのかな……」

「ここまで開いてきてたら結構痛いと思いますよ。このままお産になると思うので、移動しましょう」

　思ったよりも早い段階で陣痛がつき、このまま出産の流れになると言われて慄おののく。

　佑華さんを始め周囲のスタッフが慌ただしく動きだし、いよいよ始まるお産に緊張は最高潮に達していた。

「美鈴さん。ご主人、さっき連絡したときにちゃんと電話取ってくれて、なるべく早く向かいますって言ってましたよ」

　痛みが強く出ているときは、声を出すのも辛つらく、変な汗が流れてくる。こくこくと二度頷いて返事をしてみせた。

「結構、痛い……」

　絞り出したような声に自分でも驚いてしまう。

　佑華さんが私の横になる腰元に近づき、的確に丁寧に辛い部分をさすってくれる。痛みの出る間隔が徐々に短くなり、私の口からは自然と自分でも驚くような唸り声が出てきていた。

　分娩台に移動してきてから、どのくらいの時間が流れたのか確認する余裕すらない。

「痛い……も、だめ、かも」

「美鈴さん、呼吸しっかりしましょう。出てこようとしてる赤ちゃんに酸素がちゃんと届くように」

　佑華さんの言葉を耳に、一生懸命呼吸を繰り返し酸素を取り込む。

　苦しいのは母だけではなく、出てこようとしている赤ちゃんも同じように苦しいと、今回妊娠して初めて知った。

　一旦引いていく痛みの中、辺りに目を凝らす。

　私に繋がっている点滴の機械のモニター画面が目に入ってきて、そこに今の時刻が七時を回っているのがぼんやりと見えた。

　もしかしたら晶さんが来てくれるかもしれない。定時で仕事が終わっていればもう病院に到着している頃だ。だけど、やっぱり今晩も残業なのだろう。

　昼間、テレビの中に晶さんを見つけて、物凄く遠い存在のような感覚に陥った。

　初めての出産でも、ひとりで産むことになるかもしれない。私が好きになった人は、世界を股にかける多忙な人だから――。

　寂しさに打ち勝ち、ひとりでも立派に出産できたと晶さんに会えたら報告しよう。心に強くそう決めた、そんなときだった。

「美鈴――」

　愛しい人の声が私の耳に届いた。ベッドの上で、求めるように声の先に顔を向ける。

　そこには、看護師に案内されて足早にベッドに歩み寄る晶さんの姿があった。

　今朝仕事に出ていったときと同じ、ブラックのスリーピースにドット柄のネクタイ。仕事後、直行で向かってくれたに違いない。

「美鈴、大丈夫か」

　晶さんは分娩室に入ってくるなり、私の両手を自分の両手で包み込んでくれる。いつもと変わらない温かさに、あっという間に目に涙が浮かんだ。

「晶、さん……お仕事は」

「大丈夫だ。何も問題ない。間に合ってよかった」

　晶さんが駆け付けてくれたのもつかの間、再び痛みが強く襲いかかってくる。

　呻うめき声と荒い呼吸を繰り返す私のそばに寄り添い、晶さんは強く手を握ってくれる。

「美鈴、頑張れ、美鈴――」

　晶さんの声に何度も名前を呼ばれ励まされる中で、元気に響き渡る産声をはっきりと耳にした。

　十一月二十七日、午後七時三十七分。二千九百八十グラムの元気な女の子が無事誕生した。

　初産にしてはスピード出産で安産だったという私のお産。

　お腹の中から出てきた直後、綺麗になった赤ちゃんがまだ横たわったままの私の胸元に運ばれてきた。

　温かくてちゃんと動いていて、今少し前まで自分のお腹の中にいたと思うと生命の神秘を身をもって実感した。

　出産後少し体を休め、私は車いすで病室へと移動した。

　生まれたばかりの赤ちゃんは、入院中はナースセンターで預かってくれるらしく、その間はゆっくり体を休めて眠ることができる。

　退院後は夜中数時間おきに赤ちゃんが目を覚ますから、ゆっくり続けて眠ることはしばらくは難しいだろう。

『出産がこの時間だったし、今日は特別旦那さんの面会時間延ばしてオッケーにしときますね』

　私の出産に入ってくれた佑華さんは、少し前に病院を退勤していった。

　本来なら夕方で仕事は上がりなのに、私の出産に付き合って残業してくれたのだ。

　その佑華さんが、病院の面会時間夜八時までのところ、もう少し長くいても構わないと許可してくれた。佑華さんには物凄くお世話になったし、改めてしっかりお礼をさせてもらいたい。

「少しは落ち着いたか」

　病室に入りベッドに横になった私に、ベッドサイドの椅子に掛けた晶さんが心配そうな表情を浮かべて訊く。

「はい。大丈夫です」

　繰り返した陣痛で、今もまだ下腹部には痛みが残る。

　しかし、あの強烈でもうだめだと思えるほどの痛みが、赤ちゃんがお腹から出てきた途端に嘘のようにふっとなくなるのは不思議で仕方ない。

「どこか痛むか？　何かしてほしいことがあれば、帰るまでに何でも言ってほしい」

「大丈夫ですよ。ありがとうございます」

　今日もやっぱり晶さんが過保護で、ついクスッと笑ってしまう。

　それでも晶さんは心配そうな面持ちを崩さず、私をじっと見つめている。

「私は、こうして晶さんが来てくれただけで一気に勇気づけられましたから。本当に産めるの？って不安になってたのが、産める！って急に思えたんですよ」

　声を聞いた瞬間、顔が見えた途端、不安が吹き飛んでいくようだった。

　安堵が胸に広がって、根拠はなくても〝もう大丈夫〟と思えたのだ。

「ごめん……美鈴はそう言ってくれてるのに、俺は全然だめだ」

「え……？」

「さっき、正直怖かった。美鈴も、お腹の子も大丈夫なのかって。美鈴が陣痛で苦しんでるのを目の前にしても、俺には何も手伝えなくて、苦しむ美鈴を見ていることしかできなくて、無力だなって」

「晶さん……」

　晶さんらしくない言葉が出てきて、思わず返す言葉を失う。

　そんなことを思いながらそばにいてくれたのかと知ると、やっぱりこの人を好きになって、この人の子どもを産めて本当によかったと心から感謝した。

「晶さん。そんなことないですよ」

　握ってくれている手を、しっかりと強く握り返す。

「私、今ものすごく幸せです。出産は確かに壮絶だったけど、それよりあなたの子を産めたことが最高に嬉しい」

「美鈴……」

　晶さんの手先に力がこもり、握り合う手がまたきつく包まれる。

「美鈴が出産するのを目の前で見ていて、心から尊敬した。こんなに偉大な人が、俺の奥さんなんだって」

「晶さん……」

「もっともっと、好きになった」

　晶さんの真剣な眼差しをじっと見つめ、自然と温かいものが目尻を伝って流れ落ちていく。

「美鈴も、生まれた子も、俺が生涯かけて必ず守っていく」

　流れる涙は枕を濡らしていく。晶さんは私の頭を労ねぎらうように丁寧に撫でながら、頬にそっとキスを落としてくれた。

「美鈴、俺との子を、産んでくれてありがとう」

　涙の膜の張った視界の中で見えた晶さんは、今までで一番優しく、穏やかな笑顔で私を見つめていた。
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思い出の地で再び




　食卓には手作りハンバーグがメインの夕食が並ぶ。

　大人は大葉と大根おろしが載った和風ハンバーグ。娘の分はトマトをベースにしたソースの我が家では定番のハンバーグだ。

「わーい、ハンバーグだー！」

　ダイニングテーブルに置かれた子ども用の椅子に上がった結ゆい奈なが、食卓を目にして歓喜の声を上げる。

　美鈴の作るハンバーグはふわふわしていてジューシーですごく美味しい。

　結奈が喜ぶように、俺も好きなメニューのひとつだ。

「にんじんいやー、いらなーい」

　しかし、結奈はハンバーグに添えられているにんじんのグラッセに気づき、すぐに拒否の声を上げる。

　まだキッチンに立つ美鈴に目を向けると、結奈を見つめ小さくため息をついていた。

「だめ。ちゃんと食べなさい。甘くしたから美味しいよ」

「いや！　ゆいな、にんじんはいらないの」

「なんでも好き嫌いしないで食べないとまた風邪ひいちゃうよ？」

　ふたりのやり取りを黙って見守りながら、密かに〝今日もまた始まってしまった……〟と思っていた。

　ここ最近、結奈が嫌いなものを食べず美鈴が怒り、言い合いになることが多くある。

　結奈が頑張って食べてふたりで褒めてあげるときや、美鈴のほうが仕方ないと折れて穏やかに終わるときもある。

　しかし、食べなさいと言われて結奈が騒ぎ、更に怒られて大泣きするという結末を迎えるときも少なくない。

　美鈴が出産をして早三年。

　三歳三カ月の娘、結奈は、最近なんでも自分でやりたがり、人の世話も焼きたがる典型的な女の子にすくすく成長している。

　アクティブな美鈴に連れられて日々を過ごしているため、活発で好奇心も旺盛だ。

　近頃は会話もずいぶん成り立ち、どんどんお喋りになっている。

　その成長の証に、美鈴との口喧嘩も少しずつ増えている気がする。

「結奈、ママが美味しく作ってくれてるんだ。ちゃんと食べなさい」

　俺にまで食べるように声をかけられた結奈は、美鈴そっくりな大きな目でキッと俺を睨む。どこで覚えてきたのか、頬っぺたをぷくっと膨らませた。

「いや！　たべないもん」

　どうしてもにんじんは食べたくないらしい。

　数日前はサラダに入っていたにんじんを食べないと騒いだのち、応援されてなんとか食べていたけれど今日は頑なだ。

「結奈、好きなものばかり食べていたらだめだっていつも言ってるよね？　にんじんにはね、風邪のバイ菌をやっつける強い力もあるんだよ」

　美鈴は、好き嫌いをしないで食べないといけないのはなぜなのか、その理由もちゃんと説明する。

　この野菜にはどんな栄養があって、どう体に必要なのか。ただ頭ごなしに食べるように押し付けているわけではない。

　しかし、結奈にはまだ理解しにくい部分もあるのだろう。

「ゆいな、かぜひかないもん。だいじょうぶだよ」

　結奈の折れない様子に、美鈴は「もう……」とため息をつく。

　食卓を囲むと、結奈は「いっただきまーす」と元気に言い、美味しそうにハンバーグを頬張った。




　食事を終えると、美鈴と結奈はふたりでバスルームに向かう。

　キッチンで稼働させていた食洗器が仕上がりを知らせる電子音を鳴らし始めたタイミングで、リビングに結奈が駆け込んできた。

「パパー、あたまふいてー」

　タオルを肩にかけてやってきた結奈は、花柄のキャミソールに下着のパンツの姿。

　食洗器に呼ばれてソファを立ち上がった俺の前にやってくる。

「乾かしてこなかったのか」

「ドライヤーあついんだもん」

　そんなやり取りの中、あとから美鈴がリビングに入ってくる。

「結奈、そんな格好で行かないで。湯冷めするでしょ」

「きゃー！　ママがきたー！」

　案の定、追いかけてきた美鈴から結奈が逃げ始める。美鈴も肩にタオルを載せ、濡れたままの髪で結奈を追う。

　子どもにありがちだが、追いかけられると逃げたくなるようで、「待ちなさい！」と迫る美鈴から結奈はリビング中を駆け回る。

　まるで追いかけっこでもしているような状況に、結奈はキャッキャと笑っている。

「結奈！　こら！」

　そうなると美鈴のほうも苛立ちを見せ始め、ふたりの鬼ごっこは白熱。

　周囲で走り回るのを目に、すぐそばを通りがかった美鈴の腕を掴んで引き留めた。

「美鈴」

　止められた美鈴は一瞬ハッとしたような表情を見せ、「ごめんなさい」なんて謝る。追いかけて部屋中を駆け回ったことを注意されるとでも思ったのだろう。

　そうではないと証明するように、「おいで」と背に手を添えリビングから連れだす。

「晶さん？」

　美鈴を連れだしバスルームへ入ると、洗面台の椅子に掛けさせドライヤーを手に取った。

　長い髪の毛先はタオルドライが足りず、ドライヤーをかけながら肩にあるタオルで水気を押さえていく。そんなところにも、彼女が自分を後回しにしている日常を感じ取る。

　そうしているうちに、あとからついてきた結奈が足元に抱きついてきて、「パパ―」とドライヤーに負けない声を上げた。

「ゆいなにもやってー！」

　作戦成功。

　きっと、追い回してドライヤーをかけるより、こうして俺が美鈴の髪を乾かせば自分もやってほしい、やりたいと来るはずだと思ったのだ。

　やはり、子どもは母親と同じことをしたいと思うものなのだろう。

「わかった。じゃあ、ママの次にやろう。順番だ」

　俺に〝順番〟だと言われた結奈は、聞き分けよく「はーい」と言って美鈴の膝の上に上がろうとする。

　美鈴はそんな結奈を抱き上げ、自分の上に座らせた。




　その後、結奈の髪を同じように乾かし、歯を磨かせて結奈は子ども部屋で就寝。寝かし付けに行った美鈴は三十分もしないうちにリビングに戻ってきた。

「眠った？」

「はい。今日は絵本二冊。二冊目の途中で寝ちゃいました」

　俺の掛けるソファまでやってきた美鈴は、すぐとなりへ座る。

「今日もありがとう。お疲れ様」

「こちらこそ、お休みの日なのにいろいろやってもらってすみません。ありがとうございます」

　互いの今日一日に感謝をすることは、結婚当初から変わらない。

　話して決めたことではなく、自然と「ありがとう」と口に出して言うようになっていた。

「さっき、ありがとうございました」

「さっき？」

「ドライヤーのことで私が結奈を追い回したときです」

　少し弱ったようにはにかむ彼女の頬には、くっきりとえくぼが現れる。出会ったときから、この笑った顔が愛らしいと思っていた。

　黙ったまま横に座った美鈴を抱き寄せる。

「ママが乾かしてもらっているのを見たら、自分も、ってなるかもしれないと思って」

「見事になりましたね」

「ママと同じことをしたがる時期だな」

　腕の中で美鈴は小さくため息をつく。

　何も聞かず髪を撫でていると、「私……」と小さく声が聞こえた。

「最近、怒ってばかりな気がして。ガミガミ注意ばかりしちゃっているなって」

　自分を責めるような言い方でそう言った美鈴は、また小さくため息をつく。

「そんなことはないと思う。ただ、少し神経質になっているんだろ」

「神経質にもなりますよ！　また、前みたいに土壇場でキャンセルなんてことになったら、親たちにも迷惑かけてしまうし……」

　来週、両親を含めた家族でモルディブへの家族旅行が予定されている。

　実はちょうど去年の今頃、お互いの両親も一緒にモルディブへ旅行する計画を立てていた。それが、出国当日の朝に結奈が熱を出して急遽中止になったのだ。

　そのとき、美鈴は私のせいだと自分を責めていた。誰も責めていないのに、子どもの体調管理は母親の責任だと言い切っていた。

　過去にそんな出来事があったせいか、旅行の日程が近づくにつれ、美鈴は結奈の体調管理にかなり慎重だ。

　好き嫌いなくバランスのいい食事をするように。入浴後は湯冷めをしないように。

「十分よくやってるよ、美鈴は。だから大丈夫。俺も、一緒に気をつけるから」

「晶さんはたくさん手助けしてくれてます。ごめんなさい、私の心配のせいで気にかけさせて」

　謝ることなんて何もしていない。むしろ、美鈴は毎日頑張ってくれている。

　感謝の気持ちを並べるだけでは足りなくて、腕の中の彼女を抱きしめ直す。

「いつもありがとう」

　シンプルにそれだけを口にすると、美鈴の方からも腕を回して体を密着させる。

「こちらこそです」

　そう言って上げた顔にはやっぱり可愛らしい笑顔があって、独り占めするように小さな唇をそっと奪った。柔らかい唇に触れてしまうと、その先の甘さが欲しくなる。

　重ねるだけに留めることができず唇を割って舌を侵入させると、美鈴は控え目に舌先を触れ合わせた。

　次第に唇の端から濡れた吐息が漏れ始め、情欲をかき立てられる。

　流されるように抱いた体をソファに押し倒し、唇から顎、首筋へと口づける。

「っ、あ、きさん……あの」

　何か言いたげな美鈴の声を耳にしながらも、パジャマの裾から柔らかい素肌を求めて指を這わせていく。

　触れられただけでぴくっと体を震わせる新鮮な反応は、母親になってからも変わらない。

　美鈴の細い指が俺の髪をかき混ぜるように触れてきて、口づける胸元をついきつく吸い上げていた。

「あっ――」

　赤く色づいた白い肌を目にして美鈴を見上げると、すでに目を潤ませてじっとこっちを見つめている。

「晶さん、あの、ここで……？」

　どうやらリビングのソファで押し倒されたことが気がかりだったようだ。

　結奈は自室で眠っているし、起きてリビングに出てくることは今までのところ前例がない。

　なにより、寝室に向かう余裕がもう残されていない。今すぐこの場で美鈴を抱きたい。

「悪い、もう我慢できない」

　そう言って、再び濡れた唇に口づけた。




　モルディブを訪れるのは、もう四年近くぶりになる。

　赴任していた当時は日常に当たり前にあった美しい自然も、久しぶりに日本から訪れると一つひとつが感動的に目に映った。

　それは、自分に家族という存在ができたからなのかもしれない。

　愛する美鈴がいて、彼女との間に生まれた愛しい結奈がいる。

　大切なふたりがそばにいて見える世界は、あの当時とは比べられないほど輝いて映る。

　結奈にとって初めてのフライトがモルディブ行きというのはハードルが高いのではと懸念もあったが、行きの飛行機は眠る時間も多く、比較的機嫌よく過ごしてくれていた。

　それでも美鈴は気を揉んだだろうから、現地では少しでもゆっくり休ませたい。

　今回は両親たち四人も同行している家族旅行のため、結奈の世話を両親たちも買って出てくれている。むしろ孫と旅行なんて夢のようだと喜んでくれているくらいだ。

　五泊六日の今回の旅は、子ども歓迎のリゾートアイランドを予約した。キッズクラブを利用し、結奈がより楽しめるプランだ。

　遠浅ラグーンでの海遊びはもちろん、白く美しいビーチでの砂遊び。スライダー付きプールや、日本ではあまり見ることのできないツリーハウスもあり、結奈は初日から大はしゃぎだった。

　モルディブ滞在三日目のディナーを終える頃、結奈はテーブルに着きながらうとうとと睡魔と戦い始めた。

　それに気づいた美鈴は「寝かせに行きます」と席を立ち上がり結奈を抱き上げる。

「美鈴、俺が行こう」

　同じように立ち上がった俺に、美鈴は「大丈夫です」と微笑む。

「晶さんはまだ食べていてください。私はもう食べ終わったので」

　結奈を抱いた美鈴は、両親たちに「先に戻ります」とそそくさとレストランを出ていく。その姿を追いかけようとしたとき、父親から「晶」と名前を呼ばれた。

「美鈴さんにも今伝えたかったんだが、明日はここの滞在も最終日みたいなものだろう」

　四日目の明日は丸一日ここで過ごすことができるが、五日目は午前中には出国するスケジュールになっている。

　父親の言う通り、何も気にせず過ごせるのは明日が最後だ。

「私たちで話したんだけど、明日は美鈴さんとふたりで過ごす時間を作ってあげたいわねって」

　母親はそう言い、「掛けなさい」と俺の着席を求める。

「それは、結奈を見ていてもらえるということでしょうか？」

　俺からの質問に美鈴の父親が即座に「ああ」と頷いた。

「幸い結奈も懐いてくれているから、半日くらいは見ていられるだろうと思うんだ」

　まさかそんなことを両親たちが話し合ってくれているとは思わず、素直に嬉しい。

「ありがとうございます」と厚意を受ける意思を伝えると、今度は美鈴の母親が口を開いた。

「せっかくのモルディブ旅行なんだから、夫婦ふたりきりで過ごす時間も欲しいかなって」

　正直それはもう叶わないものだと思っていた。

　結奈が生まれてからは、美鈴とふたりきりの時間は限られている。それは互いに当たり前のことだと思ってきたし、不満にも疑問にすらも感じられなかった。

　だけど子どもが誕生した今だって、美鈴を独占したい気持ちは変わらない。

「ありがとうございます。美鈴も喜ぶと思います」

　返事を聞いた美鈴の母親は「それなら、決まりね」と微笑む。

「私たちとしては、孫はもうひとりふたりいたらいいなって思っているし」

　美鈴の母親がそう言うと、両親たちは口々に盛り上がり始める。

　なんとなく気恥ずかしい内容が始まった席で、ひと口残っていた食後のコーヒーを飲み干した。




「パパ、ママ、いってきまーす」

　翌日。自分のリュックを背負った結奈を宿泊中のヴィラの入り口で見送る。

「何かあったら連絡入れるけど、大人四人でみているから大丈夫よ」

　母親にそう言われ美鈴は「ありがとうございます。よろしくお願いします」とぺこりと頭を下げる。

「ばーば、ゆうな、おすなでおしろつくりたい！」

「お城、作れるかしらね？　じゃあ、じい、ばあたちと作ってみましょう」

　結奈は案外すんなりと母親の手を握り俺たちの元を去っていく。姿が見えなくなるまで見送っていると、最後に振り返りこっちに向かって大きく手を振った。

「行っちゃいましたね」

「ああ。結構すっと行ったな。もしかしたら、やっぱり行かないとか言いだす可能性もあるかと思ってた」

「そうですね」

　美鈴は結奈が見えなくなった先を見つめたままクスッと笑う。

　客室の中に戻ると、日中なのに結奈のいない静かな空間が不思議に思えた。

「この、海に浮かんでいるように見える部屋からの景色。晶さんと出会ったときのことを思い出します」

　窓を開け放ったヴィラからの澄み切った海を見つめる美鈴の横顔には、穏やかな笑みが浮かぶ。

　そのとなりに寄り添い、そっと肩を抱いた。

「俺が、美鈴を返したくないと思った夜のこと？」

　そんな風にあの日のことを思い返しながら言ってみると、美鈴は少し照れくさそうにはにかむ。

「はい。でも、朝起きたら晶さんはもういなくて……なんだか、夢でも見ていたような気分になりました」

「あのときは悪かったと、今でも思ってる」

　あの日、ヴェラナ国際空港に上陸したアメリカ人男性が麻薬を所持していたとして逮捕され、その連れだったのが日本人男性ということで対応に呼び出された。

　緊急の事態とはいえ、後ろ髪を引かれる思いで美鈴の元を後にしたのは今でも鮮明に記憶に残っている。

「お仕事だったんだから、仕方ないですよ」

「でも、少しは寂しいと思ってくれた？」

　そう訊くと、美鈴は黙って横から俺の体に両腕を回す。

「それは、寂しかったですよ」

　ぎゅっと抱きついてそんな風に言ってくれる姿が可愛くて、思わずその体を抱き上げた。

　ふわりと浮いた体に美鈴は「晶さんっ？」と俺を呼ぶ。

「せっかく親たちがくれたふたりだけの時間、片時も離したくない」

　結奈を挟んで三人で眠っている広いベッドに美鈴を横たわらせる。

　ベッドに腕をついて上体を起こした美鈴が自ら腕を広げて抱きついてきて、ぴったりと密着した胸元で「私も」と呟いた。

　淡青のラグーンをバックに、じっくりと柔肌を堪能する。

　こんな風に明るい部屋の中で触れ合うことは結奈が生まれてからはご無沙汰で、そのシチュエーションだけで昂ってしまう。

「あのっ、晶さん、待って」

　白くて柔らかい胸元に顔を埋め口づけたとき、美鈴の両手が俺の頭を両手で包み込んだ。止めるような仕草に顔を上げる。

「その辺りには、痕は……」

　目に映った美鈴は、どこか困ったような表情を浮かべている。

「この間、お風呂に入ったときに結奈が『ママ、それどうしたの？』って。『痛い？』って心配されちゃって……」

　ふふっと弱ったように笑う美鈴を前に、そのせいでそんな困惑顔をしていたのかと知る。

「それなら」

「あっ」

　しなやかな下肢を持ち上げ、太腿の内側に口づける。唇を這わせると、ベッドからわずかに腰が浮いた。

「っ、晶さん――」

　慌てたような美鈴の声を聞きながらきめ細やかな肌を吸い上げる。

　足の付け根に濃く赤い痕がつき、その絵に自らぞくりとした。

「ここなら、見つかることはないだろう？　ふたりだけの秘密」

　俺を見下ろす大きな目は潤み、頬はほんのり色づいている。

　小さく頷くその姿は初々しく、抱きしめて深く口づけた。

　この甘いふたりきりの時間が、のちにふたり目の可愛らしい天使に会わせてくれることを、このときの俺たちはまだ知らない。
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あとがき




　ベリーズ文庫九作目となる本作をお手に取っていただき、ありがとうございます。未華空央です。




　今作の出会いの舞台はモルディブ。憧れリゾートです……！

　作品を書くにあたり、資料として何冊かモルディブに関する書籍を取り寄せたのですが、『い、行きたい……！』と、執筆から何度も脱線しそうになりました（笑）

　こんなご時世ですが、少しでも皆様が旅気分を味わえる一作になっていたらいいなぁと思います。




　今作を読み始めていただいたところで、未華の既刊作品を読んでくださっている読者様は「……ん、美鈴!?」となってくださった方もいらっしゃるかと思います。今作には『契約結婚ですが、極上パイロットの溺愛が始まりました』のヒロイン佑華と、ヒーロー七央も出てきました。

　当時、幼なじみの七央に密かに想いを寄せていた美鈴も、本作では運命の人である晶と出会い幸せになってくれたこと、作者としても良かったなと非常にホッとしています。

　晶と出会う前の美鈴、また佑華や七央のお話も気になると思ってくださった方は、ぜひ『契約結婚ですが、極上パイロットの溺愛が始まりました』もお手に取ってみてください。




　今作もサイト公開から多くの皆様にお読みいただき、こうして書籍として刊行していただくことができました。

　いつも応援くださる読者様はもちろん、ベリーズ文庫編集部の皆様、担当の内田様、編集協力くださった植松様。そして、モルディブでの美麗なふたりを描いてくださった夜咲こん先生。本作に触れてくださった全ての皆様に感謝申し上げます。

　またこういう場でご挨拶できるかな？と毎回あとがきを書きながら思うのですが、次もあとがきを書きながらそんなことを考えられるように日々精進したいと思います。
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